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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真(ま)っ白(しろ)に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は心の底からため息をついた。

　これで何度目だろう。

　もう数える気にもなれないが、また、神様とか名乗る女から、世界を救えなどという無(む)理(り)難(なん)題(だい)をふっかけられるのだろう。

　いいかげんにしてほしかったが、こうなることを予想はしていた。

　だから、真吾は電話に背を向けた。

　今度こそ、神様の魔(ま)の手(て)から逃げ切ってやる。

　そんな固い決意の元、電話ボックスから遠ざかるべく、走り出す。

　しかし、まるで真吾の行動を見(み)透(す)かしたかのように、別な電話ボックスが現れ、真吾の行く手を塞(ふさ)ぐ。すかさず真吾は進路を変更するが、その先にも電話ボックスが佇(たたず)んでいた。

　気づけば四方を、いや、八方を固められている。逃げ道はない。

　真吾は立ち止まり、どう血(けつ)路(ろ)を開くか思(し)案(あん)する。その間にも、電話ボックスは増(ぞう)殖(しよく)を続け、隙(すき)間(ま)なく真吾を取り囲むようにして林(りん)立(りつ)していた。

　一(いち)か八(ばち)か……。

　真吾は軽く膝(ひざ)を折り、姿(し)勢(せい)を低くする。

　電話ボックスの群(む)れは、まるで生き物のように、呼吸を合わせるようにして、一(いつ)斉(せい)に躍(おど)りかかってきた。だが真吾は、その一瞬の隙を逃さなかった。

　躍りかかる電話ボックスの下を滑(すべ)り込(こ)むようにくぐり抜け、ボックス同士がぶつかり合うハデな音を尻(しり)目(め)に、再び駆(か)け出(だ)した。

　抗(こう)議(ぎ)や不満を口にするような電話のベルの音が遠ざかる。

　だが、これで安心はできない。

　そう思った矢先に、足下の地面が途(と)切(ぎ)れた。これは問題ない。

　宙(ちゆう)に投げ出された体は、無限に続くかのような谷底へと落ちていく。

　辺(あた)りの光景が溶けて崩(くず)れ始(はじ)め、ようやく見えた底に激(げき)突(とつ)する寸前――




　――真吾は、目を覚ました。




　素早く視(し)線(せん)を走らせると、そこは見(み)慣(な)れた自分の部屋だった。

　どうやら、無事に夢の世界から脱出できたらしい。

　しかし、ここからが本番である。　

　気を引(ひ)き締(し)めたところで、枕(まくら)元(もと)の携(けい)帯(たい)が鳴り出す。着信者をみると、「神様」となっている。神様と携帯の番号とメールアドレスを交換した覚えはない。真吾は電話を切ると、戦闘準備を整えるように制服に着替え、部屋を出た。

　すると、待ちかまえていたように家の電話が鳴り、真吾が階段を降りきるのと同時に、母の由(ゆ)紀(き)子(こ)が居(い)間(ま)から顔を出す。

「真吾、あんたに電話よ」

「いないって言っといて」

　怪(け)訝(げん)な顔をしつつも、由紀子は居間に戻っていった。

　玄(げん)関(かん)で靴(くつ)を履(は)きながら、電話口で受け答えする母親の声を聞く。

「はい、そうなんです。すいません、真吾ってば、いないって言うものですから……」

　おのれ、母親め。

　真吾は母親の追及を避(さ)けるため、さっさと外へ出た。出た先で、ギョッとした。

　目の前の道路に、電話ボックスが置かれている。昨日まで、こんな所に電話ボックスなんかなかったはずだ。

　それだけではない。

　よく見れば、少し先にも電話ボックスの姿がある。いや、その先にも、さらにその先にも……。

　一〇メートルほどの間(かん)隔(かく)で、電話ボックスがズラリと並んでいるのだ。

　あまりの執(しつ)拗(よう)さに、止まりそうになる足を懸(けん)命(めい)に動かし、この悪夢の続きのような光景から離れようと、奥歯を嚙(か)みしめる。だが。

　道行く人が、真吾と同じように、ギョッとして目を剝(む)きながら通り過ぎていく。

　まずい。

　このままでは、大騒ぎになってしまう。

　それはそれでかまわないような気もしたが、原因の一(いつ)端(たん)に自分が絡(から)んでしまっていることに罪(ざい)悪(あく)感(かん)を覚えなくもない。

　真吾は観(かん)念(ねん)した。

　おそらくこの電話ボックスたちは、どこまでも真吾を追い続けるだろう。夢の中ならともかく、現実の世界でそんなことをされた日には、新しい都(と)市(し)伝(でん)説(せつ)が誕生してしまう。

　観念したとたんに、真吾の目の前にある電話のベルが鳴った。仕方なく、真吾はボックスの中に入って、受話器を取った。

「ふふん、残念ね」

　電話の相手は開(かい)口(こう)一(いち)番(ばん)、得意げに言い放った。

「わたしの力を持ってすれば、あんたを絡め取るくらい造(ぞう)作(さ)もないことよ」

　その力を世界平和のために有(ゆう)効(こう)活(かつ)用(よう)してくれよ、と心の中で突っ込みながら、真吾は「で？　今回もまたなのか？」と諦(あきら)め半分で訊(き)いてみた。

　電話の向こうの神様は、平(へい)然(ぜん)と答えた。

「もちろん、今回も世界は危機に陥(おちい)るから、よろしくね」

「……世界が危機に陥る前に世界を救えないのか？」

「それじゃ世界の危機にはならないし、あんたの出番もないじゃない」

　そうなのだが、根(こん)本(ぽん)を叩(たた)くという意味では、自分は間違ったことを言ってはいないはずだった。

「悪い芽(め)は一つ一つ潰(つぶ)していくしかないのよ」

　とはいえ、真吾たちは花を咲かせてしまった芽を相手にすることになるのだろう。

　芽のうちは世界の危機ではない。

　では、今回の世界の危機は――

　いったい、どんな姿で花を咲かせようとしているのだろう。

　考えたところでムダだとすぐに気づき、真吾は自(じ)嘲(ちよう)した。

　いつも行き当たりバッタリなのだ。いまさら気にしたところでどうなるわけでもない。

「じゃあ、よろしくねぇ」

　まるでお使いでも頼むかのように、神様は能(のう)天(てん)気(き)な声で会話を打ち切る。

　いつもながら、この女のお気楽さには腹が立つ。

　それもまた、憤(いきどお)ったところで仕方のないことなのだが……。
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　世界を救うべく、神によって任命された戦士である「選ばれし者たち」には、それぞれの生活がある。選ばれし者の半分以上が学生であるため、よほどの緊(きん)急(きゆう)事(じ)態(たい)でない限り、平日の集合は授業が終わった放(ほう)課(か)後(ご)の河原(かわら)ということになっている。

「うにゃぁ！　シンゴさまぁ！　おひさしぶりなのですぅ！」

　いきなり真吾に抱きついてきたのは、美(み)也(や)である。とある事情があって真吾たちが引き取った少女なのだが、彼女の本当の姿は猫なのだ。人間の姿をしていても、その名(な)残(ごり)として、ネコミミとシッポが生(は)えている。

「久しぶりって、昨日(きのう)も会ったじゃないか」

「はなれていると、じかんがたつのがながくかんじるのですぅ」

　言いながら、喉(のど)を鳴らして真吾の胸に額(ひたい)を押しつけてくる。

　女の子に慕(した)われるのは悪い気はしないが、あまりにべったりしすぎると、不(ふ)機(き)嫌(げん)になる人物や、もっととんでもない行(こう)為(い)に及ぶ人間がいるので、真吾は美也を引きはがしつつ、彼女と一(いつ)緒(しよ)にやってきた少女に目を向けた。

「どう、穂香(ほのか)。美也はおとなしくしてた？」

「……いい子にしてましたよ」

　困ったような苦笑で答えたのは、住(すみ)吉(よし)穂香である。柔(やわ)らかそうな髪(かみ)に、小柄な体に似合わないプロポーション、そしておっとりした性格が魅力の女子高生だ。

「寝るまでが、大変でしたけど」

「ああ、やっぱり……」

　まだ小さな美也は、見るものすべてが目新しいらしく、疲れて眠ってしまうまで、常に大騒ぎをしているのだ。それは真吾も体験しているので、穂香には同情してしまう。

　美也は基本的に、家にいるときは猫の姿になるように言ってある。まさか女の子を引き取ってきたなどとは家族に言えないし、夜に小さな女の子が家にいたりしたら、驚かれるどころか、へたをすれば、警察に通報されかねない。

　その点、猫ならば、仮に見つかったとしても、「拾ってきた」で済むし、うまくすれば親の了(りよう)承(しよう)を得て飼うこともできる。

　ただ、猫を家の中に入れるのは、真吾の家も穂香の家も、あまりいい顔をされないのだ。だから、こっそり家の中に入れる必要があるし、バレないように工(く)夫(ふう)しなくてはならない。また、ずっと家に閉じこめておくわけにもいかず、最低でも一日一回は外出しなくてはストレスがたまるだろう。けれど、外出すれば家族に見つかる可能性も高いし、帰宅時の遭(そう)遇(ぐう)率(りつ)もグンと跳(は)ね上(あ)がる。

　そうしたリスクをできる限り分(ぶん)散(さん)するために、美也は選ばれし者たちの家を転(てん)々(てん)とすることになったのだ。

　昨日は穂香の家に泊まったのだが、やはり、初めての場所ということで興(こう)奮(ふん)してしまったらしい。美也が寝たのは午前二時を回った辺りだという。

「でも、たのしかったのですぅ！」

　穂香の苦労も知らず、美也は元気に能天気だった。

「それはそうと、真吾くん……」

　改(あらた)まった様子で、穂香が声をかけてくる。

「あ、あの……、美也ちゃんは、真吾くんとも、その……、ああいうことを、してるんですか？」

「は？」

「ああいうこと」が指す意味がわからない。

「ですから、その……」

　なぜか顔を赤くして、うつむく。

「胸を、触ってきたり……」

「むっ……!?」

「しかも、直(じか)に……」

「じ、直!?」

　布(ふ)団(とん)に入っていると、いつの間にか裸になった美也が抱きついてくることはあったが、胸を触られることはさすがになかった。

「俺(おれ)は、そういうことはないけど……」

「じゃあ、私だから……？」

「おい美也。どうなんだ？」

「ホノカさんは、とぉってもきもちがいいのですぅ！」

　あやうく吹き出しそうになった。真(ま)っ赤(か)になって恥ずかしがっている穂香には悪いが、真吾は大人げなく美也を羨(うらや)ましく思った。

　涙(なみだ)目(め)で恥ずかしがりながら、穂香は呻(うめ)いた。

「だ、だから、一晩中……？」

　一晩中だったのか。

「きもちよくて、はなれられないのですぅ！」

　離れられないくらい気持ちいいのか！

　たくましい妄(もう)想(そう)の翼(つばさ)を羽ばたかせそうになり、既(すんで)のところで真吾は踏(ふ)みとどまった。

　意識を逸(そ)らそうと、真吾は美也を家に泊めたもう一人の少女に目を向けた。

「清(きよ)美(み)も、その……、そういうこと、されたのか？」

　巫(み)女(こ)装(しよう)束(ぞく)に身を包んだ清(せい)内(ない)路(じ)清美は、ふるふると首を振った。

「……触られたけど、すぐ離れちゃった」

　残念というより、無念そうにうなだれる。彼女なりに、胸がないことを気にしているのかもしれない。

「……でも、感(かん)度(ど)では負けないから」

　なんの感度だ。

「キヨミさんのおうちはちょっとひまだったのですぅ」

　神社の一人娘である清美は、ある理由から長年、隔(かく)離(り)されるようにして育ってきた。世(せ)間(けん)知らずで他人とコミュニケーションがうまくとれない彼女は、彼女なりに美也をもてなそうとしたのだろうが、あまり成功したとは言いがたいようだった。

　それでも、清美は次の機会にはと気合いを入れているし、美也も嫌(いや)がっているわけではないのだ。

　問題なのは、この分だと、真吾、穂香、清美の三人でローテーションしなければならないということだ。

「タロウの家はムリだよなぁ」

「残念だが、その通りだな」

　タロウは選ばれし者の一人だが、犬である。猫の姿になっても、眠るときには自然と人間の姿になってしまう美也では、一緒に犬小屋で寝かせることもできないだろう。

「松(まつ)川(かわ)さんは……」

「やばいだろ」

「ど、どうしてやばいんだな!?」

　松川淳(じゆん)は、鍵(かぎ)付(つ)きの自室を持ってはいるものの、変(へん)態(たい)さ加減においてはメンバー中最強でもある。何かよからぬことをしでかす可能性がなくはない。

「うぅ……、お、同じ男なのに、ど、どうして真吾くんと信用度に差があるんだな……」

　美少女フィギュアを持ち歩いて話しかけたり怪(あや)しげな本やゲームを大量に持っている時点で、幼(よう)女(じよ)を自宅に泊める際の信用度はがた落ちだろう。

「リーナは……、やっぱダメか」

　異世界の王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは、なぜか美也に懐(なつ)かれなかった。真吾はリーナの凶(きよう)暴(ぼう)な本性を見抜いているからだと踏んでいるのだが、美也を可愛がりたいらしいリーナにとっては相当なショックだったようだ。泊まりに行くのを嫌がった美也に、リーナは悲しげに目を伏(ふ)せたものだ。

　そのリーナは真吾たちの輪に加わらず、一歩離れたところからやりとりを眺(なが)めていた。

　眺めているというより、ただそこにいるだけ、といったほうが正しいか。視界に真吾たちを収めながらも、心は別なところに飛んでいるようだった。

「リーナ？」

「…………」

「おい、リーナ？」

「……ん、あ、ああ、どうした？」

「それはこっちの台詞(せりふ)だよ。どうしたんだ？　ボーっとして」

「ボーっとなど、していない」

「してただろ。今日だけじゃない。ここ最近、なんかおかしくないか？」

　戦いの民(たみ)であるリーナは、お転(てん)婆(ば)の範(はん)疇(ちゆう)では括(くく)れない攻撃的性格の持ち主なのだが、この二週間ほど、あまり元気がないようだった。

　今のように心がどこかへ飛んでしまうことが多く、何かにつけて愛用の魔(ま)剣(けん)で真吾をぶった切ろうとしていたのがウソのように、おとなしいのだ。

　美也の話題にしても、普段なら「こいつと一緒に寝るなど、こちらから願い下げだ」と強がりの一つも言っただろうし、真吾に対しても、「なんだかんだで、ミヤにイヤらしいことをしているのではないか？」と突っかかってきたはずだ。

「そんなに、美也に嫌われているのが悲しいのか？」

「そ、その程度のことで、なぜわたくしが悲しまなければならんのだ！」

「じゃあ、なんでそんなに上(うわ)の空(そら)なんだよ」

「う、上の空なんかではない！　ミヤをわたくしのところに泊められるかどうかだろう？　ふん、残念だなっ、ミヤが懐いてさえいれば、いくらでも泊めてやったものを！」

　なぜか誇(ほこ)らしげに無い胸を張る。それが虚(きよ)勢(せい)を張っているようにしか見えなくて、真吾としてはちょっと痛々しいのだが、へたに指摘をするとますます虚勢を張るので、あまり深く追及できないのだ。おかげでここ最近は、まともな会話をかわした記憶がない。

「光(みつ)夫(お)の家も、ダメなんだっけ？」

「そう言ってましたね」

　小学生の八(や)坂(さか)光夫は、「美也を泊められるか？」の問いに、「絶対にムリだ」とバッサリ斬(き)り捨(す)てていた。理由は口にしなかったが、その強い口(く)調(ちよう)から、本当にムリなんだなということを真吾たちは察(さつ)していた。

　それでもどうにかならないものか。

　真吾は懇(こん)願(がん)してみようかと思うのだが、その光夫の姿はいまだになかった。

「遅いですね、光夫くん」

「高校生より、小学生の方が下校が遅いってことはないよな」

「電話をしてみたほうがよいのではないか？　光夫殿が無(む)断(だん)で遅くなるということは、一度もなかったのだからな」

　タロウに言われ、穂香は携帯を取り出した。電話をかけようと開いた瞬間、いきなり着信があった。

「誰(だれ)からだ？」

「光夫くんです」

「ぐ、グッドタイミングなんだな」

　穂香は電話に出た。出てすぐに、声のトーンが変わった。

「あ、は、はい。そうです。いえ、その……。え？　は、はい、はい……？　なんですって？　そ、そんな……。はい、わかりました。はい、すいません、すぐに伺(うかが)います」

　電話を切った穂香の顔は蒼(そう)白(はく)だった。

「ど、どうしたんだ、穂香。電話は光夫じゃなかったのか？」

「……駅前の、スーパーの店長さんからです」

　真吾たちは思わず顔を見合わせた。着信は光夫の携帯番号だった。しかし、電話に出たのはスーパーの店長だという。いったい、どうしてそんなことになったのか。

「とにかく、私、スーパーに行ってきます」

「ちょ、ちょっと待てよ。何があったんだ？」

　穂香は唇(くちびる)を嚙むようにして、俯(うつむ)いた。

「……した、そうです」

「え？」

「光夫くんが、万(まん)引(び)きをして、お店の人に、捕まったそうです……」

　その声は、今にも泣き出しそうだった。
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　慌(あわ)てて向かった先は、商店街にあるこぢんまりとしたスーパーだった。

　近年、郊(こう)外(がい)に大型のスーパーが建設されてからめっきり足を運ばなくなったが、駅前ということで、穂香も何度となく足を運んだことがある。

　見慣れて勝手の知った場所なだけに、外(がい)観(かん)を目にしただけで二の足を踏む思いだった。

　穂香は電話の指示通り、店の中にいた警(けい)備(び)員(いん)に話をして、店の奥の事(じ)務(む)所(しよ)へと向かった。本当は全員で押しかけたいところだったが、そうもいかないので、指名された穂香だけが向かうことになったのだ。

「あ、あの、失礼します」

　頭を下げながら中に入ると、重苦しい以上にピリピリした空気が穂香の頰(ほお)を撫(な)でた。その原因は間違いなく、椅(い)子(す)に座ってふてくされたように腕(うで)を組む光夫だった。

「えっと、その……」

「あなたが、住吉穂香さんですか？」

「は、はいっ」

　声をかけてきたのは、五十がらみの男性だった。店員と同じ制服とエプロンをしており、ネームプレートには彼の名前と共に「店長」という肩(かた)書(が)きが見て取れた。その脇(わき)には、「副店長」の肩書きがあるネームプレートの女性と、警備員の男が一人。計三人で、光夫を取り囲むように立っている。

「本来なら、ご家族の方をお呼びするんですがね、どうにも連絡がつかないんですよ」

　額に皺(しわ)を寄せて、ため息をつく。困っているというよりも、どこか諦めが混じった表情だ。

「黙(だま)り込(こ)む子供は珍(めずら)しくないんですが、そういう子は警察に来てもらうか、引き渡してしまえばどうにかなります。しかしこの子の場合、その……」

　チラリと、店長は光夫を一(いち)瞥(べつ)する。光夫はそんな彼を視界に収めていなかったが、見計らったかのように、「俺は、やってねぇ」と呟(つぶや)いた。

「と、まあ、こんな調子で」

　どうやら、穂香は保護者としてではなく、説(せつ)得(とく)するために呼ばれたらしい。

　それを肩をすくめて促(うなが)してみせる店長に頭を下げ、穂香は光夫の脇に歩み寄って膝をついた。

「光夫くん、どうして……」

　言いかけて、穂香は言葉を飲み込んだ。

　事情はわからない。状況も把(は)握(あく)しているとは言いがたい。けれど、光夫は万引きなど「やっていない」と断言しているのだ。現場を見たわけではない穂香が、「どうしてそんなことを」と言ってしまうのは、光夫を傷つけ、友情を裏(うら)切(ぎ)ることになるだろう。光夫が万引きを認めるなら、いくらでも叱(しか)りとばすし、いくらでも頭を下げるべきだ。しかし、光夫は認めていない。自分の犯(おか)した罪から逃れようとするほど、光夫は愚(おろ)かではないということを、穂香はよく知っている。

　だから、やるべきことは、光夫の無実を証明することだ。

「本当に、やってないんですね」

「あたりまえだ」

「とは言うがね……」

　店長が机の上のスナック菓子の袋(ふくろ)をつまみ上げる。

「実際に、この子のランドセルの中から、これが出てきたんだよ」

　穂香は目を剝いたが、食い下がった。

「元から持っていたとか……、そう、家から持ってきたんじゃないですか？」

「それはない。なにしろこんなものを持ってきた覚えはないと証言したのは、この子自身なんだから」

　穂香は光夫の顔を見上げた。光夫は歯を食いしばるように、呻いた。

「持ってきてなんかない。けど、盗んだ覚えもない」

　ね？　と言うように、店長は片(かた)眼(め)をつむってみせる。その様子から、店側も光夫を万引き犯として捕まえるだけの決定的な証(しよう)拠(こ)がないのだとわかった。

「実を言うとね、彼がここにいる必要はないんだよ」

　店長は頭をかきながら、急に態度を崩した。

「万引き犯を捕まえるのは、そりゃあ難(むずか)しいんだよ。まず、犯人が商品を手に取る姿を見ていなければならない。さらに、その商品をポケットなり袋なりに収める現場をこの眼で確認しなければならない。いつ、どこで、どこに隠(かく)したかをすべて把握していない限り、万引きという犯罪を立(りつ)証(しよう)することはできない。現に、わたしたちは彼が商品を手にするところを見ていないし、ランドセルに隠したところも見ていない。当然、防犯カメラにも映っていない」

「じゃあ、どうして、光夫くんはここに？」

「それはわたしたちも訊(き)きたいんだよ。彼は、万引きは認めていない。けれど、この商品が自分の物であるとも認めていないんだ。自分の物だと言い張れば、わたしたちは追及する手段を持たない。このことも彼には伝えたんだがね……。それよりも、君たちを呼んで欲しいということを主張してね。なにか訳があるんじゃないかとにらんでいたんだが……」

　どうやら、当てが外れたと言いたいらしい。

　光夫が何を考えているのかわからないという点に関しては、穂香も同感である。しかし、店長は穂香の問いに、微(び)妙(みよう)に方向性を変えて答えた。さすがに、聞き出さずにはいられなかった。

「何も証拠がないのに、どうやって光夫くんを捕まえたんですか？」

「それは……」

「小学生が教えたんだろ」

　言(い)い淀(よど)む店長の代わりに口を開いたのは、光夫だった。

「四、五人くらいのグループで、俺が万引きをしたって言いつけた連中がいるんだろ？」

　店長は絶(ぜつ)句(く)して、おそるおそる光夫の顔を覗(のぞ)き込(こ)んだ。

「どうして、わかったんだ？」

「わかるさ」苦々しげに顔をしかめ、吐(は)き捨(す)てる。「バカなあいつらがやりそうなことだ」

　それだけ言って、光夫は立ち上がった。

「あんたらに俺を捕まえることはできない。だったら、もうここにいる必要もないよな？」

「え？　いや……」

　狼(ろう)狽(ばい)する店長たちに構わず、光夫はランドセルを摑(つか)んで肩にかけた。

「じゃあ、行こうぜ、穂香姉ちゃん」

「で、でも……」

　このまま、帰ってしまっていいのだろうか。

　店長や光夫の言うとおり、ここにいる必要はないのだろう。だが、スッキリしないことがいくつもある。光夫があえてここに残っていたこと、必要もないのに穂香たちを呼んだこと、そして、光夫が万引きしたと言いつけた小学生のこと……。

　穂香にとっては疑問だらけでも、光夫の中では納(なつ)得(とく)ずくで行動しているのだろう。そしてそれは、ここでは答えられないことなのかもしれない。

「で、では、あの……」

　これで失礼します。

　その言葉は、激しく開かれたドアの音によって遮(さえぎ)られた。

「や、八坂くん!?」

　取り乱したように事務所へ飛び込んできたのは、二十代前半くらいの女性だった。

　穂香は驚いたが、光夫はもっと驚いたようだ。

「げっ！　ひより先生!?　なんでここに!?」

　どうやら二人は知り合いらしい。

　ひより先生と呼ばれた女性は、息を切らせながら、ズンズンと光夫の元へと歩み寄る。

「それはこっちの台詞です！　お店から電話があって、その内容がさっぱり要(よう)領(りよう)が得ないから、もう、先生、どうしたらいいかわからなくて、それで……」

　飛んできたらしい。

　よほど急いだのか、柔らかそうな髪はあちこち跳ねており、服装も乱れている。どこかで転んだのか、黒のカーディガンは何カ所かほつれ、タイトスカートにも擦(す)れたような跡(あと)と汚れが目についた。

「いったい、どういうことなんですか!?」

　事情が説明されると、ひよりは考え込みつつ、確認をとった。

「それじゃあ、えっと、私がこの子を引き取るということで、いいんですよね？」

「え、ええ、はい」

　勢いに圧(あつ)倒(とう)されたのか、店長たちは目を白黒させて頷(うなず)く。

「では、そうさせていただきます。えー……」

　そこで、自分の身なりに気づいたらしい。慌てて髪をなでつけ、ほこりを払い、姿勢を正す。

「ご迷(めい)惑(わく)をおかけして申し訳ありませんでした。今後、このようなことがないようにしっかり指導いたしますので、今回はお許しいただければと思います」

「おい、俺は何もしてないぞ」

「詳(くわ)しい話はあとでゆっくり聞きます。でもね、やっぱり八坂くんが迷惑をかけたことに変わりはないんですよ？」

「なんだよ、迷惑って」

「八坂くんのために、お仕事の最中に、これだけの人が集まって時間を割(さ)いているんですよ？」

「…………」

「濡(ぬ)れ衣(ぎぬ)だとしても、そのことはちゃんと謝りなさい」

　有(う)無(む)を言(い)わさぬ凜(りん)とした声に、穂香は思わず背筋を伸ばす思いだった。

　光夫はいじけたようにあさっての方を向いていたが、ひより先生と呼ばれていた女性の「八坂くん」という一言で、観念したようだった。店長たちに顔を向け「すいませんでした」と深々と頭を下げた。

「よろしい」

　女性は満足そうに頷いて、ここでようやく、穂香に目を向けた。

「初めまして、八坂くんの担任の、小(お)倉(ぐら)ひよりです。この度はご迷惑をおかけしたようで……」

「いえ、そんな……」

「ところで、八坂くんとはどういった関係で？」

　当然の質問だが、答えにくいところをついてくる。

　穂香が言葉に詰まっていると、光夫が助け船を出してくれた。

「遠い親(しん)戚(せき)だよ」

「遠い？」

「母親の妹の旦(だん)那(な)の友人の飼い猫の子供の嫁(とつ)ぎ先(さき)の隣(となり)の家が穂香姉ちゃんなんだ」

　それはつまり、赤の他人である。だが、ひよりは納得したように満面の笑みを浮かべた。

「そうでしたか。どうもすいません、至らない担任で……」

「い、いえ、私こそすいません、至らない親戚で……」

「おい、早く行こうぜ！」

　光夫に促され、穂香とひよりは一礼して、事務所を出た。

　最後に目にしたのは、ポカンとした表情の店長たちだった。

　自分もきっと、同じような顔をしてるんだろうなと、穂香は思った。
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　事務所を出ると、心配顔の真吾たちが出(で)迎(むか)えた。

　彼らにどう説明すればいいのか迷ったが、光夫があっさりと口を開いた。

「なんだよ、みんなして来たのか？」

「来るに決まってるだろ？　万引きしたなんて言われたら、そりゃ……」

「残念だったな。俺は万引きなんかしちゃいない。むこうの勘(かん)違(ちが)いだったのさ」

「そ、そうなのか？」

　真吾が同意を求めてくる。

　他に答えようもなかったので、穂香は頷いた。

「な？　だから余計な心配はするな。さっさと行くぞ」

「でも……」

　と、納得のいかない顔なのは、事情を知っているはずの穂香が同じような顔をしているからなのだろう。

　穂香自身、光夫の物言いは気になっている。しかし、触れて欲しくないのか、この話題を早く打ち切りたいように見えるため、真吾たちに便(びん)乗(じよう)するわけにもいかなかった。

「あの、失礼ですが……」

　そこへ、真吾たちの顔を見回しながら、ひよりが声をかけてきた。

「この方たちも、八坂くんのお知り合いですか？」

　また答えにくいところを突いてくる。だが、疑問に思うのも当然だろう。高校生を中心に、下は幼稚園児から上は成人男性まで、端(はた)から見れば首を捻(ひね)りたくなるような顔ぶれなのだから。

「穂香姉ちゃんのほうの繋(つな)がりだよ」

　ここでも、光夫が助け船を出してくれる。

「それで俺も、知り合いになったんだ」

「へえ……」

　ひよりは興味深げな様子だ。いくら親戚の知り合いとはいえ、光夫とは歳(とし)が離れている。なにか妙(みよう)な勘(かん)ぐり方をしなければいいのだが。

　穂香の不安をよそに、ひよりはすぐに真吾たちから視線を外した。興味を失ったわけではないだろうが、悪さをするような集団ではないと判断したのかもしれない。光夫に向き直り、その頭を優(やさ)しく撫でた。

「八坂くんにも、ちゃんとお友達――、ううん、仲間、なのかな？　頼りになる人たちがいたんだね。先生、ちょっと安心しちゃった」

　ひよりは笑顔だったが、どこか苦みを含(ふく)んでいるのは気のせいだろうか。

「でも、心配はかけたんだから、みんなに謝らないとダメだよ？」

「……わかってるよ」
















　ふてくされたように言う光夫の顔は真っ赤だった。人前で教師に頭を撫でられるのが恥ずかしいのだろう。その辺がまだ子供っぽくて、穂香はクスリと笑ってしまった。

「じゃあ、先生はこれで帰るね。またなにかあったら、遠(えん)慮(りよ)なく先生に言うんだよ？　先生は、友達や仲間にはなれないかもしれないけど、八坂くんの味方なんだから」

　最後に、ポンポンっと頭を軽く叩いて、穂香たちに顔を向ける。

「それでは、私はこれで失礼します。どうか八坂くんと、仲良くしてあげてください」

「は、はい、もちろんです」

　答えると、ひよりは満足そうに笑って、足取りも軽(かろ)やかに去っていった。

　頼りなさ気な外見に似合わず元気な人だなぁと思いながら、ふと光夫の顔を眺め、彼がポツリと呟いた一言を耳にして、虚(きよ)をつかれたように息が詰まった。

「くそっ、いつまでも、子供扱いしやがって……」

　ひよりの背中を見送る光夫は、いまだに顔を赤くしていた。口元を歪(ゆが)めているのは、頭を撫でられたことに対する不満の表れなのかとも思ったが、違うようだった。

　喜びと、不満。

　その二つが入り交じり、笑うべきか唇を尖(とが)らせるか、決めかねているようだった。

「み、光夫くん？」

「うぁっ!?　な、なんだよ、穂香姉ちゃん」

　大げさに肩を跳ね上げて、光夫は振り返った。

「いえ、その……、ひより先生って、いい方ですね」

「……悪い奴(やつ)じゃねぇよ」

「光夫くんのこと、心から心配してるんですね」

「誰にでもああだよ」

　ここで、正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)、不満そうに唇を尖らせる。

「だから、そんなに、特別なことじゃない」

「もしかして、先生のことが好きなんですか？」

「はぁ!?」

　光夫は素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げた。

「ば、ばばばば、バカなこと言うなよ、穂香姉ちゃん！　そそ、そんなこと、あるわけないだろ！」

　動揺しすぎである。

「本当にそうなのか!?」

　真吾たちが確認を求めると、光夫は顔を真っ赤にして怒(ど)鳴(な)りちらした。

「だから、違うって言ってるだろ！　変なこと言うな！」

　慌てふためき、バレバレな態度の光夫を見ながら、穂香は微笑(ほほえ)ましくなってしまった。

　小学生らしからぬ言動をする光夫だったが、恋(れん)愛(あい)方面においては年(とし)相(そう)応(おう)のようだ。

　ふと、穂香は一人の男性がこちらを凝(ぎよう)視(し)しながらやってくるのが目に入った。

　誰かの知り合いだろうか。

　みんなも男性に気づいたらしい。次々に不(ふ)審(しん)の目を向ける中、光夫だけが驚(きよう)愕(がく)を顔面に貼(は)り付(つ)け、男がやってくるのを見つめている。

　男は、何かを窺(うかが)うようにしながら歩み寄る。だがその視線は、光夫にだけ注がれて、離れない。

「光夫くん？」

　声をかけるが、光夫の意識は男に向いたままだ。

　いったい、あの男性は何者なのだろう？

　興味以上の警(けい)戒(かい)心(しん)が、頭をもたげる。光夫に至(いた)っては、今にも飛びかかりそうなほどの、臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)だ。

　男は、そんな光夫の様子に気がつかないのか、はたまた気づいていながら頓(とん)着(ちやく)しないのか、こちらも驚いたように目を見開いている。

　男と光夫との距離が、五メートルほどになる。みんな、二人の様子がただならないことがわかり、しかし、二人の関係もわからないために、ただ見守ることしかできなかった。

「もしかして、光夫、か？」

　男はおっかなびっくり、声をかける。その声に、まるで汚(お)物(ぶつ)でも投げつけられたように顔をしかめて、光夫は答えた。

「てめぇ、何しに来やがった」

「おいおい、そんな言い方はないだろう？　実の父親が一人息子(むすこ)に会いに来たっていうのに」

「父親？」

「一人息子？」

　穂香と真吾は顔を見合わせた。

　男の顔は、なるほど、言われてみれば光夫の面(おも)影(かげ)がなくもない。光夫をそのまま成長させたような鋭(するど)い目元と、整った顔立ちは、二〇年もたてばこうなるのだという見本のようだ。ただ、今の光夫から、皮(ひ)肉(にく)気(げ)な口元と尖った険(けん)をなくす必要はあるが。

「会いに来いなんて頼んだ覚えはない」

「光夫……」

　父親は悲しげに目を細める。だがすぐに、飄(ひよう)々(ひよう)とした態度で、両手を広げて見せた。

「おまえがそういう態度に出る気持ちはわかるが、もう少し感動の再会を演出してくれてもいいんじゃないか？」

「誰がてめぇとの再会に感動するか！」

　二人のやりとりは、とても親子のものとは思えなかった。しかし、父親の次の一言を聞いたとき、穂香は一つだけ納得してしまった。

「なにしろ五年ぶりの再会だ。ダメな親父でも、もっと違う言葉をかけてくれてもいいんじゃないか？」

「消えろ、二度とその面(つら)を見せるな。それ以外にかける言葉はない」

　ああ、そうなのか。

　これが、光夫の「男嫌い」の元(げん)凶(きよう)なのだ、と。







[image: ]




１




　光(みつ)夫(お)の父親、八(や)坂(さか)信(しん)一(いち)は五年前、家を出たきり消(しよう)息(そく)不(ふ)明(めい)となっていた。

　事件や事故に巻き込まれたというわけではない。自(みずか)らの意思で家を出て、帰ってこなかったのだ。そのときのことを、光夫は今でも鮮(せん)明(めい)に思い出すことができる。

　詳(くわ)しい原因はわからない。まだ七歳だった光夫に両親は配(はい)慮(りよ)しただろうし、光夫自身もまだ、仲(なか)違(たが)いの原因を把(は)握(あく)できるほど目(め)端(はし)の利(き)く子供ではなかった。

　ただ、確実なのは、ある日突然、父親の態度がよそよそしくなり、両親がよくケンカをして、激(はげ)しくなじりあって、ときには手が出るような争(あらそ)いに発展したこともあったということだ。

　母親の頼(より)子(こ)は元々、他人への依(い)存(ぞん)が強い性格らしく、光夫も羨(うらや)むほど信一にべったりで、ケンカしたときでも、手をあげられたときでさえも、決して信一から離(はな)れようとはしなかった。

　そんな頼子に愛(あい)想(そ)を尽(つ)かしたのか、「これがお互(たが)いのためなんだ」などという綺(き)麗(れい)事(ごと)を言って、信一は家を出て行った。寂(さび)しげな目を光夫に向けてきたが、光夫はあえて目を逸(そ)らしていた。父親が出て行く衝(しよう)撃(げき)よりも、これで家の中が静かになる、母親をいじめる者はいなくなる、そういう安(あん)堵(ど)のほうが勝(まさ)った。

　それからというもの、父親がいないことで寂しい思いをしたことはないし、不自由に思ったことはない。かなり煩(わずら)わしい出来事はあったが、それも過ぎ去った話だ。

　だが、頼子はそうではなかったらしい。彼女は信一がいつか必ず帰ってくると信じており、信一が残していった荷物は、今も家の中で大切に保管されている。

　貧(まず)しいながらも、それなりの生活はできたし、何より平(へい)穏(おん)な日々を過ごせることが、光夫には嬉(うれ)しかった。二人きりになったことで、自分が母親を守らねばという使(し)命(めい)感(かん)にも駆(か)られた。

　身の回りのことは自分でするようになったし、頼子が困っていれば黙(だま)って手を差し伸べた。その度に、母親は嬉しそうに光夫を抱きしめ、「ありがとう、光夫は優(やさ)しくて強い子ね」と褒(ほ)めてくれた。それは光夫も嬉しかったが、決まってその後に「本当に、あの人そっくりね」と付け足されるのだけは勘(かん)弁(べん)してほしかった。

　光夫が四年生になる頃には、さすがにそれまでのようにべったりすることもなくなり、またいつまでも父親を待ち続ける母親に呆(あき)れ、少し距離を置くようになった。光夫は「母一人、子一人なんだから」と気を遣(つか)い、できるだけ家族仲が悪化しないように努(つと)めてきたが、いつも母親は「違うでしょ。お父さんもいるでしょ」と、執(しゆう)着(ちやく)するように父親の存在を仄(ほの)めかし、光夫を辟(へき)易(えき)させるのだった。

　だが、五年である。小学校一年生だった光夫は六年生になり、もうすぐ卒業である。父親のことなど忘れかけていたこの時期に、なんの悪夢か、信一は帰ってきたのだ。それも、悪びれる様子もなく、堂々と光夫の前に姿を現し、何事もなかったかのように家にまで上がり込んだのだ。

「あなた……」

　頼子は夫の突然の来(らい)訪(ほう)に、たいそう驚いた。そして目(め)尻(じり)に涙(なみだ)を浮かべ、信一の胸に飛び込んだ。

「……ごめん」

「いいの、帰ってきてくれただけで、私はいいの……」

　感動している両親との温度差に、光夫は疎(そ)外(がい)感(かん)を覚えた。

　空白の五年間を埋(う)めるように、両親はよく喋(しやべ)った。これまでのことを信一は「いろんなところを回って歩いていた」と、大ざっぱにしか話さなかったが、頼子は光夫の成長を年齢ごとに並べ立て、いかにいい子であったかをまくしたてた。

　自分のことが話題の中心になっていて、気恥ずかしさもあったが、光夫はあえて二人の会話には混ざらず、夕食時には光夫だけが蚊(か)帳(や)の外(そと)になり、二人の甘ったるいやりとりに吐(は)き気(け)をもよおして早々に寝床に引っ込んだ。今日一日は悪夢なのだと自分に言い聞かせ、目覚めたときには父親のいない、元の日常が戻ってくると信じて眠りについた。

　そうして目覚めたときに、真っ先に耳に入ったのは、かすかに聞こえる父親と母親の談(だん)笑(しよう)だった。ああ、なんか懐(なつ)かしいなと、幼(おさな)い頃(ころ)の記憶に引っ張られ、すぐに、頭を振って甘い感(かん)傷(しよう)を振り払った。

　光夫が起きていくと、両親は居(い)間(ま)でお茶をすすりながらテレビを見ていた。夢だと思いたかった昨日(きのう)は現実で、もはや覆(くつがえ)しようもなかった。

「おう、光夫、ずいぶんと早いな。具合はもういいのか？」

「てめえ、いつまでここに居座るつもりだ？」

「光夫、そんな言い方はないでしょ？　この人はお父さんなんだから、もちろん、ずっとここへ住むに決まってるじゃない」

「いや、僕が帰ってきたんだから、もっと広いところに引っ越そう。こんなボロアパートに、いつまでも住む必要はない」

「そのまえに、信一さんの職(しよく)探(さが)しのほうが先ですけどね」

「それなら大丈夫だ。前の職場に行ったら、あまり待(たい)遇(ぐう)はよくないが、受け入れてもらえることになった」

「本当ですか!?」

「ああ。みんな僕のことを覚えていてくれてね。この不(ふ)況(きよう)のご時(じ)世(せい)に、ありがたい限りだよ」

　光夫は、もうそこまで話が進んでいることに驚き、完全に家族として居座るつもりらしい父親を憎(ぞう)悪(お)した。

「親父」

　光夫は挑(いど)みかかるような目で、信一に声をかけた。

「おまえ、どうして今頃になって帰ってきた？」

　その問いに、信一は一度だけ目を瞬(しばたた)かせて、答えた。

「おまえたちのことが気になって仕方がなかった。これで納得してもらえるか？」

　納得できるわけがない。だから光夫は続けた。

「そんなに気にするくらいなら、どうして家を出たんだ」

「あのときは仕方なかった。僕が出て行かないと、もっと酷(ひど)いことになった可能性もある」

「なにが、仕方がなかったんだよ」

「子供に言えるようなことじゃない。ただ、僕と頼子は、誰(だれ)よりも光夫のことを思っていた。だから僕は家を出た。そのことは頼子も納得している」

「そのくせ、五年も家を出たきり音(おん)信(しん)不(ふ)通(つう)だったよな？」

「それは……」

　言いかけ、頼子に袖(そで)を引っ張られて口をつぐむ。言ってはいけないと首を振る頼子に、信一はため息を吐(つ)いてうなだれた。

「それも、仕方のないことだったんだ……」

　この期(ご)に及(およ)んで、詳(しよう)細(さい)を口にしようとしない。そんな父親に、どうやら母親は完全に味方しているようだ。それが面白くなく、また腹立たしいので、光夫は台所の棚(たな)からあんパンを見つけ出すと、それをかじりながらランドセルを肩にかけ、家を出ようとした。

「おいおい、歩きながら食べる気か？　行(ぎよう)儀(ぎ)が悪いだろ。それに、食べるならちゃんと朝食をだな」

「おまえに指(さし)図(ず)されるいわれはない」

　それだけ言い捨てて、光夫は家を出た。廊(ろう)下(か)まで追いかけてきた父親の、情けなく眉(まゆ)と口をへの字にした表情を遮(さえぎ)るように、玄(げん)関(かん)のドアを叩(たた)きつけるように閉めてやった。




　逃げるように家を出た光夫だったが、これから向かう学校にも憂(ゆう)鬱(うつ)の種が待ちかまえているかと思うと、気が重くて仕方がなかった。だが、こちらに関しては、自分で選んだ道なのだ。避(さ)けて通るわけにはいかなかったし、避けて通るような弱い自分にはなりたくなかった。

　教室に入ると、思った通り、男子児童のにやけたイヤらしい笑いが光夫を出(で)迎(むか)えた。

「よお、万(まん)引(び)き犯(はん)のお出ましだぜ」

「ちゃんと謝ったのか？」

「それにしても、よく出てこられたな。そのまま刑(けい)務(む)所(しよ)行きかと思ったぜ」

　一(いつ)斉(せい)に、ゲラゲラと笑う。

「残念だったな。俺(おれ)は万引き犯なんかじゃないぜ」

　リーダー格の山(やま)中(なか)が、口元を引きつらせる。

「ウソ言うな。じゃあ、なんで警察に捕(つか)まったんだよ」

「あれは警察じゃなくて警(けい)備(び)員(いん)だ。それにウソは言ってない。俺がウソを吐いているかどうか、スーパーに行って確かめてくればいいだろ？」

　それができないことを、光夫は知っていた。

　光夫が万引きしたと告げ口したのは、こいつらである。ご丁(てい)寧(ねい)にも、光夫のランドセルに店のお菓子を忍び込ませて、だ。

　珍(めずら)しく向こうから声をかけて遊びに行こうなどと誘(さそ)ってきたから、何かあるとは思ったが、まさか万引き犯にされるとはさすがに想像できなかった。

　しかし、光夫が無(む)罪(ざい)放(ほう)免(めん)となった今、スーパーに事の真(しん)偽(ぎ)を確かめに行けば、詰(きつ)問(もん)されるのは自分たちになる。それがわかっているから、彼らは何も言えなくなった。

　光夫はクラスの中で浮(う)いていた。学校中から浮いていたと言ってもいいかもしれない。扱いにくさという意味では、教師たちも手を焼いていたはずだ。

　もちろん、最初からそうだったわけではない。

　信一が蒸(じよう)発(はつ)してから、光夫は世の中を斜(しや)に構(かま)えたような物言いになり、子供らしくない落ち着きが、同世代だけでなく、大人たちからも敬(けい)遠(えん)されるようになっていた。

　避けられるだけなら苦にもならなかったが、中には片親をネタに、ちょっかいを出してくる者もいた。いつの間にか、光夫をいじめてもいいという空気が、クラスメイトの男子を中心に広がっていた。これにより、光夫の男(おとこ)嫌(ぎら)いは決定的なものとなった。

　しかし、いじめというのは、いじめられる側が無(む)抵(てい)抗(こう)のときに限って増(ぞう)長(ちよう)する。抵抗されてまでいじめを続けようという根(こん)気(き)のある奴(やつ)は、そうはいない。

　光夫は抵抗こそしなかったが、降りかかる火(ひ)の粉(こ)を浴びても顔色も変えずに平(へい)然(ぜん)としていたので、面(おも)白(しろ)みがなかったのだろう。次(し)第(だい)にいじめは下(した)火(び)になり、六年生になってからは、まったく影(かげ)を潜(ひそ)めていたのだが……。

　どうやら、ここに来ていじめ熱が再(さい)燃(ねん)したらしい。いったいどこから燃料を仕入れてきたのかと気になるが、どうでもいいと投げやりに受け止めているのも確かだった。

　何か言いたそうな山中たちを無視して、光夫は席に着いた。事を荒(あら)立(だ)てる必要はない。そう決め込んでの態度だったが、山中たちには酷い侮(ぶ)辱(じよく)と感じられたようだ。

　敵意以上に害(がい)意(い)を含(ふく)んだ声で、山中は言った。

「八坂、おまえの親父が戻ってきてるんだってな？」

　ピクリと、指先を反応させてしまった自分に光夫はうろたえた。

「最近、町のあちこちでおまえの親父が目(もく)撃(げき)されてるんだよ。だからみんなで、金でもせびりに来たんじゃないかって噂(うわさ)してたんだ。けど、おまえんちに帰ってる気配はない。だから、感動の対面を俺たちがプロデュースしてやろうって思ったんだよ」

　いたぶるように語るが、それが万引きのでっちあげを仄めかしていることには気づいてないらしい。それに、父親が光夫の家に上がり込んでいることも、まだ知らないようだ。

　あまりにバカらしいので、突(つ)っ込(こ)む気もなかったし、父親がどんな風(ふう)評(ひよう)を受けようが、自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)だと受け流した。

　もっと感情的になるかと期待していたらしい山中は、またも肩すかしを食らったように呆(ほう)けた顔になった。最後に捨(す)て台詞(ぜりふ)を残すように舌(した)打(う)ちしたが、光夫はすでに興味を失っていた。

　次の言葉を聞くまでは。

「……おまえ、最近、調子に乗ってねぇか？」

「……は？」

　なんのことかわからず、思わず答えてしまった。

「年上の連中とつるんでるそうじゃないか」

　真(しん)吾(ご)たちのことかと、胸(きよう)中(ちゆう)で納(なつ)得(とく)する。

「だから、どうした？」

　別に、悪いことをしているわけではない。年上の人たちと付き合うことも、禁止されているわけでもない。

　山中がどうしてそのことを持ち出したのか、光夫にはわからなかった。だから、その言葉を聞いた瞬間、頭ではなく、体が先に反応していた。

「年上のお姉さんたちと、いやらしいことしてるんじゃないか？」

　気がついたら、椅(い)子(す)を蹴(け)倒(たお)していた。何も考えられずに、拳(こぶし)に力を込めて振り上げていた。

　許せなかった。

　自分が侮辱されただけなら、黙っていただろう。いつものことだと、冷(れい)静(せい)でいられたはずだ。けれど、穂香(ほのか)が、仲間たちが侮辱されるのは許せなかった。

　自分でも驚くほどの怒りと憎しみが全身を包み、心の中の悪(あく)魔(ま)がやってしまえと声援を送り、容(よう)赦(しや)する必要はないと心の中の天使までもが背中を押す。

　だから、光夫は一片の迷いもなく、怒りと憎しみの矛(ほこ)先(さき)を、山中たちにぶつけようとした。

　そのとき、光夫と山中たちの間に、一人の少女が割って入った。

　その少女は全身で光夫の怒りを牽(けん)制(せい)し、じっと目を見(み)据(す)えながら「いけない」と言うように、ゆっくりと首を振る。

「か、神(かん)林(ばやし)……」
















「八坂」

　少女は光夫の手を取り、引っ張って廊下へと連れ出そうとした。

「お、おい……」

「あんな奴らの言うこと、気にする必要はない」

　ポカンとした表情の山中たちを尻目に、少女は言う。

「見ての通り、この世界は穢(けが)れている。いつか、ボクの力が目覚めるとき、この世界は滅(ほろ)びを迎えるだろう。だから、滅び行く人間の戯(ざ)れ言(ごと)など、気にするな」

「は、は……？」

　手を引かれながら、光夫は呆(あつ)気(け)にとられて少女の顔を見た。

　神林祥(しよう)子(こ)。光夫とは違った意味で、校内で浮いた少女である。

　どこが浮(うき)世(よ)離(ばな)れしているのかというと、まずはその外見だろう。顔立ちはごく普通で、穂香たちのような女性を見慣れている光夫からすれば野(や)暮(ぼ)ったく見えることもあるが、まあまあ可愛(かわい)いと言えるだろう。しかし、服装に目を向けると、そんな印象は一瞬で吹き飛んでしまう。なにしろ、普段からフリフリのレースをこれでもかとふんだんに用いた、ピンクを基(き)調(ちよう)にしたドレスのようなものを着て、自ら「魔法のステッキ」と公言する杖(つえ)を持ち歩いているのだ。

　その格好は、昔テレビか何かで見た魔法使いのように見える。しかし、テレビの中の魔法少女は、明るくて、元気で、夢と希望に溢(あふ)れていたはずだが、祥子はそれらとは対(たい)照(しよう)的(てき)に、寡(か)黙(もく)で、表情に乏(とぼ)しく、得(え)体(たい)の知れない怪(あや)しげな本を愛(あい)読(どく)書(しよ)にしている。

　そんなだから当然、友人は誰もいなかったし、祥子自身も周りに馴(な)染(じ)もうとする素(そ)振(ぶ)りすらしなかった。孤(こ)独(どく)という意味では光夫と同じ境(きよう)遇(ぐう)ではあったが、光夫としてはこんな奴と同じ括(くく)りにされたくないというのが本(ほん)音(ね)だった。

　そういう心境もあって、四年の頃から同じクラスだったにもかかわらず、祥子とはほとんど口をきいたことがない。だから、祥子が突然、光夫たちのケンカの仲(ちゆう)裁(さい)に入ったことに、光夫は驚きを隠せなかった。

「神林、どうして……」

「あんなくだらない連中を、八坂がぶん殴(なぐ)る必要はない。ボクが直(じき)々(じき)に手を下すまでもない。ボクたちの力は、もっと別なものに向けられるべきだから」

「別なもの？」

「あいつらは所(しよ)詮(せん)、なんの力も持たない、愚(おろ)かな一般人。どれだけ増長しようと、最後にはボクたちの前に跪(ひざまず)いて命(いのち)乞(ご)いをすることになる」

「……神林？」

　何を言っているのか。

　確かめようとするまでもなく、祥子は答えた。

「ボクは魔法少女。この穢れた世界を滅ぼすために、神に選ばれた存在。そして……」

　満面の笑みで、光夫に笑いかける。

「八坂、きみもボクと同じ存在」

「は？」

「きみはボクと共に、世界を滅ぼす運命にあるんだ」

「なんだ、そりゃ？」

「だから八坂」

　繋(つな)がれたままの手が、強く握(にぎ)りしめられる。

「これから、よろしくね」

　まずい。

　光夫は焦(あせ)った。

　なんだか、とんでもない奴に、とんでもない理由で懐(なつ)かれてしまったようだ。

「は、はは、ははは……」

　乾(かわ)いた笑いで、光夫はその場をやり過ごすことしかできなかった。




２




「よぉ真吾、このあと時間あるか？」

　放(ほう)課(か)後(ご)、帰り支(じ)度(たく)をしていた真吾に声をかけてきたのは、親友の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)だった。

　勉強もスポーツもトップクラスで男前なこの友人は、小学校からの付き合いである。端(はた)から見れば釣(つ)り合(あ)いのとれていない友人だろうが、そこは真吾も認めつつも、ある部分においては見事に息のあった悪(あく)友(ゆう)であると断言できた。

「いちおう、予定はあるけど……」

　放課後は、世界の危機について仲間たちと話し合う予定だが、二時間くらいなら空(あ)いている。大輝は「充分だ」と笑ってみせた。

　真吾はリーナと清(きよ)美(み)を先に帰らせ、人(ひと)気(け)のなくなった廊下の隅(すみ)で、人目をはばかるように向き合った。

「まず、本題に入る前にこれを見ろ」

　予想はしていたが、大輝の懐(ふところ)から出てきたのは一枚の写真だった。

　大輝の趣味は写真撮影である。その腕(うで)前(まえ)は、プロの域(いき)にまで達しているほどだ。しかし、彼が求める被(ひ)写(しや)体(たい)の多くは、一瞬の奇(き)跡(せき)と言う名のパンチラ写真なのだ。その写真を大輝が撮って、真吾が鑑(かん)賞(しよう)する。そんな友人関係なのだ。

　案の定、その写真には女の子のパンチラシーンがアップで写し出されていた。

「むっ？」

　真吾のセンサーが、敏(びん)感(かん)に反応する。

「これは、どういうことだ？　いつものパンチラ写真なのに、これまで感じたことのないようなうずきを覚えるぞ……」

　じっくりと見つめ、うずきの正体を探(さぐ)る。

「そうか、これまで見たどの写真よりも、この子の肌(はだ)がキレイなんだ。きめが細かくて、滑(なめ)らかで……、なにより躍(やく)動(どう)感(かん)のある瑞(みず)々(みず)しさが違うんだ」

「さすがだな」

　なにやら試すような物言いである。

　大輝はもう一枚、写真を取りだした。

　こちらは、女の子の胸(むな)元(もと)が、上から覗(のぞ)き込(こ)むようなアングルで撮影されていた。顔もちゃんと写って、こちらを向いている。どういう状況でこれを撮影することができたのかはわからないが、真吾の深い部分に訴(うつた)えかける写真ではあった。

　女の子は、上(うわ)目(め)遣(づか)いでこちらを見つめている。やや潤(うる)んだ瞳(ひとみ)に、何かを懇(こん)願(がん)するように突き出された唇(くちびる)。ふっくらとした頰(ほお)に、すましたようにとがる鼻(び)梁(りよう)。そして、恥じらうように体を抱きしめる腕が、その恥じらいに反して服の襟(えり)元(もと)から覗く胸の谷間を強調してしまっている。それがやはり、ゾクゾクする感覚を真吾に与えた。

「これ、普通に盗(とう)撮(さつ)したんだよな？」

「もちろんだ。本人の了(りよう)承(しよう)を得てこんな写真を撮ったら、それは犯罪だからな」

　盗撮も犯罪だということを、この男は忘れていないだろうか。

　それはともかく、いつもながらに見事なシーンを切り取ってくる奴である。

　完全にカメラに目を向けているから、潤んだ瞳が見る者に直接訴えかけているような迫力があり、赤みの差した頰と半開きの唇、そして恥ずかしそうに強調された胸のふくらみが、まるで真吾にいけないおねだりをしているように見えてしまう。

　この少女はおそらく、真吾より年下だろう。全体的に幼さが残る容(よう)貌(ぼう)だが、思わずギュッと抱きしめて、おねだりに屈(くつ)してしまいそうになる魅力を備えていた。

　そんな思いが顔に出ていたのだろう。大輝はニヤニヤと笑いながら、「なるほど」と頷(うなず)いた。

「さすがは真吾だ。この写真でもちゃんと反応するか」

「ちゃんとって、どういうことだよ」

「いや、それでもギリギリのところで自(じ)制(せい)しているのは大人の分(ふん)別(べつ)があるということかな？　しかし、そうか、真吾にそういう属(ぞく)性(せい)があるとは知らなかった」

「だから、なんのことだよ」

「ちなみにこの写真の全体像を写したのがこれだ」

　三枚目の写真を渡され、真吾は背(せ)筋(すじ)を凍(こお)らせた。

　一枚目と二枚目の写真には写っていなかったが、全身を写した三枚目には、ある物が写し出されていた。ある物を、少女は背(し)負(よ)っていた。

「だ、だ、だ、大輝、これ……」

「うむ」

「ら、ランドセル、だよな？」

「そうだ」

「ランドセル型のバッグ、とかじゃないよな？」

「コスプレとかでもないぞ。正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)、本物で、現(げん)役(えき)だ」

「げげぇ!?」真吾は絶叫した。

　写真に写っていたのは小学生だったのだ。その小学生のパンチラと胸チラ写真を見て、真吾は興奮しかけていたのである。抱きしめたいと思ったのである。おねだりに屈してしまいそうになったのである。

「真吾も、やはり守(しゆ)備(び)範(はん)囲(い)が広いんだな」

「違う！　弁(べん)解(かい)の余(よ)地(ち)もないかもしれないが、これだけは違うと否定させてくれぇ!!　俺にそんなロリコン趣味なんかない！」

「いや、王女や清(せい)内(ない)路(じ)が側(そば)にいるんだ。あいつらも小学生顔負けの幼児体型だからな。いつのまにか慣らされてしまったんだろう。年齢のことさえ気にしなければ、おまえは充分、小学生もいけるということだ」

「いけんわ！　それにサラリとひどい分析を冷静にするな！」

「安心しろ、真吾。俺もいける口だ。だからこの写真を撮った」

「ちっとも安心できんわい！」

　必(ひつ)死(し)に非ロリコンを訴えるが、写真に反応してしまったのでは説(せつ)得(とく)力(りよく)に欠けることはなはだしい。

「そ、それはそうと、最近の小学生は発(はつ)育(いく)がいいな……」

「調べたところ、この少女は五年生らしい。なんでも付き合っていた年上の彼氏に振られたとかで、こんな表情になったようだ」

　これで五年生……。しかも、まだ小学生としての猶(ゆう)予(よ)が一年あってこの体つきか。どうでもいいが、小学生の分(ぶん)際(ざい)で恋人がいたのが妙に憎たらしい。

「ちなみに、キスは済ませてあるらしいぞ」

「うわぁぁぁぁぁぁ、それは聞きたくなかった！　なんかいろいろオッケーになってしまいそうで聞きたくなかったぁ！」

　悶(もだ)えつつ、このままでは引き返せない領(りよう)域(いき)に両足を突っ込んでしまいそうで、真吾はムリヤリ話を変えた。

「……で？　まさか、これだけのために声をかけたわけじゃないよな？」

「もちろんだ。これは前振りに過ぎない」

　真吾はイヤな予感がした。

「俺たちの守備範囲は、この写真によって広がった。いや、新たな境(きよう)地(ち)を開(かい)拓(たく)した。もしくは気づかされた。この手の写真はまだ俺の手元にはない。だから……」

「断る」

「まだ何も言ってないぞ」

「小学生の写真を撮りに行こうとか言うんだろ？」

「さすがは真吾、話が早い」

「だから、俺は行かないからな！」

「なぜだ」

「いろいろまずいだろ！」

「これまでの撮影と何も変わらないぞ？」

「自分の良心とか倫(りん)理(り)観(かん)とか、そういうのが影響してくるんだよ！」

「大丈夫だ。小学生に反応した時点で、そんなものは役には立たん」

「それを大丈夫とは言わないだろ！」

「気にするな、冗(じよう)談(だん)だ。さすがの俺も、小学生に手を出すほど曲がっちゃいない」

「冗談なのかよ！　冗談にしても、もっと規制のかかりにくい冗談にしてくれよ！」

　嘆(なげ)く真吾に、大輝は一枚の写真を差しだした。

「これが今日の、本当のターゲットだ」

　写真を受け取って、真吾は思わず「うぇっ!?」と声を上げた。写真に写っていたのは、光夫の担任の小(お)倉(ぐら)ひよりだったのだ。

「ほう、彼女を知っているのか。なら話は早い。何度か駅前で見かけたことがあってな、小学校の教師だということも調べがついている。まさかおまえと接点があるとは思わなかったが、なかなか魅力的な女性だな」

　可愛らしいという点に関しては、真吾は否定できなかった。写真の中のひよりも、そうした特(とく)徴(ちよう)を前面に押し出したように写されているが、内面は可愛らしいという言葉だけでは表現できない女性であることを、真吾は知っていた。

　親しみやすい雰(ふん)囲(い)気(き)を持ちながら、教師としての威(い)厳(げん)を備(そな)えた凜(りん)とした声や、潑(はつ)剌(らつ)としたふるまい。そして、子供たちのことを真剣に考える、大人の視点。

　そこはやはり、真吾たちよりも長く生きてきた年数や人生経験の差だろうか。

「……それで、この写真が、どうしたんだ？」

「どことなく、雰囲気が住(すみ)吉(よし)穂香嬢(じよう)に似てないか？」

「…………」

　そのとおりだった。

　可愛らしい外見で、おっとりした性格ながら、芯(しん)の強い部分を持っている少女。

「きっと、あの子も五、六年すれば、この先生みたいな感じになるんだろうな」

「そ、そうか……？」

「見てみたいと思わないか？　身近にいる女の子の、将来の姿を。大人になったあの子の、恥じらう淫(みだ)らな姿を」

「う……」

「それに、だ。相手は教師だ。それも、思(し)春(しゆん)期(き)真(ま)っ盛(さか)りの中高生相手ではなく、小学校の先生だ。普段は聖(せい)職(しよく)者(しや)として毅(き)然(ぜん)とした態度を取っているだろう。それが外見を補(おぎな)うと信じている部分もあるはずだ。だがそれは本来の彼女ではない。仮の姿などに俺は興味はない。ならば、仮面を剝(は)ぐべきだ。仮面を剝いで、素(す)の彼女の表情を見てみたい。ましてや子供たちがいる前での出来事ならどうだ？　これまで培(つちか)ってきたものが一気に崩(くず)れ去(さ)る瞬間だ。そのときにこそ、彼女の真価が問われるだろう。そのときの行動、表情こそが、彼女のもっとも彼女らしい姿なのだ。真吾よ、俺は今までエロい方面にばかり目を向けていた。だが今回は違う。俺は気づいたんだ。人間の素の姿を見てみたいと。隠された人間の本(ほん)性(しよう)を暴(あば)き、覗いてみたいと。それは誰もが抱く欲求じゃないか？　誰もが抱くが誰も為(な)しえない。なぜか？　それだけの力を持たないからだ。しかし俺たちにはその力がある。ならば、やるしかあるまい！」

「でも、やることはスカートめくりなんだよな？」

「それはあくまで手段に過ぎない」

「おまけに、かっこよさ気なこと言ってるけど、結局は興味本位じゃないか」

「人間は興味と好(こう)奇(き)心(しん)によって文明を興(おこ)し、文化を築(きず)いた。興味も好奇心もない人間など人間ではない。ただのサルだ！　動物だ！　生ける屍(しかばね)だ！」

　何を言うか、この男は。

　それでも、大輝の言葉には甘い蜜(みつ)がある。他人の素の姿を見たいと思う気持ちは、真吾にもある。ましてや、仲のいい女の子の将来の姿などと言われては、興味を抱かない方が難しい。

「そうだな、まあ、時間もあるし……」

　と自分に言い訳し、真吾は了承した。

「よし、行くぞ！　めざすは我(われ)らが母校、県(あがた)ヶ丘(おか)第一小学校だ！」




　県ヶ丘第一小学校にやってきた二人は、まずは周囲の様子を窺(うかが)うことから始めた。いくら母校とはいえ、今ではまったく関係なくなった高校生男子が二人でうろちょろしていれば、立派に怪しい人の出来上がりである。

「それに、あの先生がいつ出てくるのかわからないだろ？　ちょっと危険すぎやしないか？」

「安心しろ。その辺は抜かりはない。彼女の曜日ごとの行動パターンはすでに把握している。今日は会議もないから、もうすぐ出てくるはずだ」

　相変わらず、恐ろしいほどに情(じよう)報(ほう)収(しゆう)集(しゆう)能力が高い。そうでもなければ決定的瞬間など望めないのだろうが、もうちょっと違う方向にその能力を生かせないものだろうかと思うのだ。

「校門を出る辺(あた)りが狙(ねら)い目(め)だな。まだ児童もいるから、俺たちの方まで注意が向きにくい。後は出てきたのを見計らって、通行人のフリをしながら歩いていればいい」

「通行人がカメラなんか持ち歩いてるかな？」

「それも気にするな。俺の顔と名前はこの学校の教師にも知られている。もちろん、カメラマンとしてな。だから、ここで俺がカメラを構えていても怪しまれることはない」

　なんという才能の無(む)駄(だ)遣(づか)いだろう。

　だが、天才というのは得てしてこういうものなのかもしれない。

　真吾は、風景を撮影する大輝の助手のような顔をして、ひよりの登場を待った。

　光夫と鉢(はち)合(あ)わせる心配もしたが、放課後になってからだいぶ時間が経(た)っているので、さすがに校内に残ってはいないだろう。

　そうして時間を潰(つぶ)しているうちに、目的の人物が姿を現した。まだ校内に残っていた児童を帰るよう促(うなが)しながら、小倉ひよりがやってくる。

「ふふん、おあつらえ向きに子供たちもいるな。ちょうどいい。やるぞ、真吾」

「あ、ああ」

　真吾は児童に囲まれながら歩くひよりに狙いを定め、意識を集中する。今日のひよりは、狙ったかのようにロングスカートだ。もし昨日のようなタイトスカートだったら、大輝はどうしただろう。考えて、愚(ぐ)問(もん)だったことに気づく。この男のことだ。スカートをめくるだけでなく、脱がせろと言ったに違いない。

　逸れそうになる意識を戻し、真吾は大輝の合図を待った。だが、子供たちが邪(じや)魔(ま)でうまく狙いが定められない。こうなれば、スカートを穿(は)いている女の子もまとめてめくってしまうほかない。

　というか、もしかして、それが大輝の狙いなんじゃないだろうな？

「真吾」

　不意に肩を叩かれ、我に返る。

「いけ」

　慣れ、もしくは欲望というものは恐ろしい。

　真吾はほとんど反射的に腕を振り上げ、「めくれろ！」と口にしていた。

　風もないのに、ひよりや女の子たちのスカートがめくれあがる。

　この際だから、しっかり目にも焼きつけておこう。

　だが、真吾の開き直りはあっさりと阻(はば)まれた。

　ちょうど、スカートがめくれあがったひよりを、一人の女の子が足早に追い抜こうとしたのだ。

　結果、肝(かん)心(じん)のひよりの姿は女の子に邪魔され、よく見えなくなってしまった。

　本来なら、悔(くや)しがったかもしれない。けれど、真吾は別なことに気を取られて呆(ぼう)然(ぜん)とした。

　当然、ひよりを追い抜こうとした女の子のスカートもめくれあがった。だがそのこと以上に真吾の注意を引き付けたのは、女の子の格好だった。

　一言で言うなら、魔法少女、だろうか。

　ピンクを基調にした目にまぶしい色合いのムダにフリルの多いドレスを着込み、手には魔法のステッキと形容する以外に表現が思いつかない杖を持っているのだ。

　私服というにはハデで、現実離れした格好に、真吾は度(ど)肝(ぎも)を抜かれた。

　度肝を抜かれつつ、呆然とする彼女にいつまでも目を向けていられなかったのは、そのすぐ後ろに、光夫の姿があったからだ。

　まさかのお色気シーンを目の当たりにする形となった光夫は、顔を真(ま)っ赤(か)にしながらも、この不自然な状況に心当たりをつけたらしく、あちこちに視線を向けて真吾の姿を捉(とら)えると、肩をいからせながら、ズンズンとこちらへと歩いてきた。

「おい、真吾。おまえの仕(し)業(わざ)だな？」

「えっと、その……」

　助け船を求めて大輝に視線を向けるが、そのときにはすでに大輝の姿はどこにもなかった。

「いないっ!?」

　愕(がく)然(ぜん)とする真吾の肩を、光夫は重いため息を吐きながら叩いた。

「なあ、真吾。俺はおまえの趣味がなんだろうとかまわない。けどな、頼むから、犯罪だけはやめてくれ。知り合いが警察に捕まるところは、なるべくなら見たくないんだ」

「待て！　誤解だ！　これは事故だ！　俺は小学生に興味はない！」

「……俺は、小学生のスカートをめくることが趣味だなんて一言も言ってないぞ？」

「…………」

「……ついに、小学生にまで手を出すか」

「だから、誤解だぁぁぁぁぁ！」

　頭を抱え込んで叫(さけ)ぶが、光夫はそんなことに興味はないようだった。

「それより真吾、すぐに河原(かわら)へ行くぞ」

「……な、なんでだよ」

「その、なんというか……」

　珍しく歯切れの悪い物言いに、真吾は訝(いぶか)しんだ。

「どうしたんだ？」

「いや、その、あのな……」

　そこへ、先ほどの異様な格好をした女の子がやってくる。

　女の子は真吾の顔を見上げるなり、イヤそうに顔をしかめた。

「やはり、この世は穢れている、か……」

「え？」

「これだから、穢れた世界の男共は……！」

　言い捨てて、大騒ぎになっている後ろを振り返る。

　そこには、パンツを見ただの見ないだので大(だい)論(ろん)争(そう)を巻き起こしている、小学生男女の姿があった。事(じ)態(たい)を収(しゆう)拾(しゆう)しようとするひよりも当事者であるために、うまく裁(さい)定(てい)ができていないようだった。

「この子は？」

　真吾が訊(き)くと、光夫は顔を背(そむ)けて頭をかきむしった。

「なんというか……、懐かれた」

「は？」

「詳しい話は後でする。まずはここから離れよう」

　そう言う光夫の横顔がうっすらと赤く染まっていることに、真吾は気がついた。




３




　河原に集合した選ばれし者たちの視線は、神林祥子と紹介された女の子に釘(くぎ)付(づ)けだった。

　これまで、メイド服だの巫(み)女(こ)服(ふく)だのネコミミだのいろいろとコスプレしたり見たりしてきた精(せい)鋭(えい)たちも、祥子の姿には唖(あ)然(ぜん)とした様子だった。なにしろ、魔法少女である。現実離れしたコスプレ衣装の中でも、さらに現実離れした衣装なのだ。なにより、コスプレしている本人が魔法少女になりきっているのだから、ひと味もふた味も違う。問題なのは、そのなりきったがゆえの言動なのだが。

「そう、きみたちが、八坂の仲間なんだ」

　祥子は真吾たちの顔を見回して、薄く笑った。

「残念だけど、もうすぐ世界は終わる。ボクの手で、世界は滅ぼされるんだよ」

「はぁ!?」

　全員がひっくり返ったような声を上げた。

　光夫は「これだよ」と、肩をすくめて訴える。

　懐かれたのか気に入られたのかは知らないが、危ない妄(もう)想(そう)の世界に光夫を引き入れるような少女に、光夫はすっかり辟易しているようだった。

　ただ、神に遣(つか)わされたという彼女が真吾たちの前に現れたのと、神様から世界の危機を伝えられたタイミングがあまりにも合いすぎている。

　念のため真吾は穂香に訊いてみた。彼女から世界の危機の波(は)動(どう)を感じるか、と。穂香はハッキリと答えた。何も感じない、と。

　穂香は、神様から「世界の危機を感(かん)知(ち)する能力」を授(さず)かっている。どこで、何が起こるのか神様は教えてくれないから、彼女の力は重(ちよう)宝(ほう)されているのだ。

「ほらな？　やっぱりキミは、世界を滅ぼすことはできないんだよ」

　真吾が諭(さと)すように言うと、祥子は首を傾(かし)げた。

「どうして、わかるの？」

「そりゃ、穂香は……」

「おい、ちょっと待て真吾」

　光夫が言葉を遮る。

「俺たちに特(とく)殊(しゆ)能力があるってことは、言わないほうがいいぞ」

　小声で、叱(しか)りつけるように言う。

「……なんで」

「あいつは妄想女なんだ。ヘタに世界の危機とか特殊能力とか言ったら、ますます酷くなって俺たちにつきまとうぞ」

　しかも、祥子は世界を滅ぼす側で、真吾たちは世界を守る側なのだ。確かに、話がややこしくなりかねない。

　真吾は慌(あわ)てて話題を変えた。

「えっと、神林さんだっけ？　どうして、世界を滅ぼすんだい？」

　祥子は答えず、ぷいっと真吾に背を向けた。どうやらスカートをめくったことを根に持っているらしい。

「どういうことか、ちゃんと説明しろよ」

　代わって光夫が問(と)い質(ただ)すと、祥子はあっさり答えた。

「穢れているから」

　一言だけかと思ったが、祥子は一呼吸置いてからさらに続けた。

「この世は、怒りと、憎しみと、悲しみで満ちあふれている。醜(みにく)い争いは絶えず、力のない、弱い者から死んでいく。心の優しい者から踏みにじられていく。世界は間違った方向へと進んでいる。だから神は、ボクに世界を滅ぼすよう、命じた」

　神、という言葉が出てきて、真吾たちは顔を見合わせた。

「神様って、男だった？　女だった？」

「どうして、そんなこと訊くの？」

「いや、この世界にはいろんな神話があるじゃないか。どんな神様なのかなって……」

「人間が想像で作りだした神なんかと一(いつ)緒(しよ)にしないで。神は唯(ゆい)一(いつ)絶対であるから、性別など関係なく、また意味もない」

「オカマとか、そういうことじゃないよな？」

「あたりまえ」

　気分を悪くしたように眉(み)間(けん)に皺(しわ)が寄り、語気が強まる。

「神を人間と同列に扱うことが間違い。人間の想像も及ばない存在。それが神」

　想像が及ばないどころか、妙に俗(ぞく)っぽくて人間味溢(あふ)れてるんだけどなぁ……。とは、その場にいた全員が思ったことだろう。　

　真吾たちの世界の神であるラメントにしても、リーナの世界の神であるトランクィロにしても、いいかげんな性格だったり、日本の文化に詳しかったりと、ある意味で人間の想像を超えてきたが、両者とも性別は女性らしいし、どちらかと言えば人間くさいので、あの二名と祥子の言う神は無関係なのだろう。いや、無関係どころか、彼女の妄想が創り上げた神様なのかもしれない。

　真吾たちは声を低くして会話を交わした。

（やっぱり、世界の危機とかじゃなさそうだな）

（こ、これじゃ、そ、想像神なんだな）

（微妙にうまいこと言わないでくださいよ、松(まつ)川(かわ)さん）

（でも、祥子さんは本気でそう思い込んでるみたいですよ？）

　ならば、その妄(もう)想(そう)癖(へき)を正してやるべきだろう。光夫は再び、祥子に攻め寄った。

「じゃあ、どうやって世界を滅ぼすんだ？」

「これを使う」

　真吾たちの前に突きだしたのは、ずっと手にしていた魔法のステッキだった。世界を滅ぼすにしては、一九八〇円くらいで買えそうな、安っぽいステッキである。

「見た目で判断しないで。このステッキの尖(せん)端(たん)に付いている宝(ほう)石(せき)、これがいずれ、世界を滅ぼす力となるの」

　それは赤い宝石だった。手のひらサイズの大きさで、安っぽいガラスでできているのか、最初から本物っぽく作る気がないのか、高価そうにも見えなければ、とても世界を滅ぼす力を秘(ひ)めているようにも見えない。たぶん、軽く地面に叩きつけるだけで、簡単に壊れてしまうような代(しろ)物(もの)だろう。

「この宝石が、どんな力を発(はつ)揮(き)するんだ？」

「それは、まだ、わからない」

「わからない？」

　ここで祥子の口調が、わずかに鈍(にぶ)った。

「まだ、そのときではないから。そのときがくれば、この魔法石は魔力を帯(お)び、世界を滅ぼす力を発揮する……」

「そのときって、いつだよ」

　突破口を見つけたからか、光夫が割り込んで攻め立てる。

「それは……わからない」

「おい」

「でも、そう遠くない未来には……」

「おい、神林っ」

「だから、ボクは……」

「神林！」

　怒(ど)鳴(な)りつける光夫に、祥子は体をビクッと震わせて、泣き出しそうな顔を向けた。

「なあ、よぉーく考えてみろよ。世界を滅ぼすとかなんとか言ってるけどな、その滅ぼし方がわからない。そのときがくれば力が発揮される。だけどそれがいつかはわからない。こういうのを何て言うか知ってるか？」

「…………」

「願(がん)望(ぼう)っていうんだよ。もしくは妄想だ。世界は滅ぼさなくてはならないはずだ。自分にはその力があるはずだ。いつか力に目覚めるはずだ。全部おまえの願望じゃないか」

「ち、違う……」

「だいたい、その格好はなんだ？　そんな格好をしろって神様が言ったのか？　だとしたらずいぶんと俗っぽいことをさせる神様だな？」

「そ、それは……」

「おおかた、その衣装も自分で買ってきて、自分で作ったんだろ？　神に与えられたとか言うなよ？　そんな形から入らせるような俗っぽいことをさせるのが神なのか？　もしそうなら、その時点で、おまえの信じる神様は、神様として矛(む)盾(じゆん)するんだからな？」

「…………」

「その衣装だが……」

　黙り込んでしまった祥子に代わり、リーナが口を開く。

「もしかして、『魔(ま)女(じよ)っ子(こ)戦(せん)隊(たい)リリカルⅤ』のものではないか？」

「あ、やっぱり!?」

　声を上げたのは穂香だ。

「私もずっと、どこかで見たことがある衣装だと思っていたんです。ちょっと形が変わってますけど、確かにリリカルⅤのものです！」

『魔女っ子戦隊リリカルⅤ』とは、五年ほど前に放映された低年齢層向けのテレビアニメである。文字通り、魔女っ子戦隊が悪の組織と可(か)憐(れん)に戦うストーリーなのだが、途中からソウルメイトだのシンクロニシティだの、心理学やスピリチュアリズムなどが設定に組み込まれ、ハードな内容と哲(てつ)学(がく)的(てき)な示(し)唆(さ)にキャラたちは翻(ほん)弄(ろう)され、最後は魔女っ子戦隊は全(ぜん)滅(めつ)、悪の組織も壊(かい)滅(めつ)、地球どころか宇宙は滅び、これまで頻(ひん)出(しゆつ)してきた設定や伏(ふく)線(せん)を回収することなく、最終回にして初登場のキャラが夢から覚めて終わるという低年齢層向けとしては前(ぜん)代(だい)未(み)聞(もん)のトンデモ展開で、別な意味で話題を呼んだ作品だ。

　もちろん賛(さん)否(ぴ)がくっきりとわかれたが、いまでも一部のファンにカルト的な人気を誇(ほこ)る、伝説のアニメとなっている。

　そんな作品のおぼろげな記憶が蘇(よみがえ)ったのだろう。穂香は衣装に続いて、魔法のステッキも、リリカルⅤのメンバーが持っていた物だと指摘した。

「穂香、そんなアニメを見てたんだ……」

「本当に最初の頃だけですよ？　途中で挫(ざ)折(せつ)しましたから。それより、リーナさんがリリカルⅤを知っていたことの方が驚きです」

「トランクイロ様が、一度は見ておけと言ったものでな」

　異世界の神よ、よりによってどうしてそんなものを勧(すす)めたんだ。

「あんなに面白いアニメは他にないぞ！　真吾たちも見てみろ」

　この反応の差はなんなのだろう。少し見てみたい気もするが……。

　二人の思わぬ指摘に、祥子は顔面を蒼(そう)白(はく)にして唇をわななかせていた。

「そのリリカルⅤってやつが、おまえの格好の元ネタなんじゃないのか？」

「ち、違う。偶(ぐう)然(ぜん)、似たようなのになっただけ……」

「偶然？　偶然、似たようなものを作ったのか？　それとも偶然、似たようなものを神様が授けてくれたのか？」

「…………」

　祥子は黙り込む。どちらにしても、祥子が作り上げた設定とは矛盾してしまう。

「都合が悪くなるとだんまりか？　それにしたって、自分で自分の妄想を認めることになるぜ？」

　唇の震(ふる)えはいつしか全身に伝わっていた。恥ずかしさや屈(くつ)辱(じよく)といった感情が渦(うず)巻(ま)いているに違いない。自業自得とはいえ、少しかわいそうな気分になってきた。

「あ、あの、これくらいにしておきませんか？」

　同じく見かねたらしい穂香がフォローに入る。真吾も援(えん)護(ご)しようとしたが、それより早く淳(じゆん)がしゃしゃり出てきた。

「そ、そうなんだな。そ、それに、し、祥子ちゃんが可愛いことに変わりはないんだな。か、格好も、よ、よく似合ってるし」

　鼻息も荒く、祥子をガン見する。

「ちょっと、松川さん。危ない人ですよ、それじゃ」

「さ、最近の小学生は発育がいいんだな。も、目(もく)測(そく)で、そ、そうなんだな――、フッ、バスト八一のＢ、いや、細身の体を考慮すればＣカップはあるかもなんだな」

「見ただけでわかるんですかい!?」

　突っ込む真吾の横で、リーナがガックリと膝(ひざ)をついて項(うな)垂(だ)れた。

「負けた……。し、小学生に、負けた……」

　負けたのか。

　さらにその横では、清美が複(ふく)雑(ざつ)そうな顔で自分の胸をまさぐっている。
















「……小学生のくせに、あなどれない」

　対抗心剝(む)き出(だ)しである。

「っていうか、服の上から見てわかるんですか？」

　祥子の服装は、体の輪(りん)郭(かく)がしっかりと浮き出るようなものではない。真吾にしてみれば、リーナも清美も美也も祥子も、みんな同じに見えるのだ。

「し、真吾くんはまだまだなんだな。こ、これくらいわかるようにならないと、え、エロ道を究(きわ)めるのは、ま、まだまだ先なんだな」

　究めたいような究めたくないような道である。

　これに対し、タロウは別な角度から祥子の発育を見抜いていたらしい。

「拙(せつ)者(しや)も匂(にお)いでわかった。美也殿とは明らかに違うし、王女や清美殿とも少し違う。どちらかと言えば穂香殿に近い匂いがするのだ。おそらく祥子殿は将来、穂香殿のような素晴らしいスタイルの持ち主になるだろう」

「そんなことまでわかるのか!?」

「こんなこともわからないとは、真吾もまだまだだな」

　なんとなく悔しいが、なんとなく人間としてわからなくていいような気もした。

「み、みなさん、そういう発言はセクハラだと思うんですけど……」

　穂香は自分で自分の体を抱きしめて、みんなの視線から身を守っている。

　そうしてワイワイやっていると、祥子が俯(うつむ)いたまま、ポツリと呟いた。

「……て」

「あん？」

　怪(け)訝(げん)な表情で、光夫は祥子の顔を覗き込もうとした。

「どうして、八坂はいつも、ボクの邪魔ばかりするの？」

「はぁ？」

　体を震わせながらも顔を上げ、睨(にら)みつけるように光夫を見据える。

「やっぱり、記憶が戻ってないせいだね……」

「記憶だぁ？」

「覚えてなんかいないよね、ボクたちの因(いん)縁(ねん)なんて」

「どんな因縁があるっていうんだよ」

「ボクと八坂は、前(ぜん)世(せ)で仲間だったんだ」

　再びぶっ飛んだ話に、真吾たちは面(めん)食(く)らった。

「共に神から世界の裁定者としての役目を仰(おお)せつかり、何度も生まれ変わってはその時代の世界を見守って、裁定してきた。何度か世界を滅ぼすべき時代はあったし、ボクは実行に移そうとした。けれど八坂、いつもきみが邪魔をするんだ。きみだって、この世界がどうしようもないってことはわかっていたはずなのに。見守ることで世界が成長することを期待し、そのたびに裏切られてきたというのに」

　いったい、なんの話なのか。

　真吾はついていけなかったが、話にムリヤリ登場させられた光夫は、もっと困(こん)惑(わく)顔(がお)で、助けを求めるように視(し)線(せん)をさまよわせていた。

「この時代でも、八坂はボクの邪魔をするつもりなの？」

「お、おい、神林……」

「違う」

「なにが！」

「ボクは神林祥子であって神林祥子じゃない。本当の名は、『神林ルフィア』――神の体から生み出された神(み)子(こ)なんだ。そして八坂、きみの名は『八坂アルジェス』――ボクと同じく神の体から生み出された神子……」

「おいおいおいおいおい！　ちょっと待て！　人の名前を勝手に変えるな！　しかもなんだ？　その日本人と外国人が入り混じったようなフルネームは！」

「既(き)成(せい)の概(がい)念(ねん)に囚(とら)われないで」

「おまえの妄想が常識外れなだけだ！　だいたい、そんな因縁があるなら、どうして俺は自分の役目も本当の名前も思い出せないんだ!?」

「まだ、そのときではないから……」

「またそれか！　じゃあ、なんでおまえだけ先に前世の記憶とやらを思い出してるんだよ！」

「多少の誤(ご)差(さ)は、仕方のないこと」

　言い争う二人だが、決着が付く気配はない。

　光夫は祥子の妄想の齟(そ)齬(ご)を突いて攻めるが、祥子はその齟齬を埋めるように新たな設定を持ちだして辻(つじ)褄(つま)を合わせようとする。これでは堂(どう)々(どう)巡(めぐ)りだ。

「祥子ちゃん、どうしましょう……」

　穂香が訊いてくるが、それは真吾が訊きたいくらいだ。だが穂香は、祥子の扱い以上に、心配の種があるようだった。

「このままだと、世界の危機に対処しにくくなってしまいます……」

「なにか、感じるようになったのか？」

「はい」

　頷いたので、真吾はひとまず光夫に祥子の相手をさせたまま、仲間たちを近くに集めて穂香の話を聞くことにした。

「実は、今(け)朝(さ)から世界の危機の波動が、うっすらとですが、感じるようになったんです」

「場所は？」

「朝、登校前に寄り道して確かめてきたんですけど……」

　言(い)い淀(よど)んで、真吾と光夫、そして祥子に視線を向ける。

「おそらく、県ヶ丘第一小学校です」

「なんだって!?」

　思わず声を上げてしまい、祥子の注意を引き付けてしまう。しかし、彼女はすぐに興味を失ったように目を戻した。

「……よりによって、なんだってそんなところで？」

　県ヶ丘第一小学校は、真吾の母校であり、光夫と祥子が現在通っている場所だ。

「選ばれし者に、世界の危機に関する因縁がある以上、光夫くんが通ってる学校から世界の危機が起こってもおかしくはありませんけど……」

　これまで起きた危機は、すべて真吾たち選ばれし者に絡んで発生している。その辺に、真吾たちが住む県町周辺でのみ世界の危機が発生している原因がありそうだが、詳しいことはわかっていなかった。

「まずは、現場に出向くべきだろうな」

　タロウの提案に、全員が頷く。

「穂香殿は詳細な場所までは把握していないのであろう？　ならば、大元を突き止め、状況を確認し、その上で神林殿の対処を決めよう」

　異存はなかった。あとは、どうやって祥子と光夫を引き離すかだ。

　本来なら、淳が持つ瞬間移動能力でひとっ飛びするのだが、祥子がいる前ではそうもいかない。だから、真吾たちは一度解散し、みんな帰宅したと思わせて、再度合流しようということになった。

　祥子には申し訳ないが、真吾は光夫との間に入って強制的に会話を終了させ、今日はこれで解散ということを告げた。その際、穂香がこっそり光夫に耳打ちし、今後の予定を伝える。

「それじゃ、今日はお疲れさまでした！」

　強引に解散宣言をして、穂香は歩き出す。それを合図に、それぞれが家とはまったく関係ない方角へ歩き出した。

　光夫も移動を始めようとしたが、祥子に服の裾(すそ)を引っ張られて止められる。

「なんだよ」

「歩きながらでいいから。もう少し話をしよう」

　付き合いきれなかったが、逃がしてもらえそうにもなかった。

　二人で並んで河原の土手を上りきり、サイクリングロードへ足を踏み入れる。

　こうなってしまえば、ついでである。自分の疑問も解消することにした。

「あ、あのな、神林……」

「ルフィア、って呼んで」

「……と、とにかく、だ。なんで俺なんだ？」

　祥子は光夫の顔を見上げ、表情でどういうことだと問いかける。答えようとして、光夫はいまさらながらに、自分たちの身長差に気づかされた。

「事実だろうが妄想だろうがなんでもいい。おまえのそうした因縁に、どうして俺が必要なんだ？」

　祥子の足が止まった。

「おい、急に止まるな」

「同(どう)類(るい)だから」

「は？」

　かみ合わない会話に、光夫は目を丸くする。だがすぐに、それが光夫の問いに対する答えだとわかって、黙って先を促した。

「八坂とボクは、たぶん、同類だから」

「……何が」

「いろいろ」

「おい」

「だから、八坂にはボクの仲間になって欲しい」

「…………」

「ボクと一緒に、世界を滅ぼす手助けをして欲しい。きっと、八坂となら、うまくやっていけるはずだから」

「……俺は、世界を滅ぼすためにおまえとうまくやっていくつもりはねぇよ」

「八坂」

　祥子は真(しん)摯(し)な目を向けてくる。

「八坂は、この世界が好き？」

　問われて、真っ先に思い浮かんだのは父親の顔だった。慌てて頭を振って、その姿を追い払う。

「好きでもないが、嫌いでもない。そんなところだ」

「……やっぱり」

「何がやっぱりなんだよ」

「八坂はこの世界を嫌っている。けれど、未(み)練(れん)もある。だから、世界を滅ぼすことに戸(と)惑(まど)いがある」

　思いがけず分析され、光夫は何も言い返せなかった。当たっている部分が、なくもないからだ。

「そうは言ってもな……」

「八坂」

　祥子は遮って続ける。

「あの人たちとは、どういう関係？」

「う……、親(しん)戚(せき)のお姉さんと、その友人だよ」

　まさか二日連続で同じ噓(うそ)をつくことになるとは思わなかった。

「そっか……。仲、よさそうだったね」

「そうか？」

　大切な仲間だが、仲がよいかと言われれば、首を捻(ひね)るところだった。出会ってから半年も経ってないし、年齢も性別もまちまちな仲間なのだ。世界を救うという目的がなければ、表向きだけでも団結できたかどうかは怪しい面々である。祥子ではないが、因縁によって結びついていると言えなくもない。

「でも、ボクたちの関係には遠く及ばない」

「なんで」

「前世で、ボクと八坂は、恋人同士だったんだ」

「うごぉぁ……」

　思わずうめき声が漏(も)れた。言うに及んで前世を持ちだすか。

　残念ながら、光夫の疑問はまったく解消されそうになかった。いったい、どうすればこんな妄想少女が出来上がるのか……。

　光夫は口元を引きつらせながら、呆れて大きなため息を吐いた。




　離れた場所から二人の様子を窺っていた真吾と穂香は、それ以上の尾行を取りやめた。

「これが、気になっていたことなのか？」

　穂香はこっくりと頷いた。

　解散後、真っ先に帰る素振りを見せながら、最後まで光夫と祥子を見守っていた穂香に気づき、真吾は声をかけた。穂香は「ちょっと気になることがあって……」と、詳しいことは伏せたままだったが、二人のあとをこっそり尾(つ)けようとしていたらしい。

　そう言われると真吾も気になり、一緒に光夫たちを尾行したのだが、いやはや、とんでもないことを聞いてしまったような気がする。

「あれってやっぱり、光夫のことが好きって意味だよな？」

「そうでしょうね……」

「あの妄想癖がなければ、青春だよなぁ……」

「ずいぶん、他人事ですね」

「他人事だろ？」

「……そうですけど」

　なぜか不満げな様子の穂香に、真吾は戸惑った。

　その場を取(と)り繕(つくろ)おうと、話題を変える。

「でも、これではっきりしたな。あの子の言ってることは、全部妄想だって。世界の危機とも関係ない。それがわかっただけでも収(しゆう)穫(かく)だよ」

　穂香は何も答えなかった。そのかわり、聞こえるか聞こえないかの小さな声で、呟いた。

「本当に、何もなければいいんですが……」
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　県ヶ丘第一小学校で再集合し、学校のすぐ裏手にある小山に行き着いた。

「ここか……」

「ってことは、あそこかな？」

　光夫と真吾が心当たりに向かって先頭に立つ。校舎をぐるりと迂(う)回(かい)し、立ち入りを禁止しているフェンスを乗り越える。

「入っちゃって、いいんですか？」

「いいんだよ。そんなに危ないところじゃないし、俺たちも小学生の頃はしょっちゅう入り込んで遊んでたから」

　遊びなれていただけに、真吾にとってここは自分の庭のようなものだった。久しぶりとはいえ、迷わずに目的の場所へたどり着くことができた。

「これは……」

　それは山肌にできた洞(どう)窟(くつ)だった。ただ、入って二、三メートルほどで行き止まりになるほら穴のようなものだったが。

「行き止まりの先にも、空洞があるっていう話はあるんだけど、誰も確かめた人はいないんだよ。だから、学校の七不思議みたいな感じになってるんだ」

「ということは……」

「たぶん、この奥に、世界の危機を起こす何かがあるんだ」

　真吾たちは洞窟の中へと入る。穂香に確認を求めると、やはり、この奥から世界の危機の波動を感じるという。

「けど、この奥だろ？　重(じゆう)機(き)でも持ち込まなきゃ先へ進めないぞ？」

　光夫の言うことはもっともだった。

　行き止まりの壁(かべ)は、周りと違って土(ど)砂(しや)が遮っているのだろう。岩肌を削(けず)るよりは楽そうだが、量が量だけに、パワーショベルでもなければとてもではないが歯が立ちそうにない。

　なにか気になるのか、タロウが土砂の壁に近づいて鼻をヒクつかせる。

 「イヤな匂いがするな……。匂いというよりも空気か……。どこかで感じたことのある空気だが……」

「リーナ、おまえの魔剣でどうにかできないか？」

「貴様は魔剣を便利な万能道具だとでも思っているのか？」

「そうは思ってないけどさ。この中でどうにかできそうなのは魔剣くらいだろ？」

「魔剣は穴を掘るための道具ではない」

「世界を救う役には立つじゃないか」

「…………」

　リーナは黙ったまま動かなかった。どこか逡(しゆん)巡(じゆん)しているように落ち着かないのは気のせいか。

「とにかく、ブルレスケは使わん」

「……わかったよ」

　となると、どうするかが問題だ。

　タロウは土砂に鼻を近づけて匂いを探り、穂香もその先を見据えるようにじっとしている。とにかく、自分も何かしなければと真吾が土砂に手を触れたその瞬間。

　土砂が消えた。

　壁となって行く手を塞(ふさ)いでいた土砂が、跡(あと)形(かた)もなく消えたのだ。

「な、なんだぁ!?」

　全員、呆気にとられる。

「お、俺、何もしてないぞ!?」

「触ったじゃねぇか」

「触っただけだ！」

「触っただけでどうしてこうなるんだ！」

「俺が知るか！」

「ちょ、ちょっと！　そんなことで言い争ってる場合じゃないですよ！」

　まったくもってその通りである。

　真吾たちは奥を覗き込む。

「……深そうだな」

「深そうですね」

「あ、明かりが必要なんだな」

　淳に瞬間移動で自宅から懐(かい)中(ちゆう)電(でん)灯(とう)を持ってきてもらい、光夫を先頭にして先へと進む。

「やっぱり、深いな」

「おいおい、これは深いなんてもんじゃないぞ」

　五分以上は歩いただろうか。小さい山だから、直線距離で五分も歩けば反対側にまで行けてしまうはずだ。やや下っているとはいえ、いっこうに終着点が見えないのが不気味だった。

　みんなが不安を感じる頃、ようやく果てにたどり着いた。

「うおっ」

　光夫が声を上げて明かりを走らせる。

　そこは大きな空間だった。学校の校庭より広いだろうか。山の中にこんな空間があることに、驚くよりも気味が悪くなった。

「山の中に、こんな空間が……？」

「どうなってるんだ？」

「あっ、あれは……？」

　穂香が指さす広間の隅に、石でできた台(だい)座(ざ)のようなものがあった。その上に、人間の頭ほどの大きさの何かが、飾られるようにして置かれている。

　近づいてみると、それは石だった。だが、ただの石ではないことにすぐ気がついた。

「やっぱりか……」

　石には、文字を崩したような不(ふ)可(か)思(し)議(ぎ)な紋(もん)様(よう)が描(えが)かれていた。これまで世界の危機として真吾たちが戦ってきた、魔神が操(あやつ)る紋様である。ということは、この石にも、また魔神が封(ふう)印(いん)されているのだろう。

「間違いなく、この石から波動を感じます」

　穂香にお墨(すみ)付(つ)きをもらって、確定した。この石に封じられているであろう魔神が復活する。それが、今回の世界の危機なのだろう。

「でも、復活する気配はないよな？」

「波動もまだ、弱いです」

「いっそのこと、叩き割ってみようか？」

　誰も止めなかったのは、みんな自分たちが知らない間に復活されるよりも、目の前でさっさと復活させてさっさと倒してしまった方が楽だからと考えていたからだろう。

　冗談だったとはいえ、真吾は少しばかり本気になって、石を手に取った。

　すると。

「…………て」

「えっ？」

　誰かの声が聞こえた。

　慌ててみんなの顔を見回すが、誰も聞こえなかったのか、気にした様子を見せていない。

　気のせいかと思って石を見下ろすと、今度は間違いなく、ハッキリとした声が聞こえてきた。

「我を、……て」

　その声は耳元で囁(ささや)くようであり、体の中で唸(うな)るようでもあった。

　真吾の意識は手に持つ石へと注がれた。

　声は低く、怨(おん)霊(りよう)が地の底から這(は)い出(で)てくるような不快な響(ひび)きを伴(ともな)っていた。なのに、真吾はその声を不気味に思わなかった。むしろ、心地のよい、懐かしい感傷が湧(わ)き上(あ)がってきた。手にした石が、なぜか大切なもののように思えてくる。

　そして唐(とう)突(とつ)に、断片でしかなかった言葉のすべてが、脳の中へ直接響き渡った。




『我を、解き放て……！』




　解き放て……？

　石から、体温のような温もりが伝わってくる。そのまま全身を委(ゆだ)ねてしまいたくなるほど気持ちよい温もりに、真吾は息を吐いた。

　すると……。

　目の前に、閃(せん)光(こう)が逬(ほとばし)った。

「真吾！　おい、真吾!!」

「…………」

「真吾くん！　しっかりしてください！」

「……う、あ、え？」

　ふと気がつくと、目の前には切(せつ)迫(ぱく)した表情の光夫がいた。そのすぐ側には、やはり真吾を気遣う様子の穂香や、唇を嚙(か)みしめたリーナ、仲間たちの顔が。それと、なぜか頰が痛い。

「……ど、どうしたんだよ、みんな」

「それはこっちの台詞だ！」「それはこっちの台詞です！」

　一斉に怒られた。

　目を瞬かせていると、タロウが説明してくれた。

　真吾が石を手に取ると、突然、意識を失ったようにその場に立ちつくしたという。呼びかけても返事がない。体を揺(ゆ)すっても反応がない。ただ立ちつくしているだけなのに、まるで大切なものを見つけたかのように、歓(かん)喜(き)の表情を浮かべていたのだという。

「悪魔に魂(たましい)を奪われたかと思ったほど、異様な喜びようだったぞ」

　表情だけでそこまで言わしめる喜びようは、まったく想像できなかった。

「いったい、どうしたんですか？」

「ん？　いや、声が聞こえてさ……」

「声？」

「ああ。『我を解き放て』って」

「バカか！　そりゃ魔神に意識を乗っ取られそうになってんじゃねぇか！」

「げっ!?　そうなのか!?」

「それ以外に何がある!?」

　言われてみれば、そんな気がした。意識が声のほうに奪われ、我を失っていたのだから、危ういところだったのかもしれない。

「我ながらよく、意識を取り戻せたな……」

「それは王女に感謝しろ。こいつが真吾をぶん殴って正気に戻したんだからな」

「ぶん殴ってなどいない。ひっぱたいただけだ」

　ほぼ同じである。

　しかし、これで頰の痛みが理解できた。目の前に閃光が走ったのは、ひっぱたかれた衝撃だったのだろう。乱暴な手ではあるが、正気に戻してくれたのだから文句は言えなかった。

「ありがとうな、リーナ」

「き、気にするな。それより、どうするのだ？　その石を触ると、意識を乗っ取られるようだが。それでもムリヤリ割ってみるのか？」

　全員、一斉に首を振った。

「や、やっぱり、し、しばらくは様子見なんだな」

「そうなるか……」

　うかつに触れない以上、放置して対策を考えるしかない。

　石は、真吾が正気に戻ると同時に、地面に落ちていた。無(む)造(ぞう)作(さ)に転がっているだけの石だが、今にも動き出して、元の場所に勝手に収まりそうで不気味だった。

「まあ、幸いにも昼間は俺が学校にいるからな。異変が起こったらすぐに連絡できるのが利点だな」

　光夫の言葉で今後の方針が決まり、真吾たちはその場を後にした。

　広間を出るとき、真吾は何気なく振り返ってみた。石は転がったままで、おかしなところはない。なのになぜか、後ろ髪を引かれる思いがするのだった。




「あれ？」

　外に出ると、穂香が声を上げた。すでに陽は落ちて暗くなり始めているが、そのことを異変に感じたわけではないようだ。

「どうした、穂香」

「え、あの、大変です」

　大変というよりは戸惑ったように口ごもって、穂香は言った。

「別な場所から、まだ微(び)弱(じやく)ですが、世界の危機の波動を感じます」

「なにぃ!?」

　これには真吾たちも戸惑った。なにしろ、同時に二カ所が危機に陥(おちい)るのは初めてのことなのだ。どういうことなのかと穂香に詰め寄るが、穂香にわかるはずもなかった。

「と、とにかく、そっちの場所も突き止めよう。どの辺なんだ？」

「これは……、けっこう遠くです。誰か、地図はありませんか？」

　そんなものを持ち歩いている人間はそうはいないだろう。

　結局、淳の瞬間移動で学校の図書室に忍び込み、地図を入手した。

　穂香は、地図に触れることで、世界の危機の場所を特定することができる。地図を渡されると、穂香はまず全国図に指を走らせ、大まかな場所を探知する。そうして、次に詳細図へと飛んで、さらに範囲を絞(しぼ)るのだ。

「あっ」

　穂香の指が、ある一点で止まった。そこは、さらに詳細な住宅地図を求める必要もないほど、わかりやすい場所だった。

「ふ、富(ふ)士(じ)山(さん)……？」

「どういうことだ？」

　顔を見合わせるが、わかるはずもない。

　ならばと、真吾たちは淳の瞬間移動で富士山へ向かうことになった。




「おぉ……」

　富士山の麓(ふもと)にやってきて、全員が感(かん)嘆(たん)の声を上げた。

「くそっ」

「どうした？　光夫」

「俺、富士山見るの初めてなんだよ。なのにこんな情(じよう)緒(ちよ)もへったくれもない状況だなんて……」

　みんな一様に頷くところを見ると、全員が間近で富士山を見るのが初めてらしい。

　ロマンを求める光夫を意外に思いながらも、真吾は考えを巡(めぐ)らせた。

　とりあえず、おかしなところはなにもないように見える。いったい、どんな世界の危機が迫っているというのか。

「火山ですから、噴(ふん)火(か)とかじゃないでしょうか？」

「でも、富士山って休(きゆう)火(か)山(ざん)だろ？」

「いえ、最近はそういう分類にはなっていないんです。確かに、火山が活動する兆(ちよう)候(こう)はありませんが、一万年以内に噴火した火山も分類上は活火山になるんです」

　富士山は三〇〇年以上噴火をしていないこともあり、一般には休火山として認知されてきた。しかし、現在でも火山性の地(じ)震(しん)や噴(ふん)気(き)は観(かん)測(そく)されており、噴火をする可能性は存在するのだ。

「じゃあ、やっぱり富士山が噴火するのか？」

　可能性はある。しかし、世界が危機に陥るような噴火というのは想像ができなかったし、富士山が噴火するようなニュースも流れていなかったはずだ。

　これまで活動を止めていた火山が、急に大規模な噴火を起こすとは思えない。近年も、浅(あさ)間(ま)山(やま)や桜(さくら)島(じま)が噴火をしたが、それだって、事前に情報は流れたし、ある程度の予知さえ行われたのだ。火山学が発達した現代において、なんの予兆もなく噴火することはありえないはずだ。

　ありえないが、しかし事態は世界の危機なのだ。人(じん)智(ち)の及ばない事態が起こる可能性も否定はできなかった。

「とにかく、情報収集ですね」

　まずは富士山に関する情報を集める。なにかおかしなことがあれば原因を突き止めるし、異変が起こればすぐさま対処できるようにする。

　学校の裏山のこともあるから、光夫と卒業生の真吾はそちらを担当し、時間の融(ゆう)通(ずう)が利く淳とタロウは富士山を監視、危機を感じることができる穂香とリーナ、清美、美(み)也(や)たちは、何かが起こったときにどちらへも対処できるように準備するということで、今後の方針が決まった。

「何も、起こらなければいいんですが……」

　穂香の呟きに頷きたいところだったが、きっと、何も起こらないということはないはずだ。いいかげんな神様の言葉ではあるが、彼女が口にした危機は、絶対に起こるのだ。

　そして何より不安なのは……。

　富士山が噴火した場合、真吾たちはそれを止めることも防ぐこともできないのだ。

　神のなりそこねである魔神すら倒す真吾たちの力も、自然の脅(きよう)威(い)の前では、無力に等しいのだった。
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　八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)は早起きが得意だった。

　理由は単(たん)純(じゆん)明(めい)快(かい)である。起こしてくれる人がいないからだ。

　起こしてくれる人がいないから、自力で起きるしかない。光夫はそういう家庭で育ってきた。

　父親の信(しん)一(いち)が蒸(じよう)発(はつ)してから、母親の頼(より)子(こ)は深(しん)夜(や)勤(きん)務(む)のあるパートに出るようになったため、帰宅は早朝になってしまう。時間的には光夫が起き出す時間と重なるのだが、光夫はいつも、頼子が帰宅する三〇分前には起き出して、朝食の準備をし、自分の布(ふ)団(とん)を上げ、頼子の布団を敷(し)いて待っていた。

　頼子が頼んだわけでもないが、たった一人の息子(むすこ)として、頼れるところを見せたかったし、父親がいなくなったことでしっかりしなくてはと、責(せき)任(にん)感(かん)のようなものを抱(いだ)いていた。それを簡単に証明できるのが、自主的な早起きだったのだ。

　現在置かれている光夫の状況は、培(つちか)ってきた早起きと寝起きの良さに、少しばかり助けられていた。

　憎(にく)むべき父親がやってきて、家の中での居(い)心(ごこ)地(ち)は最悪だった。

　信一はなにかと光夫の機(き)嫌(げん)を窺(うかが)うように話しかけてきたが、どんな言動も光夫の心を開かせることはできなかったし、ますます意(い)固(こ)地(じ)にさせる結果となった。

　だから光夫は、夕食を済ませるとすぐに風呂に入り、勉強と称して部屋にこもる。そうして、そのまま眠ってしまうことで、極力、父親との接(せつ)触(しよく)を避(さ)けた。

　朝になり、いつも通りの時間に起き出した光夫は、まだ父親が起きていないことを確認して、なるべく物音を立てないように朝食を済ませ、家を出た。信一と顔をあわせずに済んだことに安(あん)堵(ど)する。しかし、すぐになんの解決にもならないどころか、ただ逃げているだけだと気づいて、暗(あん)澹(たん)たる気持ちになった。

　さらに気分が重くなるのは、逃げ出す先である学校にも、愉(ゆ)快(かい)ではない連中が待ちかまえていることだ。こちらはどうとでも受け流すことができるが、スーパーでの一件を考えると、光夫の想像の及びもつかない悪(あく)事(じ)を仕(し)掛(か)けてくる可能性もある。そうなると面(めん)倒(どう)だし、何より頭痛の種がまた一つ増えたばかりなのだ。

　仕方なく登校した学校で、光夫は早(さつ)速(そく)、予期していた洗(せん)礼(れい)を浴びた。

　下(げ)駄(た)箱(ばこ)にあるべき光夫の上(うわ)履(ば)きが、なかったのだ。

　光夫はガックリとうなだれた。

　どんな嫌(いや)がらせをしてくるのかと思えば、こんな古(こ)典(てん)的(てき)な方法で攻めてくるとは。

　こんなことで、いったい奴(やつ)らは何をしたいのか。どんな反応を自分に期待しているのか。まったく理解不能で、逆に興味すら湧(わ)いた。

　光夫は玄(げん)関(かん)で念入りに外履きの汚(よご)れを落とし、そのまま堂々と廊(ろう)下(か)に足を踏(ふ)み入(い)れた。堂々としていればバレないものだし、平(へい)然(ぜん)としていることが、連中にもっともダメージを与える行動なのだということを、光夫は長年の経験から知っていた。

　とはいえ、このままやられっぱなしというのも癪(しやく)である。何かいい対処方法はないかと考えていると、廊下の向こうから一発で誰(だれ)だかわかる格好をした少女がやってきた。

　光夫は声をかけるべきかどうか一瞬迷ったが、彼女がずぶ濡(ぬ)れなのに気づいて声をかけた。

「よぉ、その格好はどうしたんだ？」

「おはよう、八坂」

　神(かん)林(ばやし)祥(しよう)子(こ)は、今日もいつも通り、魔法少女だった。ただ、スカートの裾(すそ)から大量の水がしたたり落ちている。そして、祥子が手に持っているものは、光夫の名前が書かれた上履きだった。

「神林が、見つけてくれたのか？」

「本当は、八坂が来る前に返しておきたかったんだけど……」

　ずぶ濡れの上履きでは、同じことである。

「どこにあったんだ？」

「中庭の池。ちょうど放り込むところを、見かけたから」

「だからって、そのまま飛び込むことはないだろ」

「いいの。八坂のためだから」

　なんだか重い言葉である。

「悪いな。この時期じゃ、もうけっこう寒いだろ？」

「だいぶ」

　否定することなく、祥子は答えた。

「大丈夫か？　着替えは持ってるか？」

「とりあえず、体操着を着ておくから」

「そっか」

　祥子が魔法少女以外の格好をするのは、体育の時間くらいである。それだって、「体育用戦闘着に変　身(メタモルフオーゼ)」などと言っているのだから、頭が痛くなってくる。

「上履きを池に放り込んだのは、山(やま)中(なか)たちだろ？」

　さりげなく聞いてみた。すると祥子はクスリと笑って、流し目を送るように光夫を見つめた。

「八坂が気にすることじゃないよ」

　その目とまともに視(し)線(せん)がぶつかって、光夫は息(いき)を呑(の)んだ。どこか虚(うつ)ろだった瞳(ひとみ)に、ギラギラと輝く憎しみと、嘲(あざけ)るような冷(れい)笑(しよう)の色が浮(う)かんでいたのだ。

「愚(ぐ)者(しや)には愚者なりの報(むく)いが待っている。だから八坂は、あんな奴らに腹を立てたり憎しみを抱いたりする必要はないんだ」

　祥子がどうしてそんなことを言うのかわからない。だが教室に入ると、すぐに理解できた。

　始業まで三〇分近くもあるというのに、何人かの男子児童が登校していた。みんな山中の取り巻きたちで、光夫の姿を認めると、いやらしい笑みを浮かべた。山中に次ぐリーダー格の足(あし)和(わ)田(だ)に至っては、腹を抱(かか)えながら笑いをこらえている。問(と)い質(ただ)すまでもなかった。間違いなく、こいつらが光夫の上履きを池に放り込んだのだ。

　だが、足和田たちの中に山中の姿がなかった。中心人物で実行犯に違いない山中がいないというのは、どうにも不自然だ。

　そのことだけは聞き出そうかと思ったが、関わり合うこともあるまいと、矛(ほこ)先(さき)を祥子に変えた。

「山中の奴はどうしたんだ？　あいつが主(しゆ)犯(はん)だろ？」

「計画したのは山中。けれど、彼は実行していない」

「そうなのか。珍(めずら)しいな……」

「彼に実行できるはずがない」

「なんで」

「だって、昨日(きのう)のうちにボクが消しちゃったんだから」

　聞き間違いかと思った。だが、祥子は光夫に言い聞かせるように、もう一度繰り返すのだった。

「山中はボクが消した。だから、あいつが八坂の靴(くつ)を池に放り込むことはできなかったんだ」

「な、なに言ってるんだ？」

　思わず声に出して、祥子の正気を確かめた。祥子は気にする様子もなく、光夫に向かって微笑(ほほえ)んだ。

「あいつ、八坂をいじめていただろ？　同志をいじめる奴は許さない。だから懲(こ)らしめてやったんだ。この、魔法のステッキでね」

「おいおい……」

　いくらなんでも、話が飛(ひ)躍(やく)しすぎである。

　魔法のステッキで山中を消した？　そんなこと、できるはずがない。山中がいないのはきっと、風(か)邪(ぜ)でもひいて休んでいるからだ。ホームルームの時間に、ひよりから「山中くんは風邪でお休みです」という連絡があるに違いない。

　光夫は祥子の言葉を受け流して、自分の席に着いた。祥子は何かまだ言いたそうだったが、気づかないふりをした。




　しかし、その日、山中は学校に来なかった。風邪で休んだわけでもなかった。朝のホームルームで、ひよりが言葉を選びながら慎(しん)重(ちよう)に説明したが、要するに山中は行(ゆく)方(え)不(ふ)明(めい)になっているというのだ。

　ホームルームが終わると、山中と仲の良かった足和田たちが職員室に呼ばれ、事情を聞かれたのを端(はな)に、山中が行方不明だという噂(うわさ)は全校に広まった。どうやら、山中の家族が起き出してきた時点で、すでに彼の姿はどこにもなかったらしい。

　足和田たちにも心当たりはなかったようだ。青ざめた顔で、仲間内で額(ひたい)を寄せ合って安(あん)否(ぴ)を気(き)遣(づか)っていた。

「八坂が気にする必要はない」

　いきなり声をかけられて、光夫は飛び上がりそうになった。見れば祥子が、足和田たちを見下すように、冷たい目で一(いち)瞥(べつ)をくれている。

「奴は当然の報いを受けただけなんだから」

「……おまえが、消したって言うのか？」

「最初からそう言ったよ」

　光夫は大きくため息を吐(つ)いた。

「あのなぁ、そんなこと、できるわけないだろ？」

「できるよ」

　即(そく)答(とう)だった。

「だってボクは、世界を滅(ほろ)ぼす魔法少女なんだから。人間を一人消すことくらい、造(ぞう)作(さ)もない」

「…………」

「やっぱり、この世界は穢(けが)れているね」

　今日の天気は曇(くも)りだね、とでも言うような調子で、宣告する。

「次は、あいつらだ」

　祥子が山中を消したということは信じられない。けれど。

　この予告通り、足和田たちが行方不明となったら……。

　信じなくてはならないのだろうか、祥子の力を。

　そして。

　彼女が、世界を滅ぼす力を持っているのだということを。
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　放(ほう)課(か)後(ご)、祥子はまた光夫の後にくっついてくるのかと思ったが、「また明日」と言って、早々に帰ってしまった。拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けしたが、おかげで余(よ)計(けい)な労力を払わずに裏(うら)山(やま)に向かい、真(しん)吾(ご)たちと合流することができた。

　裏山には「鉢(はち)伏(ふせ)山(やま)」という正式名称がある。しかし、第一小学校の児童や教職員、さらに近(きん)隣(りん)住民も、通称の「裏山」を使用している。標(ひよう)高(こう)は七〇〇メートルになるが、県町の標高が六〇〇メートル前後なので、実(じつ)質(しつ)一〇〇メートル程度の本当に小山なのだ。

　真吾たちと合流したところで、光夫はギョッとした。普(ふ)段(だん)から華(はな)やかな女性陣の姿が、より一(いつ)層(そう)、華やかに咲(さ)き誇(ほこ)っていたのだ。ただ、問題なのは、その咲き誇り方である。

「な、なんだよ、その格好は！」

「えへ、似合いますか？」

　スカートをふわりとひるがえすのは、穂香(ほのか)である。まるでファンタジー映画の世界から抜け出してきたかのような魔法少女の衣装に、ハートと天使の羽をあしらった、アニメで使われていそうな魔法のステッキを持っていた。

「えいっ」とステッキを振りかざし、「言うこと聞かないと、お仕(し)置(お)きしちゃうぞ」と、茶(ちや)目(め)っ気(け)たっぷりに演技してみせる。ぜひお仕置きしてくださいとお願いしたくなるのを懸(けん)命(めい)にこらえて、光夫はリーナに目を向けた。

　リーナは、穂香とは違い、黒っぽい濃(こ)い色を基(き)調(ちよう)にした魔女っ子スタイルだった。大(だい)胆(たん)に剝(む)き出(だ)しになった太ももがまぶしく、衣装とのコントラストで一層映(は)える。頭にはとんがり帽(ぼう)子(し)をのせ、手には樫(かし)の杖(つえ)を持っている。ファンタジー映画よりは、ゲームの中から出てきたような感じだ。

「じ、じろじろ見るな！　わたくしは見せ物ではない！」

　そんな格好をしてなにを言うか。

　とはいえ、見続けるわけにもいかず、清(きよ)美(み)へと視線を動かす。

　こちらは、普段とあまり変わらない格好だった。赤と白を基調にした巫(み)女(こ)服(ふく)なのだが、よく見れば微(び)妙(みよう)に改(かい)造(ぞう)されていることがわかった。

「まさか、おまえも……」

「……巫女巫女陰(おん)陽(みよう)師(じ)・キヨミ、ただいま参(さん)上(じよう)。……ガニメデに代わって、おしおきよ」

　なんで木星の第三衛星なんだ。微妙すぎるのにもほどがある。

　その傍(かたわ)らでは、美(み)也(や)が女性陣のスカートのひらひらにじゃれついていた。彼女だけは、衣装に頓(とん)着(ちやく)しなかったらしい。

「な、なんなんだよ、みんなしてその格好は！」

「いえ、祥子さんのことを話したら、先(せん)輩(ぱい)が強引に貸してくれたんです」

　先輩というのは、穂香が所属する演劇部の部長、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)である。なにかにつけて穂香にコスプレさせる、ありがたいような迷(めい)惑(わく)なような女性だ。

　その先輩が、魔法少女と聞いて部室の倉庫から引っ張り出してきたのが、この衣装なのだという。

「祥子さん、実は寂(さび)しいんじゃないかって思って。みんな同じような格好で、一(いつ)緒(しよ)になりきってあげれば、喜んでくれるんじゃないかと思ったんですけど……。その祥子さんは、いつ来るんですか？」

「いや、あいつならさっさと帰ったよ」

「そ、そうなんですか!?」

　いつにない大声を出す。

「うぅ……、せっかく、恥ずかしいのを我(が)慢(まん)してなりきったのに……」

　穂香の行動は優しさから出たのに対し、リーナはかなり酷(ひど)い理由を持っていた。

「トランクィロ様が、着て行けとおっしゃられたのだ……」

　朝起きたら、枕(まくら)元(もと)に置かれていたのだという。しかもこの衣装は、昨日話題に上がった魔(ま)女(じよ)っ子(こ)戦(せん)隊(たい)リリカルⅤのものらしい。神様に言われたから不(ふ)承(しよう)不(ぶ)承(しよう)……、という素(そ)振(ぶ)りは見せているが、さりげなく杖を構えてポーズを決めたりしている様子から、実は気に入っているのかもしれない。

　清美のコスチュームは、やはり理沙が用意してくれたらしい。

『すべての女性が夢に見て、すべての男性が憧(あこが)れる。これが魔法少女なのよ！』

　何をさせたいのかよくわからないが、歪(いびつ)なロマンは理解している先輩だった。

「まったく、みんなまで神林の妄(もう)想(そう)に染まったのかと思ったぜ」

「まあ、そう言うなって」

　真吾になだめられつつ、光夫は早速、本題に入ることにした。

　現在、県(あがた)町(ちよう)にいるのはこのメンバーだけである。淳(じゆん)とタロウは、交代で富(ふ)士(じ)山(さん)の監(かん)視(し)にあたっているのだ。

「まだ、異常は報告されてないよな？」

「気(き)象(しよう)庁(ちよう)や日本火山学会のホームページにも、噴(ふん)火(か)の兆(ちよう)候(こう)があるような情報は載(の)っていませんでした」

　富士山だけでなく、鉢伏山からも、何の異常も感じられない。まだしばらく時間がかかるのかもしれないが、世界の危機を待つというのはどうにも落ち着かなかった。

「富士山のことなんですけど……」

　と前置きして、穂香は地図を広げた。

「今日、学校で少し調べてみたんです。富士山が世界の危機に関わっているなら、それはたぶん、噴火するということだと思います。けれど、噴火するだけで、世界が危機に陥(おちい)るものなんでしょうか？」

　確かに、噴火によって甚(じん)大(だい)な被害が発生したというニュースは聞くことはある。しかし、それは限定的な地域だけの被害で、とても世界中を巻き込むような事(じ)態(たい)になるとは考えられなかった。

「だから私は、噴火はあくまで原因の一つで、富士山の噴火をきっかけに、本当の世界の危機が起こるんじゃないかと思うんです」

　そうして考えられるのが、火山の連(れん)鎖(さ)爆(ばく)発(はつ)だった。

　富士山は、多くの火山が集中し、本(ほん)州(しゆう)中央部を縦(じゆう)断(だん)しているフォッサマグナと呼ばれる一帯にある。そのいくつもの火山が誘(ゆう)爆(ばく)する可能性があるのではないだろうか。

　さらに、富士山はマグニチュード八クラスが予想される東(とう)海(かい)地(じ)震(しん)の発生予想地である駿(する)河(が)湾(わん)にも近く、やはり富士山の噴火がこの東海地震を引き起こす可能性もある。しかも東海地震は、他の地域の地震と連動しやすい。もしこれらが連続して引き起こされれば、日本に限って言えば、確実に壊(かい)滅(めつ)的(てき)な打撃を受けるだろう。

「でも、日本の危機ではあっても、世界の危機にはならないですよね？」

「そうだなぁ……」

「それよりも気になるのは『県(あがた)』という地名のほうです。『県』についていろいろと調べているんですが、そっちのほうで火山に触れる部分があったので……」

　穂香は地図を指さしながら説明する。

「これまでの世界の危機は、私たちが住む県町を中心に、県郡、新(にい)潟(がた)の県(あがた)ヶ浜(はま)と、『県』という文字が付く場所で発生しています」

　一つ間を置いて、続ける。

「その『県』なんですが、世界の危機が起こった現場である県ヶ浜から県町、清(せい)内(ない)路(じ)村(むら)を経(へ)て富士山へ至るルートに、日本アルプスを含む多くの活火山が完全に収まってしまうんです」

　何とも言えず、唾(つば)を飲み込む。

　県では、周囲を見渡せばどこでも、四方を山に囲まれた自分を体感できる。いつも当たり前にあるものだから、特に意識したことはないが、それらのほとんどが活火山なのだ。ただの風景と化している山々が、ある日突然、一(いつ)斉(せい)に火を噴いたら……。想像するだに恐ろしい光景が広がることだろう。

「県周辺だけで世界の危機が起こっていた理由。それは、県から世界の危機が始まる『なにか』があるということではないでしょうか？」

　あくまで仮定の話でしかない。飛(ひ)躍(やく)のしすぎかもしれない。

　けれど、その仮定を笑い飛ばせる者はいなかったし、否定できる者もいなかった。現時点では火山の噴火が直接、世界の危機に繋(つな)がるとは思えないが、不安要素は尽(つ)きなかった。しかも、光夫たちが監視する鉢伏山に封(ふう)じられた魔神が絡(から)んでくる可能性もあるのだ。

　ふと、光夫は祥子の顔を思い出した。

　山中を消したと言っていた祥子。その力がもし、本物であれば……。

　彼女もまた、世界の危機に関わってくるのだろうか。
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　不安を抱え、厄(やつ)介(かい)事(ごと)も抱えている光夫にとって、学校という場所は面倒であると同時に、心の安まる空間でもあった。少なくとも授業中は、何者にも邪(じや)魔(ま)されることなく、思(し)索(さく)に浸(ひた)ることができるのだから。

　当面の問題は、世界の危機と父親である。この二つが同列に置かれているのがおかしいが、光夫にとっては笑い飛ばすことのできない難(なん)問(もん)だった。

　世界の危機は、今後の推(すい)移(い)を見守ることしかできないが、父親に関しては、自分が何かアクションを起こさない限り、ずっと家に居(い)座(すわ)るだろう。かといって、ムリヤリ追い出そうにも、母親がそれを許さないだろうし、抵抗に遭(あ)えば、光夫に勝ち目はなかった。

　もう少し穏(おん)便(びん)に、合法的に父親を抹(まつ)殺(さつ)できないかと考え、不可能だと判断し、では逆に、自分が離れればいいのではと考えた。

　それは悪くない思いつきだった。

　中学校までは仕方ないとして、高校は希望すれば県外の学校へ行くこともできる。そこで一人暮らしをすれば、永遠にではないにしろ、両親と離れることができるのだ。

　ただそうなると、越(えつ)境(きよう)入学するだけの理由も見つけなくてはならない。勉学か部活動でその道を究(きわ)めるなら可能だが、今のところやりたいことが見つかっていない光夫では説(せつ)得(とく)力(りよく)がなかった。もっとも、現在は世界の危機でそれどころではないのだが。

　そんなことを考えながら教室に入ると、教室の隅(すみ)で、神林祥子が男子に囲まれていた。

「……なにやってんだ、おまえら」

　光夫が声をかけると、男子たちは気まずそうに視線を落とした。

「まさか、変なことをしてるんじゃないだろうな？」

「う、うるさい！」

　答えたのは、山中と足和田に次ぐナンバー三の沼(ぬま)津(づ)だった。ただ、二人がいないとなにもできない、臆(おく)病(びよう)者(もの)である。

　その沼津が先頭に立って祥子に詰(つ)め寄(よ)っているのだ。なにかのっぴきならない出来事が起きたのだろう。そういえば……。

「足和田はどうした？」

　ナンバー二がいないのは不自然だった。いや、ナンバー一の山中が行方不明なのが、すでにおかしいのだが。

「……まさか！」

　昨日の会話を思い出し、光夫は祥子に目を向けた。

　男子に囲まれているにもかかわらず、祥子は怯(おび)えた素振りも見せずに立っていた。

「さっきから言っている。山中も足和田も、神の怒りに触れ、裁(さい)定(てい)者(しや)たるボクの力によって、この世界から消(しよう)滅(めつ)したって。なのに、誰も信じてくれないんだ」

　やはり、足和田は登校していないらしい。沼津たちが電話をかけても通じないという。

「信じられるわけないだろ！」

　沼津の声は悲鳴に近かった。

「なにが神だ！　なにが裁定者だ！　わけのわかんないことを言って、俺たちをバカにしてるのか!?　おまえが昨日の放課後、足和田を呼び出してるのを俺たちは見てるんだ！　それからあいつの行方はわかってない！　おまえが足和田を隠したんだ！　山中もだ！　おい！　神林！　あの二人をどこへやった！」

「だからさっきから言っている。山中と足和田は、ボクが消したって」

「だから、おまえの妄想に付きあってる暇(ひま)はないんだ！　山中と足和田をどこへやった！　俺が聞いてるのはそれだけだ！」

　なんだか妙な具合になっている。

　沼津は山中と足和田が行方不明になったのは、祥子のせいだと指摘している。祥子はそれを認めているのだが、例の妄想を交えた発言をするため、沼津は本気で取り合わないのだ。

　両者はすれ違ったまま、言い争いを続けている。滑(こつ)稽(けい)なことこの上ないが、このままでは堂(どう)々(どう)巡(めぐ)りだ。

　こうしている間にも、教室には次々にクラスメイトがやってくる。不(ふ)穏(おん)な空気を感じとって、職員室へ向かう児童も出てくるかもしれない。教師が介(かい)入(にゆう)することに問題があるわけではないが、事態を解決できるとも思わない。話はややこしくなりそうだし、なんだかんだで自分が祥子のフォローに回ってしまいそうなので、なるべくならここだけで騒ぎを収めておきたかった。                                  　

「おい、神林」

「なに？」

「ちょっと来い」

「八坂、おまえは関係ないだろ！」

　沼津が突っかかってくるが、光夫は無視して祥子を廊下へと連れ出した。

「足和田も、おまえが消したのか？」

「そう。八坂にひどいことをしたからね。その見せしめだよ」

　確かに、沼津たちはどこか怯えていたが、怒りと憎しみを余計に増(ぞう)幅(ふく)させたのも事実だ。見せしめとしての効果は、半分ほどしかなかったようだ。

　だがそれも、本当に祥子が手を下したと仮定した場合の話だ。何らかの事件に巻き込まれた山中と足和田の存在を利用して、自分の妄想を現実のものとして、周囲に認めさせようとしているように見えなくもない。

　自分はどうするべきだろう。

　確証もないまま、祥子を止めるべきか。それとも、妄想だと断じて、放っておくべきか。

　ただ、光夫は放っておくことはできなかった。放っておけば、祥子は男子のターゲットにされる。自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)かもしれないが、間違った思い込みであっても自分を慕(した)っている女の子を見捨てることなどできなかった。かといって、本当に力があるわけでもないのに祥子を止めるのもおかしな話だし、妄想に付き合うのもご免だった。

　結局、世界の危機と同じである。いつも後(ご)手(て)に回るしかないのだ。

　そんな自分に、光夫は腹立たしさを覚えた。




　事態は、光夫が思っている以上に大(おお)事(ごと)になっているようだった。

　休み時間の間に、足和田が行方不明になっていることが伝わり、緊(きん)急(きゆう)の職員会議が行われた。児童が二人も行方不明になったのだ。まだ午前中にもかかわらず帰宅の準備をさせられた。

　光夫は沼津たちが何かしでかすのではないかと危(あや)ぶみ、警(けい)戒(かい)していたが、光夫が思っているよりも素早く、そして迅(じん)速(そく)に、沼津たちは行動した。

「これから教室は俺たちの貸し切りだ。女子と関係ない男子は出て行け。それから神林、おまえは残れよな？」

　命令口(く)調(ちよう)に顔をしかめる者が多かったが、巻(ま)き添(ぞ)えを食らってはご免だとばかりに、クラスメイトたちはむしろ率(そつ)先(せん)して、教室を出て行った。

「おい、何をする気だ？」

「八坂は最近、神林と仲良かったよな？　ついでだからおまえも見て行けよ」

　出入り口のドアにつっかえ棒(ぼう)をして、教室を密(みつ)室(しつ)にする。沼津たちは、朝と同じように神林を取り囲んだが、それだけではなかった。

　二人の男子が祥子の肩(かた)を摑(つか)んで押さえ込む。

「なあ、神林、もう一度訊(き)くぞ？　山中と足和田をどこへやった」

「何度も言わせないで。あの二人は、ボクが消したんだ」

「ふざけんな！」

　激(げつ)昂(こう)し、沼津が祥子の胸ぐらを摑みあげる。祥子は身をよじるが、押さえつけられているため、逃げられない。

「沼津！」

　駆(か)け寄(よ)ろうとする光夫を、残った男子が羽(は)交(が)い締(じ)めにして近寄らせなかった。バリアを使って弾(はじ)き飛(と)ばしてやろうかと思ったが、怪(け)我(が)では済まない可能性もあり、さすがに思いとどまる。

　沼津は瞳に狂(きよう)気(き)と怒(ど)気(き)をみなぎらせ、引きつった笑みを浮かべながら、祥子の胸ぐらを捻(ひね)りあげた。

「神の遣(つか)いだか裁定者だか知らないけどよ……」

　まずい。

　血走った目に青(あお)筋(すじ)の浮かんだ額。沼津は怒りに我を忘れている。

　止めようとするが、押さえ込まれた光夫は身動きがとれず、防ぎようがなかった。

「こんなものを着てるから、まともに話ができないんだよ！」

　摑んだ胸ぐらを、思いきり引っ張る。

　ボタンが弾け飛び、イヤな音を立てて、ドレスの生(き)地(じ)が引きちぎられる。
















　襟(えり)から胸(むな)元(もと)が大きく裂(さ)け、首から鎖(さ)骨(こつ)へのラインが丸見えになった。「おぉっ！」という歓(かん)声(せい)があがった。

　幸いにと言うべきか、祥子はドレスの下にキャミソールを着ていた。おかげで大切な部分は隠されたままだったが、破れたドレスと相まって、見ようによっては充分に扇(せん)情(じよう)的(てき)な姿になっていた。

　好(こう)奇(き)の視線に曝(さら)されながらも、祥子は歯を食いしばって耐(た)えていた。悲鳴を飲み込むように頻(ひん)繁(ぱん)に喉(のど)を動かし、恥ずかしさで紅(こう)潮(ちよう)する顔面をよそに、冷(れい)静(せい)でいようと心がけ、沼津たちを睨(にら)みつけている。

「なんだよ、その目は……」

　祥子の視線に、沼津はハッキリと気(け)圧(お)されていた。反射的に、手が振り上げられる。

「なにか言いたいのかよ！」

「やめろ！」

　光夫は声の限りに叫(さけ)んで制(せい)止(し)するが、届かない。

　だが、そんな沼津に対し、祥子は鼻で笑って体の力を抜いた。無(む)抵(てい)抗(こう)のようでありながら、「やれるものならやってみろ」と、無言の圧力をかけているようでもあった。

「…………っ！」

　沼津の振り上げた腕が行き場を失ったままになる。祥子を押さえつける二人も、顔を見合わせて、おそるおそる手を離した。

「今日は、これくらいにしておいてやる」

　最低の捨(す)て台詞(ぜりふ)を吐(は)いて、沼津はランドセルをひっつかみ、ドアのつっかえ棒を乱暴に外して教室を出て行こうとした。そこへ、校内放送のチャイムが流れる。

『緊急連絡です。全校児童は至急、教室へ戻ってください。繰り返します、下校を中止して教室へ戻ってください』

　突然の放送に、沼津たちの足が止まる。そこへ、ひよりがやってきた。

「はい、みなさん、教室に中に戻ってねー。事情を説明するから席について……、あ、あれっ？」

　ドアを開けた姿勢のまま、ひよりがびっくり眼(まなこ)でこちらを見つめた。

「え、えっと、八坂くん、神林さん……？」

　びっくりするのもムリはない。祥子の服はビリビリに破れ、まるで手を下したかのように光夫が側(そば)にいるのだ。

「その、私、お邪魔だったかしら？」

「いやいやいや！　先生！　なにか勘(かん)違(ちが)いしてるぞ!?」

「で、でも……」

「ご、誤(ご)解(かい)だ！　これは、その、俺が躓(つまず)いた拍子に神林の服を破っちゃって、みんなを教室から追い出して、体操着に着替えさせようとしてだな！」

「体操着を貸そうとして、そんなに寄り添って……？」

「だから、違う、違うんだぁ！」

「……だったら、八坂くんも早く教室から出なさい」

「……はい」

　納(なつ)得(とく)したわけではないだろうが、ひよりはこの場を見逃してくれるようだった。

　教室を出ると、ひよりも光夫の後を追ってきた。

「八坂くん、一つ、聞きたいんだけど」

「な、なんですか？」

「なにか問題があったら、遠(えん)慮(りよ)なく先生に言ってね。神林さん、ああいう子だから、周りとうまくやっていけてないようだから……」

「は、はぁ……」

　問題が発生し、光夫では対処しきれてない以上、ひよりに告げる手もあったかもしれない。けれど、光夫は何も言わなかった。言ってしまえば、屈(くつ)辱(じよく)に耐えた祥子の努力をムダにしてしまう気がしたのだ。

「それと……」

　眉(まゆ)をひそめて、光夫をじっと見(み)据(す)える。

「八坂くん」

「はい」

「八坂くんにも、なにかあったら、先生に言うのよ？」

　ああ、そうなのか。

　光夫は理解した。

　ひよりは、ある程度のことは知っているのだ。光夫のことも、祥子のことも。それでいて見て見ぬふりをしているのは、二人の自(じ)尊(そん)心(しん)を思いやってのことなのだ。もし、さらに問題が発展するようなら、ひよりは問(もん)答(どう)無(む)用(よう)で、光夫たちの間に介入してくるだろう。

　やはり、ひよりは大人であり、教師だった。光夫が思っている以上に視(し)野(や)が広く、自分たちのことをよく見ている。

　子供たちのことをよく見ているのは、教師にとっては当然のことだ。特別なことではない。その特別でないということが、気にかけてもらいながらも不満なのは、まだ自分が子供だからなのだろうか。大人になれば、もっと別な見方ができるようになるのだろうか。もっと別な感情を抱けるのだろうか。

　着替えを済ませた祥子が教室から顔を覗(のぞ)かせる。ひよりは何事もなかったかのように、「じゃあ、みんな教室に入って」と促(うなが)した。

　下校が中止になったのは、今から帰っても家族が誰もいない児童がいるためだった。なので、通常通り授業を行い、放課後は地区ごとにまとまって集団下校するということになった。

　困ったことに、光夫と祥子は同じ集団になった。地区は違うのだが、途中までは同じグループになってしまうのだ。

　校舎を出ると、遠くに真吾たちの姿が見えた。河原(かわら)で待ってろと、身振り手振りで伝える。

　下校中の祥子は、すっかり元の調子を取り戻していた。

「八坂、もう一度訊く。ボクの仲間にならないか？」

「仲間になって、一緒に世界を滅ぼそうっていうんだろ？」

「そうだ」

「けど、俺には世界を滅ぼす理由がないからな……」

「八坂」

　強い口調で、たしなめるように言う。

「先ほどの出来事を忘れたか？」

「…………」

「八坂も見ただろう？　あれが人間だ。愚(おろ)かだとは思わないか？　男子も男子だが、女子も女子だ。ボクが一人残された時点でどんなことが起きるのかわかっているはずなのに、全員見て見ぬふりだ」

「…………」

「そんな中、八坂だけだ、ボクを助けようとしてくれたのは」

「助けようとしただけだけどな。実際に助けられなきゃ、意味がない」

　自(じ)嘲(ちよう)すると、祥子はそんな光夫を諭(さと)すように、優しい口調になって言った。

「なぁ、八坂、もういいだろう？」

「……え？」

「早く見切りを付けよう、こんな世の中。愚かで、穢れていて、醜(みにく)いこの世界は滅びるべきなんだ。八坂、ボクに力を貸してくれ。いや、側にいるだけでもいいんだ。八坂がいればボクは、他になにもいらない。心おきなく、世界を滅ぼせる」

　言い返すことはできなかった。間違っているとも言えなかった。だから光夫は、違う質問をぶつけてみた。

「世界を滅ぼして、二人だけになって、どうするんだ？　そんな世界で、俺たちは生きていかなくちゃならないのか？」

「アダムとイヴだよ」

　一拍遅れてそれが意味するところを理解し、光夫はギョッとした。

「ボクと八坂で、新しい命を産み出し、新しい世界を創(つく)っていけばいい。だから八坂、世界を滅ぼすのにも、キミが必要なんだ」

「俺に選(せん)択(たく)権(けん)はないのかよ」

「ある。だからボクは、懸命に八坂を説得している」

　光夫は天を仰(あお)いだ。

　周りの児童が聞き耳を立てているのはわかっている。祥子にとってはいつものことだろうが、自分まで同類だと思われるのは勘弁してほしかった。




　家の中にランドセルを放り投げ、河原へ急いで行くと、何かを勘違いしたらしい真吾たちがにやけた笑みを浮かべて出(で)迎(むか)えた。

「下校デートとは、また青春だねぇ」

「ふん、ガキのくせに、色気づきおって」

「おまえらの目は節(ふし)穴(あな)か！　どう見ても単なる集団下校だったろ！」

　怒(ど)鳴(な)りつつ、学校での状況を説明して、本題に入った。

「そっちは何か、変わったことはあったのか？」

「はい。裏山と富士山ですけど、両方とも、昨日より危機の波動が強くなっています」

　穂香が答える。

「けど、富士山のほうは、まだ目立った活動はないんだよな？」

「そうなんです。でも、このまま日を追うごとに強くなっていけば、いずれはなんらかの現象が起きるとは思うんですが……」

　やはり、現段階ではまだ様子見しかないようだ。

　そこへ、富士山周辺の監視に当たっているはずの淳とタロウがやってきた。

「どうしたんです？　なにかあったんですか？」

　真吾が訊くと、淳とタロウは顔を見合わせて、煮(に)え切(き)らない口調で言った。

「まあ、その、なんだ。噂程度なのだが、不(ふ)審(しん)者(しや)の目(もく)撃(げき)情(じよう)報(ほう)がいくつかあったのだ」

「こ、ここ二、三日の間に、お、おかしな格好をした女の子が目撃されてるんだな」

「おかしな格好？」

「どんな奴なんです？」

　再び淳とタロウは顔を見合わせ、なぜか光夫に視線を向けてきた。

「そのおかしな格好なのだがな……」

「ど、どうやら、ま、魔法少女っぽい格好を、し、してるみたいなんだな」

「魔法少女!?」

　全員、同じ人物の顔を思い浮かべたに違いない。

「ちょ、ちょっと待てよ」

　思わず、光夫はみんなの想像にストップをかけた。

「あいつが……、神林が、富士山の周りをうろちょろしてるっていうのか？」

　そんなはずはない。

　祥子は毎日学校に来ている。学校が終わってから富士山周辺まで行って、次の日の朝までに戻ってくるということは、不可能ではないがムリがある。だいたい、そんなことをする意味がないし、祥子が富士山の近くに行く理由もない。

　さっきからいじめられたときの祥子の姿が、何度もフラッシュバックする。それで同情心が働いたのか、自分でも不思議なほど、光夫は祥子をかばった。けれど、淳とタロウが仕入れてきた目撃情報を総合すると、それはどう考えても祥子にしかなりえなかったのだ。

「小学生くらいの女の子で、魔法少女っぽい格好をして、へんてこなステッキを持っていた……」

「髪の長さや顔立ちの印(いん)象(しよう)も、祥子さんですよね……」

「でも、仮に神林さんだったとしても、あの子が目撃されてるだけなんだろ？　なにかをしているわけじゃないんだよな？」

　真吾が現実的な指摘をするが、タロウはそうは思っていないようだった。

「今のところはな」

　タロウはもう、祥子を世界の危機の一部だと決めつけているようだった。穂香は、祥子のフォローに回る。

「祥子さんからは、世界の危機は感じないですけど……」

「時間の問題かもしれん」

　そう言われて、反(はん)論(ろん)できない。

「ま、ここでうだうだ考えても始まらない」

　光夫は結論を述べた。

「事態は少しずつ動いてきてる。明日になればまた新しい動きがあるかもしれない。俺たちには待つことしかできない。だったら、もう少し様子を見ようじゃないか」

　そうすれば、祥子が無関係だということがわかるかもしれない。

　なぜか、教室でいじめられていた祥子の姿ばかりが脳(のう)裏(り)をよぎる。その姿に触(しよく)発(はつ)されてか、祥子が無関係だと信じたい自分がいることに、光夫は気づいた。

　そう、明日になれば、ハッキリするはずだ。明日でなくてもいい。いつかハッキリすればいい。何もかも。

　だが、次の日。

　光夫の期待を裏切る形で、事態はハッキリとした姿を見せるのだった。




４




　翌日も、光夫は父親と顔を合わせないように早めに家を出ようとしたが、さすがに何度も同じ手は使えなかった。

　光夫が起き出すと、信一はすでに居(い)間(ま)に腰を下ろしていて、着替えまで済ませていた。

「光夫、話がある。そこに座りなさい」

　光夫は無視して居(い)間(ま)を通り過ぎようとした。

「おい、光夫。待ちなさい」

「俺は話すことなんかなにもない」

　居間を出たところで、頼子とバッタリ遭(そう)遇(ぐう)してしまった。

「光夫、お願いだからお父さんの話を聞いてあげて」

「あんな奴の話なんか聞くだけムダだ。俺は学校に行くからな」

「そうはいかない」

　信一がやってきて、チラリと玄関に目を向ける。

「まさか……」

「まだ早いんだろ？　ちょっと散歩でもしようじゃないか」

　断(だん)固(こ)拒(きよ)否(ひ)したかったが、家を出ないことにはどうしようもない。光夫は黙(だま)って靴(くつ)を履き、家を出た。

　その後を、信一がついてくる。

「時間があるなら河原のほうへ行こうか。朝の川辺ってのは、気持ちいいぞぉ」

　知っている。朝の四時に幼い光夫を釣(つ)りに連れ出したのは、他ならぬ信一なのだ。もやのかかった水面(みなも)の幻(げん)想(そう)的(てき)な光景や、昼間とは違った静(せい)謐(ひつ)な空気は、いまでもぼんやりと覚えている。苦い思い出にすぎないが。

　河原に来ると、信一は土(ど)手(て)を下り、流れの穏(おだ)やかな川を前に、大きく伸びをして深(しん)呼(こ)吸(きゆう)するのだった。

「んあー、久しぶりだとより気持ちいいなぁ」

「…………」

「休みの日にはまた、釣りでもするか？」

「…………」

「天気のいいときに、弁当持って、母さんも連れて」

「…………」

「なぁ、光夫」

「…………」

「好きな子、いるか？」

　光夫はがくっとつんのめった。

「どうしてそんな話題がいきなり出てくるんだ!?」

「ははは、いや、青少年と交流を図るには、色(いろ)恋(こい)沙(ざ)汰(た)が一番らしくてね」

「いたとしても、親に話せるかよ」

「えぇっ？　そういうもんなのか？」

「…………」

「いやはや、まいったな」

「…………」

「なぁ、光夫」

「…………」

「もし好きな子がいたら、大切にしろよ？」

「おまえがそれを言うか」

「まぁ、そうなんだがな……」

　いったい、なにが言いたいのだろう。

　とても実のある会話ができるとは思えず、光夫は苛(いら)立(だ)った。

「話がないなら、俺は学校に行くぞ」

「な、なぁ、光夫」

「……なんだよ」

「どうすれば、許してくれる？」

「……知るか」

「じゃあ、どうすれば、僕の話をちゃんと聞いてくれるんだ？」

　どうやら、何かを話したいのは本当らしい。けれど、光夫は特に聞きたいと思わなかった。聞く必要性を感じなかった。

「そうだな……。この世界が滅んでしまうような、今までの日常がひっくり返るような事態が起きたら、聞いてやってもいいかもしれない」

　何も知らない信一にしてみれば、絶望的な通告のはずだった。なのに、信一は困(こん)惑(わく)するでも不思議に思うでもなく、タハハと苦笑いを浮かべて、頭をかくのだった。

「そりゃ、そんな世界が来て欲しくはないけど、光夫と話をするには来てもらわなくちゃいけないなぁ。いやはや、よわったなぁ……」

　どこか引っかかる物言いだが、光夫の真剣な皮(ひ)肉(にく)を笑って済まされたので、癪にさわることこの上なかった。

「……もう、行くからな？」

「そんな時間か……。んじゃ、仕方ない」

　予想外に、あっさりと引き下がった。

「まあ、話し合ってもいいかどうか、ちょっと考えてみてくれ」

「……ちょっとはな」

「オーケー」

　それで、光夫は信一と別れた。




　そういえば朝も集団登校するはずだったと思い出し、バツが悪くなったものの、すぐに「まぁいいか」と開き直って、光夫は学校に向かった。信一に付き合ったおかげで、学校にたどり着いたのは授業開始五分前だった。

　さて、集団登校しなかった言い訳をどうするか……。

　そう考えながら教室の扉(とびら)を開けた光夫は、我(わ)が目(め)を疑(うたが)った。

　教室の中に、誰もいなかったのだ。

　一時間目は移動教室か体育だっただろうかと思ったが、そんなことはないし、そもそも授業前にホームルームがあるのだ。誰もいないというのはありえない。

　では学校自体が休みなのかと思ったが、他のクラスや学年は普通に登校しており、いつものように、授業前の賑(にぎ)やかさを至るところで響(ひび)かせていた。

　いったい、どうしたというのか。

　教室に入るべきか迷っていると、背後に気(け)配(はい)を感じた。振り向くと、そこには祥子が立っていた。

「……どうしたの？」

「い、いや……」

　祥子は相変わらずの魔法少女の格好だった。どうやら修(しゆう)繕(ぜん)を施(ほどこ)したらしい。一晩で仕上げる辺(あた)り、手先が器(き)用(よう)なのかもしれない。

「入らないの？」

「う、まぁ……」

　とまどう光夫の脇(わき)をすり抜けるように、祥子は教室へと入っていった。

　すぐに異(い)変(へん)に気づくかと思ったが、彼女はまったく気にする様子を見せず、平然と自分の席に腰を下ろす。

「お、おい、神林。平気なのか？」

「……なにが？」

「だって、もうホームルームが始まるのに、誰もいないんだぞ？　おかしいと思わないのか？」

　祥子はまっすぐ光夫の目を見据えて、「思わない」と簡(かん)潔(けつ)に答えた。

「どうして！」

「ボクが、みんなを消したから」

　絶(ぜつ)句(く)した。

　何(なに)気(げ)ない口調に秘(ひ)められた恐るべき事実に、光夫は思いがけず背(せ)筋(すじ)を震(ふる)わせた。

「消した、だと？」

「そうさ」

　ニヤリと笑って、体を光夫のほうに向ける。

「愚(ぐ)民(みん)共(ども)は、消えてしかるべき存在だ。そうは思わないか、八坂―いや、アルジェス」

　流し目を送られて、光夫は総(そう)毛(け)立(だ)った。

　誰だ、これは。

　心の中で自問してしまうほどに、祥子は豹(ひよう)変(へん)していた。

　言葉遣いが違う。目つきが違う。それ以上に、雰(ふん)囲(い)気(き)が違っていた。

　尊(そん)大(だい)で、居(い)丈(たけ)高(だか)で、他人をなんとも思わない冷(れい)淡(たん)な態度。光夫に対しても、対等以上の関係のような口調で接している。この変化はなんだ？

「もうすぐだ」

　混乱する光夫をあざ笑うかのように、祥子はくつくつと声を上げながら、続けた。

「もうすぐ世界の終末がやってくる。アルジェス、そのときにはきみがボクの隣(となり)にいることを、ボクは心の底から望むよ」

　そのとき、ホームルーム開始のチャイムが鳴った。同時に、担任のひよりがやってくる。

「おはようございまーす！　今日も頑(がん)張(ば)って勉強しましょ……、あれ？」

　教室の中を見渡して、呆(あつ)気(け)にとられる。

「二人だけ？　え？　みんなどこに行ったの？　まさか、ボイコットとかじゃないわよね!?」

「みんな、学校に来てないみたいです……」

「みんな……？」

　そこで思い当たったのだろう。ひよりの表情が硬(かた)く引(ひ)き締(し)まる。

　一昨日(おととい)は山中が行方不明になった。昨日は、足和田が行方不明になっている。この二人のことはすでに警察に通報されており、大(だい)規(き)模(ぼ)な捜(そう)索(さく)が行われているはずだ。どこでも報(ほう)道(どう)されていないのは、誘(ゆう)拐(かい)の線が捨てきれないからだろう。おそらく、警察とマスコミの間には報道協定が結ばれているに違いない。

　そして、今日である。クラスのほぼ全員が登校していないのだ。

「ふ、二人とも、ちょっとここで待ってて……ううん、やっぱり一緒についてきて！」

　ひよりの慌てぶりが、嫌でも現実を突きつける。

　一人二人ならともかく、三〇人からの子供が一斉に消えたのだ。これがただの事件や事故であるはずがない。

　ひよりの後に続いて歩く光夫は、自分の後ろにピッタリとくっついてくる祥子を振り返ることができなかった。

　光夫の期待は裏切られた。

　間違いない。

　クラスメイトたちは祥子の手によって、消されたのだ。




　職員室で報告を終えると、ひよりは二人を送っていくと言い出した。

「詳(くわ)しいことがわかるまで、自(じ)宅(たく)待(たい)機(き)。おうちの人には、先生のほうから説明しておくから」

　どう説明するのかはわからなかったが、言うとおりにするしかなかった。

　他のクラスや学年は、平常通り授業が行われるらしい。いきなり全校生徒を帰宅させては混乱が生じるし、この時間帯では家に家族がいない子供もいるので、仕方のない処(しよ)置(ち)のようだった。

　家に帰ったものの、家族は不在で、ひよりは光夫を一人残していくのが不安のようだった。

「大丈夫だって。外を出歩かないし、親にも連絡しますから」

「そ、そう？　絶対に家を出ちゃダメだからね？　絶対だよ？」

　念を押しに押して、ひよりは祥子の家に向かった。結局、あれから祥子の顔をまともに見ることはできなかった。

　光夫は言いつけ通り、家にこもった。昼にはカップラーメンを引っ張り出して食べ、現状報告と生存報告を兼(か)ねて、真吾や穂香とメールでやりとりをした。

　時間はたくさんあって、考えることもたくさんあったはずなのに、ちっとも頭が働かなかった。気づけば午後四時をまわり、真吾たちから授業の終了メールが届いていた。

　騒ぎが大きくなったことで、学校の近くでは教師たちに見とがめられる可能性が高いので、いつもの河原へ集まることになった。

「しかし、えらいことになったなぁ」

　集合して開(かい)口(こう)一(いち)番(ばん)、真吾が誰もが思っている感想を口にした。

「でも、祥子さんからはやっぱり世界の危機は感じないんですよ？」

「イワサカのこともあるからな、一(いち)概(がい)には言えんだろう」

　岩(いわ)坂(さか)と聞いて、美也の耳が跳(は)ねあがった。

　岩坂とは、美也の飼い主のことである。魔(ま)神(じん)でありながら魔神を狩(か)っていた彼は、リーナの魔剣を奪うために真吾たちと対立したが、現在は改心し、己(おのれ)を見つめ直す旅に出ている。

　岩坂は真吾たちと対立はしたが、世界の危機の波動は感じられなかった。だから、祥子についても同じことが言えるのではないかと、リーナは指摘したのだ。

「裏山と富士山のほうはどうなってる？」

「昨日よりも、波動が強くなってます」

　祥子が、何らかの力を得て、光夫のクラスメイトたちを消したのは間違いない。しかし、それが世界の危機に絡んでくるのかは、現状ではまだわからなかった。

　祥子は自分の妄想の世界に生きている。だが、なぜ妄想の世界に生きるようになったのだろう。どうして、世界を滅ぼそうなどと考えるのだろう。

「心当たりは、少しだけありますよ」

「ほ、本当か、穂香姉ちゃん！」

「はい。それはですね、光夫くんです」

「…………は？」

「たぶん祥子さんは、光夫くんのために、いろいろと動いているんだと思います」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　どうしてそうなるんだ!?」

「祥子さんの言動を見てれば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)です。クラスメイトを消したのは何でですか？　光夫くんがいやがらせを受けたからですよね？」

「…………」

「それだけじゃありません。なにかにつけて、祥子さんは光夫くんを仲間に引き入れようとしてましたよね？　世界を見限って滅ぼすなら、光夫くんだけを助けるようなマネをするのは、どうしてだと思います？」

「ど、どうしてなんだ？」

「それはわかりません」

「わからないのかよ！」

「だから、聞き出すしかないんです」

「き、聞き出す？」

「はい。二人きりで、面と向かって、ね」

「面と、向かって？」

　今日の祥子を思い出して、光夫は首を振りたくなった。あの祥子とまともに顔を合わせて、身の上話などできそうもない。

「……じゃあ、遊(ゆう)園(えん)地(ち)」

　いきなり提案してきたのは清美だった。

「ゆ、遊園地？」

　光夫だけでなく、真吾たちも目を丸くする。

「……そう、遊園地。気になるあの人とドキドキ初デート。あまりの楽しさに、ポロリと本(ほん)音(ね)がこぼれちゃうかも？」

「…………」

「……だから、遊園地」

「……い、いいんじゃないか？　遊園地」

　突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もない提案に、真吾がムリヤリ乗ってきた。冗談じゃないと光夫は思ったが、よくよく考えればファーストフードのお店や河原なんかで顔をつきあわせるよりは、よっぽど話がしやすいかもしれない。

「……決定？」

「あ、ああ」

「……じゃあ、みんなで遊園地」

「あのな、いままでの話を聞いてたか？　これは二人きりじゃないと意味がないんだよ」

「……だいじょうぶ。私たちはこっそり隠れて見てるだけだから」

「出(で)歯(ば)亀(がめ)かよ！」

「……真吾くん、楽しみだね」

「しかも楽しむ気なのか!?」

　何はともあれ、方向性は決まった。あとは祥子が、何を言い出すかにかかってくるだろう。




５




　一方、淳とタロウは富士山周辺の町で、地(じ)道(みち)な聞き込み調査を行っていた。

　今日も、何件か魔法少女らしき人影を見たという情報が集まり、適当な公園の一(いつ)角(かく)に陣(じん)取(ど)って、コンビニで買い込んだ食事をとりながら、一人と一匹は新聞を広げた。

　不審人物の目撃談と一緒に耳に入るのは、行方不明者の話題だった。

　伝(でん)聞(ぶん)を頼りに新聞を買(か)い漁(あさ)ってみたところ、地元の新聞に、確かに行方不明者が出ているという記事が載っていた。

　行方不明になっているのは三人。三日前から一日一人ずつ、行方不明になっている。

　三日前といえば、富士山周辺で不審人物が現れ始めた頃と同じである。

「偶然の一致、ではないだろうな」

「う、うん……」

　行方不明者の住所と、魔法少女が目撃された現場は、ピタリと当てはまる。付近の住民は、表だって口にはしていないが、両者の関係を密(ひそ)かに噂していた。

「だが、この不審者が祥子殿だという確証がない」

　あくまで魔法少女「らしい」格好ということで、実はその辺の印象は曖(あい)昧(まい)なのだ。中には、ゴスロリもピンクハウスも、みんなまとめて魔法少女だという認識を持っている人もいるくらいなのだ。

「や、やっぱり、ぼ、僕たちが見つけることができれば、い、一番なんだな」

　そのためには、地道に張り込むしかない。

「まあ、そちらはひとまず置いておくとしてもだ。いったい、どんな理由があって、行方不明者は行方をくらましたのだ？」

　真っ先に考えられるのは無差別誘拐犯の仕(し)業(わざ)ということだが、まだ誘拐されたとか、身(みの)代(しろ)金(きん)を要求されたとかいう情報はない。そもそも、まったく関係のない人間を三人も誘拐する必要がないし、意味がない。

　自殺や蒸発という可能性も、調べた限りではないようだ。年齢も性別もバラバラだが、家庭や仕事に問題やトラブルを抱える者はおらず、こちらの線も薄(うす)い。

　信心深い老人などは、「神(かみ)隠(かく)し」という言葉を使っていたが、一般的には無視されている。ただ、淳やタロウにとっては、これが一番、しっくりくる理由のように思えた。

　世界の危機の波動は、日を追うごとに強くなっているらしい。それは見方を変えれば、行方不明者が出るたびに世界の危機の波動が強くなっているとも言えるのだ。

　タイミングだけを見れば、世界の危機を感じるようになったのと、行方不明者が出始めたのはほぼ同じである。同列に扱うべきかはわからないが、祥子の出現と、魔法少女の目撃も、同じ時期である。

　イヤな予感がしてならない。

「ひとまず、真吾たちと合流して、情報の交換を行うべきだな。向こうでも、何か進展があったかもしれん」

　こうして、淳は県町に帰り、タロウは引き続き富士山の監視と不審者の捜索を続けることになった。




　その夜――




　月明かりに照らされながら、タロウは人(ひと)気(け)のない畑の中に身を隠すようにして歩いていた。

　人通りの多い場所でいきなり人間が失(しつ)踪(そう)するとも思えないし、かといってまったく人が通らないような裏道では意味がない。

　ほどほどに人が通って、ほどほどに人気のない場所となると、人家が近くにある農地の周辺ということになってくる。

　この見立てが正しいかはわからないが、他に思いつかないのだから仕方がない。幸いにも、タロウは犬だ。夜中に畑の中を歩き回っていても、見とがめられて叱(しか)られることもないし、姿(し)勢(せい)を低くするだけで、簡単に身を隠すこともできる。

　タロウは富士山に目を向け、その雄(ゆう)大(だい)な姿にしばし心を奪われた。

　はっきりと形がわかるほどに月明かりがまぶしく、ああ、そういえばもうすぐ十五夜だなと、風(ふう)流(りゆう)なことも考えた。光夫ではないが、世界の危機とは関係なく、この場にいたかった。

　もし世界を危機から救うことができたら、みんなで富士山をバックに月見をするのもいいかもしれない。

　そう未来に思いを馳(は)せたとき……。

　まぶしい光が、タロウの視(し)界(かい)の隅をかすめた。

　車のヘッドライトかと思ったが、違う。光は同じ場所から動かず、また、どんどん輝(かがや)きを増している。

　タロウは畑の中から飛び出した。

　一〇〇メートルほど走った道路脇に、光(こう)源(げん)はあった。そこでタロウは、信じられないものを目にした。

「し、祥子殿……!?」

　そこにいたのは祥子だった。魔法少女の格好をして光り輝く赤い宝(ほう)石(せき)がはめ込まれたステッキを振り上げている。

　……なに？

　……光り、輝く？

　タロウはギョッとした。

　あの宝石はただのガラス製ではなかったか？　それがどうして光るのか。

　仮に光るような機能がついているとしよう。だが、これほどまぶしく、まともに光を目にできないほど輝くものなのか？

　そしてなによりも……。

　祥子の足下には、一人の男性が横たわっていた。その男性が光に包まれ、白一色に包まれたかと思うと、次の瞬間には、光と共に跡(あと)形(かた)もなく消え去っていた。

「なっ!?」

　タロウは愕(がく)然(ぜん)とした。思わず後ずさりながら、いま見た光景を必死で理解しようとする。

　消えた？

　人が消えたのか？

　いや違う。消えたんじゃない。消したのだ！

「し、祥子殿……？」

　タロウはおそるおそる、祥子の顔を見上げた。

「お主(ぬし)、何をしているのだ……？」

　祥子はゆっくりと、タロウに向き直った。

「あのときの、八坂の友人の飼い犬か……」

　興味深そうに、タロウの顔を覗き込む。

「人(じん)語(ご)を解(かい)すとは……、ふん、おもしろい。だが、そうか……、見られたか」

　戦(せん)慄(りつ)が全身を駆け抜けた。

　突然の展開に、恐(きよう)慌(こう)状(じよう)態(たい)のタロウは瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)石(せき)を使うのも忘れて、祥子の顔に、瞳に見入っていた。

「祥子殿、お主……」

「見られたからには、ただで帰すわけにはいかない」

　宝石のはめ込まれたステッキを、振り上げる。

　その一連の流れが、美しく、妖(よう)艶(えん)で、儀(ぎ)式(しき)ばっていて、タロウの意識を引き付け、縛(しば)り付(つ)ける。

　なんということだ。

　本当に神林祥子が、人を消していたのか。

　光が、タロウを包んでいく。

　まぶしさに目を細め、タロウが最後に見たのは、無感情だが、底の深い、祥子の黒い瞳だった……。




　祥子は一人、踵(きびす)を返した。

　あの犬がなんでこんな所にいたのかはわからないが、関係ない。人語も解していたようだが、それもこの際、どうでもいいことだ。

　見られてしまったのは誤(ご)算(さん)だったが、うまく対処できた。何も問題はない。

　そう、世界は着実に、滅びに向かっているのだから。いずれも些(さ)細(さい)な出来事だ。

「八坂……」

　祥子は富士山を振り仰ぎ、その背景に、光夫の姿を思(おも)い描(えが)いた。

「ボクは間違っていない。そうだろう……？」
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　翌(よく)日(じつ)、ちょうど土曜だったとはいえ、早朝からの急な申し出にもかかわらず、祥(しよう)子(こ)は遊(ゆう)園(えん)地(ち)へ行くことを断らなかった。心なしか上ずった声で「うん」と、可愛(かわい)らしい返事までしてみせた。

「遊園地に集合でいい？」

「ああ、そのつもりだったからな」

「お昼はどうするの？」

「遊園地で適当に食べるつもりだ」

「じゃあ、それで」

　最後に待ち合わせ時間を決めて、電話を切る。

　そうして向かった待ち合わせ場所には、先(せん)客(きやく)がいた。

「……おまえら、何やってるんだ？」

　そこには真(しん)吾(ご)を囲むようにして、穂香(ほのか)、リーナ、清(きよ)美(み)、美(み)也(や)が待(ま)ち構(かま)えていたのだ。しかも、女性陣は全員、この前着ていた魔法少女の格好、真吾もまた、怪(あや)しげなマントを羽(は)織(お)っている。

「一応、遠くから見守ろうかと思ってな」

「本当に覗(のぞ)きに来たのか!?」

「人聞きの悪いこというな！」

「しかもその格好はなんだ!?　そんな目立つ格好で覗こうとしてるのかよ！」

「ああ、そこなんだけどな、どうやらこの遊園地、今日は『コスプレの日』らしくてな。なにか仮(か)装(そう)してくれば、入場料が安くなるみたいなんだ」

　言われてみれば、普(ふ)段(だん)着(ぎ)ではとうていありえないような格好をした人たちが、次々に入場ゲートをくぐっていく。

「これなら、祥子さんが魔法少女の格好で来ても、目立たないですよね」

　と言って、穂香は何かを光(みつ)夫(お)に差し出す。

「……なんだ、これは」

「魔法使いの衣装です」

「これを、どうしろと？」

「安くなるんですよ？」

　どうやら、逃がしてもらえないらしい。

　遊園地に誘(さそ)うなら今日がいいと言ったのは、穂香である。だから急な誘いになったのだが、こういう理由があるのなら納(なつ)得(とく)だ。

　さすがに気(き)の遣(つか)い方(かた)が違うなと泣きながら感心しつつ、光夫はリーナと清見に目を向けた。

「二人は、遊園地は初めてなのか？」

　清美はコクリと頷(うなず)いたが、リーナは違うと否定した。

「一度だけ、来たことがある」

「へぇ、誰(だれ)と？」

　チラリと、真吾の顔を盗み見る。

「真吾と行ったのか!?」

「い、いつですか!?」

　なぜか穂香までもが、凄(すご)い剣(けん)幕(まく)で真吾たちを問(と)い質(ただ)し始めた。

「リーナがこっちの世界に来てすぐだよ」

「なんでですか!?」

「リーナに誘われたから……」

「どうして私たちも誘ってくれなかったんですか!?」

「当日になって急に行こうだなんて言い出すから……。って、なんでそんなに激(はげ)しく突(つ)っ込(こ)んでくるんだ？」

「え、いえ、だって、気になるじゃないですか……」

　根(ね)掘(ほ)り葉(は)掘(ほ)り聞き出そうとしたわりには、しどろもどろになる。

「まあ、そのおかげで、リーナのことを少し見直したりしたんだけどな」

「ずいぶん上から目(め)線(せん)だな？　貴様に見直されるほど程度は低くないつもりだがな」

「あの頃はろくに口もきかなかったくせに、すぐに魔(ま)剣(けん)を持ちだすような暴力女だったじゃないか。あ、ごめん、暴力をふるうのは今もか」

「貴(き)様(さま)はそんなに、死にたいのか……？」

「うわ、待て、やめろ、夢と希望の国の入り口で流(りゆう)血(けつ)沙(ざ)汰(た)はまずいって！」

　大騒ぎをする二人を尻(しり)目(め)に、穂香はコホンと一つ、咳(せき)払(ばら)いをした。

「そういうことですので、私たちも側(そば)にいます。何かあったら、すぐに連絡してくださいね」

「あ、ああ」

「最初は打(う)ち解(と)けるまで、普通に遊んだほうがいいと思います。話を聞き出すのは、午後になってからのほうがいいでしょうね」

「なるほど」

「とにかく、大事なのは打ち解けることです。そのためにはどうすればいいか、わかりますか？」

「いや……。どうすればいいんだ？」

「手を繋(つな)ぐんです」

「はぁ!?」

「言葉では伝わらないことも、触れ合うことで伝わることもあるんです」

「本当か!?　本当にそうなのか!?」

　真吾たちにも確認を求めるが、みんな曖(あい)昧(まい)な顔で頷くだけだ。ただ、この中では一番まともな感性の穂香が言うのだから、間違いはないのだろう。

　渋(しぶ)々(しぶ)アドバイスを授(さず)かり、先に中へ入っているという穂香たちを見送る。すると、入れ替わるようにして、祥子がやって来た。

「ごめん、待った？」

「いや、今来たところだから」

　少し身構えた光夫だったが、祥子はいつも通りだった。昨日(きのう)の不(ぶ)気(き)味(み)な暗さを秘(ひ)めた祥子ではない。

　とはいえ、格好はやはり魔法少女のものである。電話の声を聞いて、もしかしたら普通の格好をしてくるかもと期待していたのだが、それは儚(はかな)い期待だったらしい。

「どうしたの？」

「ん、なんでもない。行こうか」

「うん」

　跳(は)ねるような返事に、光夫は思わず祥子の顔に見入ってしまった。

　外見はいつも通りだ。けれど、雰(ふん)囲(い)気(き)が違う。

　ハッキリとした違いは言葉にできないが、遊園地というシチュエーションを楽しんでいるような気がするのだ。

　世界を滅(ほろ)ぼそうとする祥子が、遊園地を楽しみにしている？

　もし光夫の感じるものが正しければ、いい兆(ちよう)候(こう)なのかもしれない。本当に二人で楽しむことができれば、祥子は妄(もう)想(そう)の世界から脱(だつ)却(きやく)し、現実に目を向けてくれるようになるかもしれない。ならば、まずは……。

　光夫は穂香のアドバイス通りに、自分の手のひらを差しだした。

「え？」

「ほら、いいから、行くぞ」

　祥子の手を取り、ギュッと握(にぎ)って、歩き出す。

　祥子はびっくりした様子だったが、見て見ぬふりをしてズンズン歩く。

「まずは、どこに行く？」

「うん、えっとね……」

　はにかんだ笑(え)みを浮かべて、祥子は言った。

「このまましばらく、歩いて回ろう？」

　予想外の提案に、光夫は目を丸くするのだった。
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　夢中になったときの行動力というのは、恐ろしいものだ。

　光夫はそれを実感しながら歩いていた。

　手を繋いだまま、最初は光夫が引っ張っていたのだが、いつの間にか立場が入れ替わり、祥子が先に立って、光夫が引きずられるような形でついていくという格好になっていた。

　そろそろ遊園地ではしゃぐ歳(とし)でもないだろうに、祥子は目をキラキラ輝かせて、手当たり次(し)第(だい)に乗り物を制(せい)覇(は)していった。

「乗り物の選別には緩(かん)急(きゆう)が大事です」と穂香は言っていたが、そんなものお構いなしで、祥子は目に入ったものから順番に突っ込んでいくし、「休(きゆう)憩(けい)はこまめに。遊園地を歩き回るのは、女の子にとっては大変なんですから」というアドバイスも、疲れを知らないかのように歩き回る祥子には無(む)用(よう)のものだった。

　それでも、祥子は楽しそうだった。さすがにメリーゴーランドに乗ろうと言い出したときには、光夫は辞(じ)退(たい)させてもらったが、そこで残念そうにしながらも、一人で乗りに行ってしまう度(ど)胸(きよう)には、感心するやら呆(あき)れるやらで、苦笑するしかなかった。

「まさか遊園地は初めてなのか？」

「ううん。五歳か六歳のときに一度だけ」

　それからはまったく足を運んでないのだという。

　県(あがた)に住んでいると、遊園地は子供たちだけで気(き)軽(がる)に出かけられるような場所にはない。今日だって、電車とバスを乗(の)り継(つ)いで二時間近くかけてやってきたのだ。

　だから、小学生が遊園地に行くというのは、ほとんどが家族か、地域の子供会に連れられてのことである。特に子供会は、地域差はあるけれども、二年に一度は遊園地に行っているので、小学校に上がってから一回も行ったことがないという祥子は珍(めずら)しかった。

「子供会には参加してないのか？」

「してない」

　子供会に参加していない家庭は、問題を抱(かか)えているところが多い。祥子の家もまた、何か事情があるのだろうか。

　家庭に思いを馳(は)せたところで、光夫は祥子の言動を、家族はどう受け止めているのかが気になった。

「八(や)坂(さか)、お腹空(す)かない？」

　祥子に言われ、光夫はいつのまにかお昼を過ぎていたことに気がついた。

「よし、じゃあ昼飯にするか！」

「うん」

　素(す)直(なお)な返事が、こそばゆい。

　二人は遊園地内のレストランで昼食をとったが、その際に見せた祥子の旺(おう)盛(せい)な食欲に、呆(あつ)気(け)にとられた。なにしろハンバーグとスパゲティとピザを頼んで一人で平(たい)らげてしまったのだから、感心するより他になかった。ハンバーグとライスだけで腹がふくれた光夫は、あまりの食いっぷりに胸焼けを起こしそうだった。

　おまけに祥子はデザートまで食べると言い出した。

　レストランを出て、近くにあったアイスクリームのお店で、バニラとチョコのミックスを頼む。

「その体のどこに入るんだよ……」

「デザートは別腹だから」

「デザート以前からおかしいだろ。太るぞ」

「八坂は、太めの子より、細めの子の方が好み？」

「太りすぎず瘦(や)せすぎず。世の中の男はほとんどがそんな意見だと思うぞ？」

「ふうん」

　訊(き)いておきながら、さして気にする様子もなく、祥子はアイスに口をつけた。

「……おいしい」

「そうか」

　嬉(うれ)しそうにアイスクリームを舐(な)める祥子に、光夫はいつしか苦笑していた。

　こうしていると、本当にただの女の子だ。

「アイスなんて、久しぶりだから」

「大げさだなぁ」

「だって、何年かぶりだから」

「何年!?」

「うち、貧(びん)乏(ぽう)だから」

「アイスも買えないくらい貧乏なのか？」

「そこまで酷(ひど)くない。ボクの食費がかさむから、余(よ)計(けい)な物は買えないんだって」

　確かに、毎日毎食があの調子であれば、食費はとんでもないことになっているだろう。

　なんと言っていいかわからず、光夫は口をつぐんだ。祥子は相変わらず、気にした様子も見せずにアイスを舐(な)め続(つづ)ける。

　ふと、その視(し)線(せん)がどこかに集中していることに気がついた。

　視線の先をたどると、そこには四、五歳くらいの女の子が、泣きながら立ちつくしていた。どうやら迷(まい)子(ご)らしい。

「……仕方ねぇえなぁ」

　迷子センターはすぐそばにあったはずだ。光夫は迷子に声をかけようとしたが、それより早く、女の子の両親だろうか、二人の男女が女の子に駆(か)け寄(よ)り、女の子も二人に気づいて駆け出し、抱きついた。光夫が世話をするまでもなく、親子は再会できたらしい。

　踏(ふ)み出(だ)しかけた足を苦笑混じりに戻す。親子は再会を喜び、笑顔を取り戻して去っていった。その背中を、祥子はじっと見つめていた。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。それより、八坂」

「うん？」

「八坂は、楽しんでる？」

　それは虚(きょ)をつく問いかけだった。

　今日はもとから、祥子の本心を聞き出すことが目的だったので、楽しむ気は微(み)塵(じん)もなかったのだ。だから、楽しいかと言われれば、そうでもないと答えるだろう。

　しかし、祥子と一(いつ)緒(しよ)に歩いて、彼女の新しい一面を見つけたり発見したりするのは面(おも)白(しろ)かった。ジェットコースターでは、悲鳴を上げるようなことはしなかったが、涙(なみだ)目(め)になりながらも笑顔だったし、観(かん)覧(らん)車(しや)では、見晴らしのいい景(け)色(しき)に身を乗り出して見入っていた。メリーゴーラウンドでは白馬に跨(またが)って無(む)邪(じや)気(き)に手を振っていたし、昼食の時はその細い体のどこに入るんだというくらいの食欲を見せつけられた。遊園地に来なければ、まず見ることができなかっただろう表情たちだ。

　もしかしたら、真吾とリーナも、同じだったのかもしれない。

　出会った頃の二人は、常にケンカをしていたし、常に険(けん)悪(あく)な雰囲気だった。真吾はともかくリーナのほうは、まったく会話をする気がなかったし、そもそも真吾の婚(こん)約(やく)者(しや)になってしまったことが不(ふ)本(ほん)意(い)で、渋々こちらの世界にやってきたのだ。真吾の言動のいちいちが面白くなくてもしかたがなかっただろう。

　それでも、いつの間にか真吾とリーナは互(たが)いに歩(あゆ)み寄(よ)るようになっていた。思い返せば、二人が遊園地に行ったという辺(あた)りから、そういう傾(けい)向(こう)が見られるようになった気がする。

　ならば、自分たちも、歩み寄ることができるのだろうか。お互いを知ろうとすること、それがまず、理解し合う第一歩となるのだろうか。

　そろそろ頃(ころ)合(あ)いかと、光夫は意を決した。

「ああ、楽しんでるぜ」

　答えてから、本題に切り込む。

「神(かん)林(ばやし)は楽しんでるのか？」

「うん」

「そうか」

　息を一つ吐(は)いてから、続ける。

「だったら、いいんじゃないか？　世界を滅ぼさなくても」

「…………」

「この世界は穢(けが)れてるし、醜(みにく)いかもしれない。滅ぼされても仕方がないのかもしれない。けどな、そんな世界でも、俺(おれ)たちは楽しんでるだろ？」

「…………」

「神林も楽しんでるんだろ？　それでも神林は、世界を滅ぼすのか？」

　祥子はフッと笑った。笑って、首を振る。

「確かに、八坂の言う通りかもしれない。だけど、前(ぜん)提(てい)が間違っている」

「前提？」

「そう。ボクは確かに楽しんでいる。でもそれは、この世界を楽しんでいるわけじゃない。八坂と一緒にいるこの世界を楽しんでいるだけなんだ」

　いきなりの反(はん)撃(げき)に、光夫は言い返すべき言葉を持たなかった。

　祥子はさらに、追い打ちをかける。

「逆に訊くよ。八坂はボクと一緒にいて楽しいんだよね？　だったら、考えてもいいんじゃない？」

「なにを、だよ」

「世界を滅ぼして、ボクと一緒に新しい世界を創(つく)ることを」

　それは、恐ろしいほど満面の笑顔だった。願いが叶(かな)う寸前の、期待と希望で満ちあふれた、狂(くる)おしいほどの笑顔だった。

「ば、バカを言うな。そんなこと、考えるまでもない」

「どうして？」

「どうしてって……」

「どうして八坂は、世界を滅ぼしたくないの？」

「それは逆の意味でこっちが訊きたい！　なんでおまえはそんなに世界を滅ぼしたがるんだ！　どうして俺を巻き込もうとするんだ！」

　できるだけ声は抑(おさ)えたが、逬(ほとばし)る感情までは抑えられなかった。剣(けん)呑(のん)な空気を察(さつ)した周囲の人たちが、光夫と祥子を振り返る。だが、気にしている余(よ)裕(ゆう)はなかった。

「いったい、俺が何をした？　世界中の人間の中から俺だけを選んだのはなんでだ!?」

「……理由を言えば、一緒に来てくれる？」

「理由を聞かなけりゃ、考えようもない」

　祥子は迷(まよ)っているようだった。思わぬ反撃を受けて出(で)鼻(ばな)を挫(くじ)かれたが、どうにか光夫のペースに戻りそうだった。

　やがて、祥子は口を開いた。まずは、ポツリと、一言。

「同じだから」

「同じ？」

「ボクには両親がいない」

　いきなりの衝(しよう)撃(げき)発言に、喉(のど)が詰まる。

「家族と呼べる存在も、知らない」

　そして、堰(せき)を切(き)ったように、怒(ど)濤(とう)のごとく、己(おのれ)の気持ちを吐き出し、ぶつけてくる。

　祥子は孤(こ)児(じ)だった。物心がついたときには、すでに施(し)設(せつ)に預けられ、施設で育てられていた。

　この辺りでは、家族のいない子供は珍しい。だから、幼稚園のときも、小学校に上がってからも、そのことで囃(はや)され、いじめられ、惨(みじ)めな思いをしてきた。

　そんな祥子の心のよりどころは本だった。本を読んでいるときだけは、辛(つら)い現実を忘れられた。ときには、自分と同じ境(きよう)遇(ぐう)の登場人物がいたりして、そんな彼らがハラハラドキドキするような活躍をするのが楽しくて仕方がなかった。

　いつか、自分も、こんな風に活躍できる日が来るのだろうか。みんなから認められ、楽しく日々を過ごすことができるのだろうか。

　しかし現実は、祥子に活躍の場を与えるどころか、さらなるいじめと迫(はく)害(がい)をもたらした。口数が少なく、思ったことをすぐ言葉にできない性格も災(わざわ)いした。

　現実を思い知らされ、追いつめられていった祥子は、虚(きよ)構(こう)の中へと逃げ込むようになった。こんな世界は、こんな自分は、本当の自分ではない。本の中の登場人物のように、何か大きな使命を帯びて生まれてきたに違いない。今はまだそのときではないけれど、いつか、きっと、その日が来る。自分の力が目覚め、この憂(うれ)うべき世界を一変させるのだ。

　もちろん、それは現(げん)実(じつ)逃(とう)避(ひ)でしかなかった。いくら魔法少女の格好をして、それっぽい設定を作って、名前を変えて、その役になりきっても、現実は変わらなかった。

　けれど、やめることもできなかった。やめたとき、自分の存(そん)在(ざい)意(い)義(ぎ)がなくなってしまいそうで怖かった。周りから変な目で見られるということだけが、自分を特別な自分にしてくれたのだ。やめてしまったら、自分はまた、身寄りのない、ひとりぼっちの祥子に戻ってしまう。

　そんなとき、だ。祥子は光夫に出会った。

　詳(くわ)しくはわからなかったが、光夫も家族に問題があった。当然のようにいじめの対(たい)象(しよう)になった。けれど、光夫はびくともしなかった。おまけに、やられっぱなしでもなかった。光夫は自分の境遇を受け入れ、自分というものを誇(ほこ)りに思い、理(り)不(ふ)尽(じん)な仕打ちに敢(かん)然(ぜん)と立ち向かっていた。それは、祥子が憧(あこが)れた、物語の中の登場人物のようだった。

　祥子は思った。

　あの人ならきっと、自分の気持ちをわかってくれるに違いない。自分と一緒に、自分たちだけの世界を歩んでくれるに違いない。そう。

　自分を、特別な人として選んでくれるかもしれない。

　だから、声をかけた。自分と同じ夢に向かって歩んでくれると信じて。自分を、物語の中の主人公かヒロインにしてくれると信じて。

「ち、ちょっと待て」

　たまらずに、光夫は遮(さえぎ)った。あまりに多くの情報が一気にもたらされたため、処理が追いつかない。

　祥子の言葉を咀(そ)嚼(しやく)し、吟(ぎん)味(み)する。

　祥子は、自分には妄(もう)想(そう)癖(へき)があることを完全に認めた。自分だけの世界を創り、その世界の登場人物になりきり、世界を滅ぼすという使命を自らに与えることで、特別な存在だと世界に認めさせるのが目的だったと自覚していた。

　だがそれはいい。自覚しているのなら、現実に目を向けることはいくらでもできる。その手助けをするのもかまわない。

　けれど、それだと矛(む)盾(じゆん)することがあるのだ。

「神林」

　全身に、力を込める。

「おまえのその格好や物言いは、全部自分の妄想で創り上げたって言ったよな？　じゃあ、山(やま)中(なか)や足(あし)和(わ)田(だ)、クラスのみんなを消したって言ったのも、噓(うそ)なのか？」

　そう、もし祥子の言うとおり、何もかもが祥子の妄想であったなら、クラスメイトの失踪(しつそう)に、祥子は関わっていないことになる。だが、祥子は予告してみせたのだ。クラスメイトたちの失踪を。そしてそれは現実となった。そうそう都(つ)合(ごう)よく、人が消えたりするはずがない。

「どうなんだ、神林」

　祥子は答えなかった。代わりに、鼻と鼻が触れあうほどに近づいて、ニヤリと嗤(わら)った。

「八坂、確かにボクは妄想の世界に生きてきた。現実逃避をしていた。でも、今は違う」

　間近で目を覗き込まれ、ゾッとする。

　祥子の雰囲気が変わっていた。深い闇(やみ)を湛(たた)えた漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)が、不気味に輝(かがや)いている。

「そう」

　笑いをこらえるかのように、喉を鳴らす。愉(ゆ)快(かい)で仕方がないというように、肩(かた)を震(ふる)わせる。




「ボクは神に選ばれ、世界を滅ぼすことになったんだ」




　愉(ゆ)悦(えつ)に浸(ひた)る表情に怯(おび)え、光夫は一歩下がった。だが祥子は光夫を逃がそうとはせず、すかさず詰め寄った。

「一週間ほど前、ボクは神の使(し)徒(と)を名乗る男に出会った」

　その男から、魔法のステッキにはめられている赤い宝(ほう)玉(ぎよく)――魔(ま)法(ほう)石(せき)を授かったという。使徒を名乗る男は「この魔法石には特(とく)殊(しゆ)な力が秘められている」と言っていたが、いろいろと試してみた結果、何かが発(はつ)動(どう)するようなことはなかった。それでも、いつか役に立つときが来るはずで、今はまだそのときではないと勝手に解(かい)釈(しやく)した。

　それから数日後、今から四日前に突然、神から啓(けい)示(じ)が降った。

「世界は滅びなくてはならない。そのために、あなたに力を与える。その力で、世界を滅ぼすための礎(いしずえ)を築(きず)け」

　そうして祥子は、言われるがままに、指定された人物を、魔法石の力を借りて消していった。邪(じや)魔(ま)者(もの)は排(はい)除(じよ)するように言われていたので、自分が邪魔だと判断した者はすべて消したという。

「現実として、世界は滅びに向かっている。それを踏まえた上で、八坂、もう一度訊く」

　祥子の吐(と)息(いき)が、顔にかかった。

「ボクと一緒に来い。そうすれば、八坂だけは助けてやる」

　光夫は祥子の吐息を振り払うように、大きく首を振った。

「それは、できない……」

　できるはずがない。

　なにしろ自分は、世界を救う側(がわ)なのだ。敵対こそすれ、共に歩むことはできない。

　なぜだろう。

　どうして、二人はすれ違ってしまったのだろう。

　祥子と光夫の境遇は似ている。家庭に問題があり、それが発(ほつ)端(たん)となって学校でつまはじきにされながらも、負けずに生きてきた。共感こそすれ、すれ違うことなどは考えられなかった。

　また、世界を滅ぼしたいという祥子の気持ちを、光夫はわからないでもなかった。

　父親に端(たん)を発(はつ)する男(おとこ)嫌(ぎら)いは、いつか男という存在を消滅させたいという願(がん)望(ぼう)を抱(いだ)かせたこともあったほどなのだ。

　光夫と祥子は似ている。それは祥子の言うとおりだろう。だが、光夫は現実に生きようとし、祥子は妄想に逃げ込んだ。この決定的な差は、どこで生まれたのだろうか。

　この疑問はおそらく、一点に集約するのだ。

　大切な人がいるか、いないか。ただそれだけのことに。

　光夫には大切な人がいた。自分に温かな光を運んでくれた人がいた。だから神から特殊能力を授かる際、光夫は男を滅ぼすような力ではなく、大切な人を守る力を望んだ。

　だが祥子には、守りたい人がいなかった。だから、世界を滅ぼすことに躊(ちゆう)躇(ちよ)がなかった。

　説得は意味をなさない。祥子に世界を滅ぼす力がある限り、彼女の妄想は妄想ではなく、現実となっているのだ。自らの願いを叶える力を手にしながら、願いを手放すような人間は、どこにもいないはずだ。

　結局、二人は歩み寄れない。

　光夫は諦(あきら)めざるを得なかった。祥子の説得を。そして、覚悟せざるを得なかった。

　祥子との、全面対決を――。




３




　複(ふく)雑(ざつ)な気持ちで遊園地を出た光夫だったが、そこで二人は意外な人物に出くわした。

「あれ？　八坂くんに、神林さん!?」

　光夫たちの担任の、小(お)倉(ぐら)ひよりだった。

「せ、先生!?　なんでこんな所に先生がいるんだよ！」

「それはこっちの台詞(せりふ)でしょ！　あなたたちは自(じ)宅(たく)待(たい)機(き)のはずよ！」

　児童の集団失踪に伴(ともな)い、休日にもかかわらず、子供たちには自宅待機が命じられ、保(ほ)護(ご)者(しや)もできる限り一緒にいて欲しいと通(つう)達(たつ)されているのだ。まずいのはわかっていたが、まさかこんなところでひよりと遭遇(そうぐう)するなどとは思わなかったから、運が悪いとしか言いようがない。

「い、一応、保護者はいるんだよ。……はぐれたけど」

「保護者？」

「光夫、どうした!?」

　ちょうどいいタイミングで、真吾たちがやってきた。どうやら、ひよりに捕まったのを見て慌(あわ)てて飛んできたらしい。

「あなたたちは……」

「えっと、光夫くんの遠い親(しん)戚(せき)とその友人です」

　穂香が二度目の噓をつく。

　ひよりは腰に手をあてて、呆れてみせた。

「大事件が発生してるのに、みんな呑(のん)気(き)なものですね」

　それはそうだが、こちらも遊び半分で遊園地に来たわけではない。

「じゃあ、その大変なときに、先生はなんでこんなところにいるんだ？」

「あなたたちみたいな子がいないか、見回りに来てるのよ」

　ひよりはため息混じりに言う。

「行方不明の子たちの手がかりを捜(さが)してるっていうのもあるけどね」

　教職員の一部は学校にて休日返上で対応に追われ、それ以外は心当たりや子供たちが出向きそうな場所の捜(そう)索(さく)に携(たずさ)わっているのだという。

「まあ、来てしまったものをいまさら責(せ)めても仕方ないからね。それより……」

　いきなり、ひよりの目が輝き出す。

「二人はいつからそんな仲になったの？」

「……え？」

「最近、仲がいいなとは思ってたけど、まさか付き合うようになってたなんて、思いもしなかったわ」

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　なにか、猛(もう)烈(れつ)な勘(かん)違(ちが)いをしていないだろうか。

「最近の小学生は進んでるわねぇ……。うらやま――、あ、いえ、これも時代の流れかぁ……」

「だから、違うって！　俺たちはそんなんじゃない！」

「またまたぁ。隠さなくてもいいわよ。あ、照れてるのかな？　うふふ、可愛いなぁ」

　可愛いと言われてもちっとも嬉しくはない。

「あ、あのな……」

「ねぇねぇ、馴(な)れ初(そ)めは？　どこが気に入って付き合うようになったの？」

「おい……」

「これが初デート？　ご家族は知ってるの？」

「おいって……」

「八坂くん、けっこうニヒルでかっこいいしね。神林さんも将来、とんでもない美人さんになるはずだわ。もしかして、けっこうお似合いのカップル？」

「だぁぁぁぁぁぁぁ！　人の話を聞けぇぇぇぇぇぇ！」

　なんとなく、いつも女性に振り回されている真吾の気持ちがわかったような気がする。

　光夫は必(ひつ)死(し)になって説明した。祥子がまったくフォローしてくれないので、誤解を解くのが難しかったし、デートでなければどうして遊園地に来たのかの理由付けも困(こん)難(なん)を極(きわ)めた。

　最終的にはどうにか付き合っていないということで納得してくれたようだが、どこまで理解してくれたかは怪しいものだった。

　さんざんからかって遊んだあげく、最後には「じゃあ、寄り道しないで早く帰りなさい」と、教師風を吹かせて、ひよりは帰っていった。

　いきなり、ドッと疲れが出た。

「……八坂」

　ずっと黙(だま)り込(こ)んでいた祥子が、声をかけてくる。みんなが顔を向けると、祥子はじっと、ひよりの後ろ姿を睨(にら)みつけていた。

「やっぱり、そうだったんだね」

「な、なにがだよ」

　祥子は、笑い出した。乾いた声で、高らかに。

「そうか、やっぱりそうなんだ。わかったよ、どうして八坂がボクと一緒に来てくれないのかが」

「なにが、わかったって言うんだ？」

「あいつが、八坂をたぶらかしたんだな」

「か、神林……？」

「あいつが……、あいつなんだな。ボクから八坂を奪(うば)おうとしてるのは……」

　祥子の瞳が、憎(ぞう)悪(お)の炎で燃えたぎっている。見る者を焼き尽くすかのような、激しい炎だった。不(ふ)穏(おん)な空気に、真吾たちはざわめき、光夫は息を呑(の)んだ。

「待っててね、八坂」

　だが突然、表情が一変する。祥子の瞳から炎は消え去り、代わりに優しく穏(おだ)やかな瞳の色が、光夫を見つめていた。

「ボクが、八坂を正しい道に戻してあげる。ボクが八坂を―アルジェスを、守るのだ」

　なにかのスイッチが入った音を、光夫は聞いたような気がした。

　それは、世界を破(は)滅(めつ)に導く、導(どう)火(か)線(せん)のスイッチだったのかもしれない。

　後になって光夫は、そのことに気がつくのだった。
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　その日の夜、淳(じゆん)とタロウを除く選ばれし者たちは真吾の家に集まった。

「結論から言えば、神林はクロだ」

　光夫は断言して、切り出した。

　帰りの電車の中で祥子の生(お)い立(た)ち、そこから形成された性格、妄想、光夫への同族意識、そして、神の使徒を名乗る謎(なぞ)の存在と、あらぬ力を手に入れたらしい祥子のことを話した上での結論だった。

　光夫は「何か疑問は？」と投げかけるが、声を上げる者は誰もいなかった。

「穂香姉ちゃん、世界の危機はずっと感じてるんだよな？」

「昨日より強くなっています。裏(うら)山(やま)からも富(ふ)士(じ)山(さん)からも、怖いくらいに波(は)動(どう)を感じてます」

「世界の危機が訪(おとず)れるのは時間の問題だろうな。やっぱり、最初に神林を討(う)つべきだろう」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　結論を急ぐ光夫を、真吾は慌てて止めた。

「本当にいいのか？　だって、あの子は光夫のこと……」

「どう思っていようが、あいつは世界の敵だ。だったら、倒すしか世界を救う方法はない」

「でも……」

「まあ、戦うと言っても、俺たちの目的は神林が持っているステッキだ。正確にはステッキにはまってる魔法石ってやつだな」

　それさえ奪ってしまえば、祥子は無力化され、ただの女の子に戻るはずだ。

「神の使徒とやらを見つけられればそっちが優先でもいい。けど、そいつに関する手がかりはまるでないんだ。あるとすれば神林が知ってるかもしれないが、それだって、簡単に聞き出せはしないだろ」

「…………」

「俺だって、神林とは戦いたくない。あいつは普通の女の子なんだ。ただちょっと妄想癖が強くて、そこを利用されてるだけなんだとは思う。けど神林は、踏み越えてはいけない境界を踏み越えた。人として間違った方向に進んでしまった。そんなあいつを救えるのは俺たちだけだ。そう、これは神林を救うための戦いなんだ。みんながやらなくても、俺一人でやる。それがクラスメイトとしての、友人としての、役目だからな」

　祥子を救うための戦い……。

　そう捉(とら)えると、みんなの心は軽くなったらしい。頷きあって、光夫の心意気に同意する。

「あの、ちょっと気になることがあるんですけど……」

　穂香がおずおずと口を開く。

「実は、昨日からタロウさんの波動が感じられなくなっているんです」

「え？」

「調子が悪くて感じられないかと思ったんですが、今(け)朝(さ)になってもやっぱり感じられなくて……。とりあえず、松(まつ)川(かわ)さんがタロウさんの引き継ぎに行ってるはずなんで、その報告を待とうと思ったんです。でも……」

　淳とタロウは交代で富士山の監(かん)視(し)に当たっている。昼間は淳が担当し、夜になるとタロウに代わる。つまり、二人はすでに落ち合って、交代していなくてはならないのだ。

　しかし、淳からはなんの連絡もない。タロウと交代できたから、何も報告してこないのではないか。

　そう思ったところで、いきなり淳が現れた。

「うわっ!?」

「な、なんだぁ!?」

「た、大変なんだな！」

「こっちも大変なことになるところでしたよ！　こんな狭(せま)い部屋に瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)してこないでください！」

「た、タロウが行方不明なんだな！」

　血相を変えて叫(さけ)ぶ淳に、全員、息を呑んで顔を見合わせた。

　淳は今朝、タロウと交代するために富士山の麓(ふもと)へと向かった。しかし、所(しよ)定(てい)の時間になっても、タロウは集合場所に現れない。あちこち探し回ったが、どこにも見あたらなかったのだ。

　タロウは瞬間移動石を身につけている。それを持っていれば、どこにいても、念(ねん)じるだけで一瞬で淳の元へ移動できるのだ。なのに、タロウはそれを使用することなく、こつぜんと姿を消してしまったのだ。

「そ、それだけじゃないんだな！」

　タロウの捜索の傍(かたわ)ら、淳は情報の収集にも努(つと)めた。すると、昨日も誰かが行方をくらましたらしいという噂(うわさ)をキャッチすることができた。これで、四件目である。

　穂香は地図を広げて、富士山周辺に視線を走らせる。

「昨夜は、どの辺りから監視していたんですか？」

「き、北側の、な、鳴(なる)沢(さわ)村(むら)なんだな」

「昨日行方不明になった人は、どこの人ですか？」

「え、えっと……」

　ズボンのポケットから、メモ用紙を取り出して、淳は答えた。

「お、同じ、な、鳴沢村なんだな……」

「やっぱり……」

　穂香は肩を落とした。

「もしかしたら、タロウさんは行方不明になった人と、同じ場所にいたんじゃないでしょうか。それで、たぶん、巻き込まれて……」

　消されてしまったのか。

「これも、神林の仕(し)業(わざ)なのか……」

「そうでしょうね。でも、どうしてこんなことをするんでしょう？　神の使徒は、なにをさせたいんでしょう？」

「手がかりは、行方不明者たちが握っているのかもしれない」

　真吾の提案で、淳が集めた行方不明者の情報を共有する。とはいっても、住所、氏名、年齢と職業くらいしかわからないのだが。

「何か、共通点があるんじゃないか？」

「引っかかると思えないけど、ネットで検(けん)索(さく)してみようか」

　パソコンを起(き)動(どう)し、インターネットを立ち上げる。

　行方不明者の名前や住所をキーワードにして検索をかける。膨(ぼう)大(だい)な数のサイトが引っかかってきたが、ざっと見た限り、有(ゆう)益(えき)な情報は見つからない。

　そのとき、真吾はわずかに地面が揺(ゆ)れているのに気がついた。みんなに注意を促(うなが)すと、誰もが息を詰めて、身を固くした。

「最近、また多くなってるな」

　夏前から続く頻(ひつ)発(ぱつ)地(じ)震(しん)は、無(む)感(かん)地震も含めて、日を追うごとに回数が増えている。これもまた、世界の危機が迫っている兆候なのだろうか。

「ちょっと、気(き)象(しよう)庁(ちよう)のページを見てもいいですか？　何か情報が更新されてるかもしれないので」

「ああ、いいよ」

　キーを操り、気象庁のホームページにアクセスする。

「あ……」

　地図とメモを見比べていた清美が突然、何かを発見したように、驚きの声を上げる。

「……真吾くん、ちょっと」

「どうした、清美」

　パソコンの操作は穂香に任せて、清美の元へと向かう。

「……これ、見て」

　指さすのは、行方不明者の住所と、地図上に記された市町村名だ。

　行方不明者はまったく別な場所で消えており、それぞれ鳴沢村、富(ふ)士(じ)吉(よし)田(だ)市(し)、御(ご)殿(てん)場(ば)市(し)、富(ふ)士(じの)宮(みや)市(し)となっている。

「これが、どうかしたか？」

　清美は無言で、シャープペンシルで地図に丸印を書き込んでいく。行方不明者の住所の場所に、印を付けているのだった。

　清美はそこから、対(たい)角(かく)線(せん)上(じよう)の丸と丸を一本の線で結びつけた。

「ほら」

「ああっ」

　真吾は思わず声を上げた。結ばれた線は二つ。その二つが、やや左に傾(かたむ)いているとはいえ、十(じゆう)字(じ)に交差していたのだ。しかも、その交差点には……。

「富士山……」

「しかも、山(さん)頂(ちよう)の真上じゃないか……」

　偶(ぐう)然(ぜん)だろうか。いや、そんなことはないはずだ。

「……真吾くん」

　清美が呼びかける。

「……今回の危機も、魔(ま)神(じん)が絡(から)んでるとしたら、どうなると思う？」

「ど、どうなるって？」

「……魔神は、封(ふう)印(いん)されている」

「ああ」

「……まずは、復活しないといけない」

「そうだな」

「……この地図に書いた線だけど」

　いきなり話が飛ぶ。

「……富士山の山頂を覆(おお)うように交差した線が、いまはない」

　ハッとした。清美の言いたいことが、飲み込めた。

「この交差した線は、何かの封印だったのか？」

　コクリと、清美は頷く。

「そうなると、丸印の住所に住んでいた人たちが、封印の役目を果たしていたんでしょうか」

　穂香の言うとおりだろう。その彼らが消えてしまったために、富士山に施(ほどこ)されていた封印が解(と)かれたのだ。

「封印は、魔神を閉じこめておくものだったのか……」

「その封印を解いたのは神林、ってことになるな」

　だんだんと、繋がってきたような気がする。

　しかしここで、真吾は一つの疑問にぶつかった。

「じゃあ、裏山の魔神はどうなるんだ？　あっちは富士山のほうとなにか関係はあるのか？」

　全員、考え込んでしまう。

「……関係はわからない。けど、俺たちは最悪、二体の魔神と同時に戦うことになるかもしれないな……」

　光夫の言葉に、みんな沈黙する。

　富士山に封印されているらしい魔神。そして、鉢(はち)伏(ふせ)山(やま)に封じられている魔神。一体でも強力な相手なのに、今回は二体同時の可能性があるのだ。自然に、場の空気が重くなる。

「もう一つ付け加えるなら、ショウコが出会ったという神の使徒だ。それに、神の声。この使徒と神が何者なのか。本当に実(じつ)在(ざい)するのか。それによって、わたくしたちの――」

「し、真吾くん！」

　リーナの言葉を遮って、穂香が素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げて立ち上がる。

「ど、どうした穂香!?」

「て、テレビをつけて、ニュースにチャンネルを合わせてください！」

　尋(じん)常(じよう)でない様子に、真吾は急いでテレビをつけた。ちょうど、ニュース番組をやっているところだった。

「ニュースで、何かやるのか？」

　穂香は答えず、テレビを凝(ぎよう)視(し)する。真吾も目を向けると、速(そく)報(ほう)が入ったのだろうか。キャスターが横から一枚の紙を受け取って、目を落とす。すると、冷(れい)静(せい)沈(ちん)着(ちやく)が要求されるキャスターの表情が驚きに強(こわ)ばり、目を見張った。

「え、えー、たった今入ってきた情報です」

　驚きを強引に押し隠し、ニュースを読み上げる。

「気象庁の発表によりますと、本日午後六時過ぎ、富士山の火山活動が観(かん)測(そく)されました」

　テレビの前の動(どう)揺(よう)を見(み)透(す)かすように、キャスターは一瞬の間を置いて、続けた。

「火山活動は静(せい)穏(おん)な状態で、直(ただ)ちに噴火をする兆候は見られないとのことですが、地熱の高まりや低周波地震の増加により、噴火警(けい)戒(かい)レベル２の導入を決定しました。これにより、火口周辺への立ち入りが規制されることになります。繰り返します、気象庁の発表によりますと、本日午後六時過ぎ……」

　やはり、そうなのか。

　真吾たちは無言で顔を見合わせた。

　富士山の結界が解かれ、魔神の復活と連動して、富士山も活動を始めたに違いない。




　いよいよ、戦いが始まろうとしていた。
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　真吾たちの仮(か)説(せつ)が正しければ、魔神の復活は近い。隣(となり)村(むら)に住む清美と、異世界に住むリーナは、いざというときに間に合わないため、女性陣は穂香の家に泊まり込むこととなった。

　彼女たちを連れてきたとき、さすがに穂香の両親は驚いていた。それでも母親は「まあ、おうちが華(はな)やかになっていいわねぇ」と歓(かん)迎(げい)し、父親も「こういうのを世間では『勝ち組』とか言うんだろうな」と、意味のわからないことを言ってどこか誇らしげに胸を張っていた。

　順番にお風呂に入って、穂香のお古のパジャマを引っ張り出して全員に着せたりしているうちに、午前〇時を回ってしまった。

「じゃあ、みなさん、寝る準備はできましたか？」

「はいなのですぅ！」

　元気いっぱいに美也が返事をする。難しい話から解放されたということもあるだろうが、大勢で寝泊まりするのが初めてで、興奮を隠しきれない様子だ。

「まったく、貴様は呑気なものだな」

　美也とは一番遠い場所に布(ふ)団(とん)を敷かれたリーナは、毒づいてさっさと布団の上に寝ころんだ。清美は淡(たん)々(たん)と、布団に潜(もぐ)り込(こ)んでいる。

　電気を消して、しばらく目を閉じていたが、なかなか眠気がやってこない。それはみんな同じなのか、あちこちで頻(ひん)繁(ぱん)に寝返りをうつ音が聞こえてくる。

「……みなさん、眠れませんか？」

「……うん」

「ちっともねむくないのですぅ！」

「床(ゆか)に布団を敷いて寝転がるというのは初めての経験だからな。勝手がわからなくて体が休みたがらないらしい」

　いつ戦いが始まるかわからない緊(きん)張(ちよう)感(かん)からか、みんな寝付けないようだ。

「ムリもないですかね」

「そうだな。これほどの緊張感を持って一夜を過ごすのは初めてだからな。そう考えると、いままでよく行き当たりばったりで世界を救ってきたものだ」

「……でも、きっと今回もだいじょうぶ」

　珍しく、清美が楽(らつ)観(かん)論(ろん)を口にする。

「そうなんですか？」

「……うん。こちらには、美(び)巨(きよ)乳(にゆう)と貧(ひん)乳(にゆう)が揃(そろ)っている。発(はつ)展(てん)途(と)上(じよう)の中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な祥子の微(び)乳(にゆう)には負けない」

「そ、そっちの話ですか……」

「……最近の小学生は発(はつ)育(いく)がいいらしい。……これでまた、貧乳の絶対数が減っていく。……希(き)少(しよう)価(か)値(ち)が高まっていく。……私の時代が、もうすぐ来る」

「あ、あの、あは、あはははは……」

「そんなことでありがたがられるようになっても、わたくしはちっとも嬉しくないぞ！」

　胸のサイズで、見事に反応が別れた。

　異世界の王女といえども、コンプレックスはあるらしい。穂香のパジャマを着たときに、サイズが合わないことよりも、胸の部分がスカスカなのにショックを受けていたようだ。

　まだまだこれから、成長しそうなんだけどなぁと穂香は思うのだが、リーナは現時点でのサイズを元に、穂香に対抗心のようなものを燃やしているようだ。

　そんなリーナについて、穂香は少し気になることがあった。

　最近のリーナは、穂香たちの輪から外れていることが多い。好(こう)戦(せん)的(てき)な性格もあって、作戦会議でも積(せつ)極(きよく)的(てき)に発言していたのだが、今回はずいぶんとおとなしく、ほとんど会話に参加してこなかった。

　時折、どこか寂(さび)しそうにこちらを見つめるときもあれば、不満そうに睨むような目を向けてくることもある。

　なにがあったのかはわからないが、心当たりは一つあった。

　穂香に清美、それに美也が、真吾の側にいるということだ。

　リーナは真吾の婚約者である。ムリヤリさせられたとはいえ、それは絶対に覆(くつがえ)らないらしい。

　最初はそのことを不満に思い、抵抗をしていたリーナだったが、最近はとんとおとなしくなったのだ。

　もちろん、何かにつけて真吾に暴力はふるっているが、婚約者であることをネタにして機(き)嫌(げん)を悪くするようなことは、ほとんどなくなっていた。それどころか、少し前から真吾のことを意識している節(ふし)もある。

　つまり、ヤキモチなのだ。少し見方を変えれば、恋(こい)煩(わずら)いと言えなくもない。

　穂香は真吾のことが好きだ。それでも、元気のないリーナを見ているのは辛いと感じる自分は、甘いのだろうか。

　いろいろ考えているうちに、まどろんできたらしい。視界が闇に染まり、ああ、もう少しで寝落ちるな、とぼんやり考えるところへ、軽(けい)快(かい)な音楽が鳴(な)り響(ひび)いた。

　一発で目の覚めた穂香は、リーナが慌てて携(けい)帯(たい)電話をいじる姿を見つけた。

「電話、ですか？」

「う、うむ。トランクィロ様からだ」

「ベランダを使いますか？　あまり聞かれたくないと思いますし……」

「そ、そうだな。では、遠(えん)慮(りよ)なく使わせてもらうぞ」

　リーナはいそいそと出て行って、何か喋(しやべ)り始(はじ)めた。

　こんな夜中に、いったい、なんの用だろう。

　聞き耳をたてたい衝(しよう)動(どう)を抑え、穂香は頭から布団をかぶった。




「夜分遅くにすいません」

「いえ、平気です」

　リーナは、恐(きよう)縮(しゆく)するトランクィロに恐縮した。

「それより、こんな時間に連絡をくださるとは、なにかあったのですか？」

「緊急事態です」

　神の一言に、体が緊張する。

「神林祥子さんを知っていますね？」

　意外な名前が出てきて、リーナは驚いた。

「は、はい」

「彼女を、早急に抹(まつ)消(しよう)してください」

「……え？」

　リーナはうろたえた。

　真吾たちは、祥子を助けるために戦うと言っていた。魔法石さえ奪ってしまえば、祥子はただの女の子に戻り、魔神の復活も阻(そ)止(し)できるという案(あん)配(ばい)だ。しかしトランクィロは、それは甘い見立てだと断言した。

「魔法石を彼女から奪えるという保(ほ)証(しよう)はありますか？　手(て)加(か)減(げん)しながら戦えるほど、魔法石の力は甘くありません。ならば、全力で神林祥子さんを倒す方が、確実です。それに……」

　魔法石は持っているだけで、所(しよ)持(じ)者(しや)に力を与え、影(えい)響(きよう)を及ぼしてしまう。リーナたちの中から、第二、第三の祥子が出てきてしまう可能性もあるというのだ。

「ですから、祥子さんを倒し、魔法石を手に入れたら、すぐにそれを持ってオクターヴァに帰(き)還(かん)し、神(しん)託(たく)の間に捧(ささ)げてください。そこで私が受け取り、封印を施します」

　それが一番、今回の事態を収める確実で手っ取り早い方法なのだという。

「もう一度言います。神林祥子さんを、早急に抹消してください。このままでは、そちらの世界だけでなく、オクターヴァにも深(しん)刻(こく)な被害が生じる可能性があります」

「オクターヴァにもですか!?　どういうことです!?」

「詳しいことは言えません。ただ、早くしないと手遅れになります。いえ、もう、半分は手遅れになっているのですが……」

　最後のほうは、独り言のようだった。

　リーナに拒(きよ)否(ひ)権(けん)はない。神の言葉は絶対なのだ。それに、自分たちの世界にまで被害が及ぶとなれば、ためらってもいられない。

「とにかく、よろしくお願いします」

「はい、わかりました」

　通話が切れる。

　リーナはしばらく、電話を握ったまま立ちつくしていた。

　真吾たちは、祥子を救うために戦う。けれどリーナは、最初から祥子を倒すために戦うことになる。もし、自分が祥子を倒したら……。

　真吾たちはきっと、自分を責めるだろう。きっと、そうなってしまう。

　トランクィロと、真吾たちの世界の神であるラメントは、対立しているらしい。ラメントはリーナが持つ魔剣ブルレスケ――別名、神(かみ)殺(ごろ)しの剣(けん)――を狙(ねら)っているため、そのラメントに選ばれた真吾たちにも気をつけろと、リーナは言われているのだ。

　真吾は、リーナのことを仲間だと言ってくれた。穂香たちも、異世界に不(ふ)慣(な)れなリーナの世話を焼き、優しく接してくれる。それは嬉しかったし、また楽しくもあったのだが、その一方で、何かを企(たくら)んでいるのではないか、自分の隙(すき)を窺(うかが)っているのではないかと疑う自分もいた。

　真吾が魔剣のことを話題に出すたびに、リーナが魔剣を持ち出すのを誘っているのではないかと勘(かん)ぐってしまう。だから、トランクィロから注意を促されてからは、こちらの世界で魔剣を呼び寄せたことは一度もない。

　自分の立ち位置が不安定だった。真吾たちと共にいるべきか、離れるべきか。神は何も教えてくれなかった。自分で判断しなければならなかった。けれど、答えは決まっているのだ。

　どちらも選べない。

　少し前までなら、神の言葉に疑問を挟み込む余(よ)地(ち)はなかった。けれど今は、迷いが生じている。神の言葉には従うべきだ。けれど、真吾たちと離れるのもイヤだった。

　コンコンと、窓ガラスが叩(たた)かれる。振り返ると、心配顔の穂香がこちらを見つめていた。どうやらずいぶんと長い間、ぼんやりしていたらしい。

　リーナが携帯をしまうと、穂香は窓を開けて、ベランダに出てきた。

「神様から、どんな用件だったんです？」

「いや、たいしたことではない。急にこちらの世界に泊まることになったから、心配でかけてきたのだろう」

「うふふ、まるでお母さんみたいな神様ですね」

「まあ、オクターヴァを見守り、育ててきたという意味では、あながち間違いではないがな」

　軽(かる)口(くち)で返して、話題を打ち切る。

　そのまま部屋へ戻ろうとしたが、穂香が動く素(そ)振(ぶ)りを見せず、それどころか手すりに手をついて夜空を見上げ始めたので、なんとなく、戻りそびれてしまった。

「月が、キレイですね」

「……そうだな」

「オクターヴァにも、月はあるんですか？」

「もっと大きいやつが二つもある。もっとも、オクターヴァ自体が、そんなに大きな惑(わく)星(せい)ではないせいもあるがな」

　そんな世間話をするために、出てきたのだろうか。

　違うな、と断じて、リーナは身構えた。
















「リーナさん、最近、ちょっとおかしくないですか？」

　あやうく、声を上げそうになった。

　見抜いている。

　他の連中はわからないが、穂香はリーナの態度の変化に、気づいていた。

「そ、そうか？　わたくしは、どこもおかしくはないが……」

「そうですか？　なんだかみんなの輪の中に、うまく入れてないような気がしたのですが……」

　そこまで、見抜かれているのか。

　リーナは落ち着きなく視線をさまよわせて、夜空に逃げ道を求めた。

「あの、リーナさん。もし悩(なや)み事(ごと)とか、困ったことがあったら、遠慮なく私に言ってくださいね？　役に立つかどうかはわかりませんが、話を聞くぐらいなら、できると思うので」

　ありがたい申し出だったし、できることなら誰かに聞いてもらいたかった。けれど、穂香には、穂香たちにだけは、絶対に言えなかった。

　だから、リーナの対応は自然に、素(そ)っ気(け)ないものになってしまった。

「わたくしがそんな軟(なん)弱(じやく)者(もの)に見えるのか？　安心しろ。ホノカに相談を持ちかけるような悩みなど、このわたくしには存在しない」

「なら、いいんですけど……」

　普段はおっとりしているくせに、こういうところだけ鋭(するど)い。

　ただ、気にかけられて悪い気はしない。悪い気はしないのだが……。

　今のリーナは、気にかけられることさえも、心苦しいのだった。
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　翌(よく)日(じつ)、テレビや新聞は富(ふ)士(じ)山(さん)の話題で持ちきりだった。

　新聞は一(いつ)般(ぱん)紙(し)、スポーツ紙問わず火(か)山(ざん)活(かつ)動(どう)の再開が一面を飾(かざ)り、テレビのニュースでも、他の話題を押しのけてトップニュースの扱いを受けていた。

　光(みつ)夫(お)たちが予想したよりも大きな扱いだったのだが、それは一晩経(た)つ間に、噴(ふん)火(か)警(けい)戒(かい)レベルがもうすぐ３に移行しようとしているためだった。

　陰(かげ)ながら世界の危機と戦ってきた光夫たちだったが、今度の危機は全国的な大(おお)騒(そう)動(どう)に発展しそうだった。

「大爆発なんてことにならなければいいんだけどねぇ……」

　頼(より)子(こ)は真(ま)顔(がお)でテレビに見入っている。信(しん)一(いち)も、「そうなったら、この辺にも被害が出るんじゃないか？」と心配顔だ。「爆発が引き起こす地(じ)震(しん)がどの程度こっちまで伝わるかだな」

「この建物じゃ、ちょっと強い地震が来たら危ないかもね……」

「避(ひ)難(なん)場所を確認しておいたほうがいいな。この辺だとどこになる？」

「学校じゃないかしら。一番近いのは第一小よね」

　そういう繋(つな)がりも出てくるのかと、光夫はヒヤリとした。学校の裏(うら)山(やま)には、世界を滅(ほろ)ぼすであろう魔(ま)神(じん)が眠っているのだ。どこへ行っても危機が待っている。追いつめられていく感覚に、光夫の食欲は一気になくなった。

　両親の会話を聞くともなしに聞きながら、光夫はムリヤリ朝食を流し込んだ。さっさと終わらせて、席を立とうとしたところで、家の電話が鳴った。

　母親が出るが、声のトーンが少し高いままなので、親しい人からの電話ではないようだ。ただ、その声は緊(きん)張(ちよう)感(かん)を帯(お)びていた。

　電話を切ると、頼子は光夫に顔を向け、うろたえたように目を泳がせながら、口を開いた。

「光夫、明日から学校、休校だって」

　やはり、か。光夫は予想していたが、両親は寝(ね)耳(みみ)に水(みず)の話だろう。

「なんでだ？　まさか富士山が原因か？」

「いえ、光夫のクラスメイトが行(ゆく)方(え)不(ふ)明(めい)になっていて、それで……」

「ああ、そっちの話か。いったい、どうなってるんだろうな」

「光夫のお友達も、いなくなってるの？」

「……いなくなるもなにも、クラス全員が行方不明になってんだよ」

「じゃあ、クラスで残っているのは光夫だけなのか？」

　信一の顔色が変わる。

「いや、もう一人いる」

「もう一人？」

「ああ。女の子が一人……」

　信一の顔色は、ますます青くなった。

「まさか、いや……」

　朝食の途中だというのに、信一は箸(はし)を置いて立ち上がった。

「すまん、ちょっと出かけてくる」

　それだけ言い残して、脇(わき)目(め)もふらずに家を飛び出していく。

　光夫は呆(あつ)気(け)にとられて見送ったが、頼子は悲しげな表情で顔を伏(ふ)せていた。

「お袋(ふくろ)、あいつはどこへ何をしに行ったんだ？」

「…………」

「何か、知ってるんだろ？」

　そうでなければ、信一の行動をもっと不(ふ)審(しん)に思うはずだ。

「お袋っ」

　頼子は何かを決意したようにまなじりに力を込めて、顔を上げた。

「……追って」

「え？」

「あの人を追って。問(と)い質(ただ)せば、たぶん、何もかも話してくれるから」

「何も、かも？」

「それで、あの人とちゃんと向き合って、話し合って。この五年間に何があったのか、光夫が知らないと、あの人が、かわいそうだから……」

　どういうことだ。何か光夫に秘密にしていることでもあるのだろうか。

　ここで考えていても仕方がない。頼子に言われたとおり、信一を追いかけ、直接話を聞いた方が早い。

　光夫は意を決して、家を飛び出した。

　しかし、家を出てすぐに足を止めるハメになった。信一がどこへ向かったのかわからない。行方不明の事件に反応を示したということは、行方不明になった子供たちの家か、学校だろうか。

　どちらにしようか迷(まよ)ったところで、光夫はクラスメイトの家も知らないことに気づき、足は自然に学校へと向かった。

「こんな日が、来るとはな……」

　父親の背中を追ったことは、光夫は一度もない。記憶が曖(あい)昧(まい)な幼(おさな)い頃にはあったかもしれないが、物(もの)心(ごころ)ついてからは、むしろ背中を向ける存在であった。家を出た後も、父親を捜(さが)そうと思ったことは一度もないし、帰ってこなければ、永(えい)久(きゆう)に忘れ去るつもりでいた。

　それなのに、今の光夫は父親の背中を追っている。事情が事情とはいえ、つい一週間ほど前までは、想像もしなかった展開である。

「どんな事情を抱(かか)えてるか知らねぇが……」

　こうなったからには、光夫が許し、納(なつ)得(とく)できるまで、とことん話してもらおうじゃないか。それで和(わ)解(かい)するか、決(けつ)裂(れつ)するかは、神のみぞ知る、だろう。
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　学校に着いたが、ざっと見渡した限りでは、信一の姿は見つけられなかった。校舎内だろうかと、閉ざされた校門を乗り越えて侵(しん)入(にゆう)する。行くとすれば、大勢の人間が詰(つ)めているだろう職員室か。

　普(ふ)段(だん)はめったに足を踏(ふ)み入(い)れない職員玄(げん)関(かん)に向かおうとしたが、そこでバッタリと、初老の男性教師と出くわした。光夫は関わったことはないが、確か三年生の担任だったか。

　教師は、光夫の姿を見つけるとビックリしたように目を見開き、すぐに表情を強(こわ)ばらせた。

「おい、こんなところで何をやっている。今日は休みだろ！」

　怒(ど)鳴(な)りつけられ、光夫はたじろいだ。

　この程度で怯(ひる)む光夫ではなかったが、出し抜けに怒鳴られて不意をつかれた。

「い、いえ、うちの親父が来てないかって思ったんですけど……」

「なんできみの父親が学校に来るんだ？　ここには教職員と警察関係者しか来ていない。部外者は立ち入り禁止だからな」

　それもそうだ。ということは、信一はここにはいないということになる。

「わかったらきみももう帰りなさい。ああ、できるだけ家を出ないようにな。これ以上我(われ)々(われ)に負担をかけないでくれよ」

　教師のわりには、言葉に遠(えん)慮(りよ)がない。それだけ負担を強(し)いられているのだろう。疲れの浮き出た顔には、脂(あぶら)が滲(にじ)んで光っている。　

　光夫は素(す)直(なお)に学校を出ようとした。

「まったく……」

　振り向いた背中に、教師の独り言が突(つ)き刺(さ)さる。

「こんなときだというのに、小(お)倉(ぐら)先生はどこへ行ったんだ」

　光夫は慌(あわ)てて回れ右をして、問いかけた。

「ひよ……、小倉先生、来てないんですか？」

「ああ。教職員は全員登校するようにいってあるんだがな。しかも、連絡もつかないし……」

　教師の言葉を最後まで聞かずに、光夫は駆(か)け出(だ)した。

　ひよりが無(む)断(だん)欠(けつ)勤(きん)をするはずがない。となると、連絡も取れず、学校に来られない事情があるはずだ。もしくは、事件か事故に巻き込まれたか……。

　光夫は頭を振って、甘い考えを振り払った。

　とぼけるな、光夫。原因は明らかだ。何が起こったのかも、わかっているはずだ。

　どこかへ向かったというわけではない。ただ、足の赴(おもむ)くままに走って、ひよりが登校していない原因を探して、闇(やみ)雲(くも)に走り回る。

　学校と裏山をぐるりとまわり、また正門の前に来たところで、目的の人物が立っていた。まるで光夫が捜しているのを見(み)透(す)かしたように、涼(すず)しい顔で光夫を出(で)迎(むか)えた。

「神(かん)林(ばやし)、てめえがやったのか？」

　なにを、と聞き返すこともなく、祥(しよう)子(こ)は嗤(わら)って答えた。

「そのとおりさ」

　清(すが)々(すが)しい表情で、両手を広げてみせる。

「ボクはアルジェスをたぶらかす悪(あく)魔(ま)の化(け)身(しん)をこの世から消し去ったのだ。これでもう、アルジェスは惑(まど)わされることもなく、ボクと共に歩むことができるだろう」

「ふざけんなぁ！」

　光夫は叫(さけ)び、祥子に詰め寄った。

「誰(だれ)が俺(おれ)をたぶらかした？　誰が俺を惑わした？　全部てめぇの妄(もう)想(そう)じゃねえか！　思い込みじゃねぇか！　いいかげん目を覚ませよ！　でないと俺は、おまえを……！」

「ボクを、どうするというのだ？」

　鼻で笑って、あしらう。光夫はカッとなって拳(こぶし)を振り上げるが、それよりも早く、祥子のステッキが光夫の頰(ほお)を殴(なぐ)りつけた。

　鈍(にぶ)い音と共に、痛みと血の味が頰の内と外に広がっていく。

　まさかの反(はん)撃(げき)に光夫は受け流すことができず、ガクリと膝(ひざ)をついた。

「ボクには神より与えられし力がある。アルジェス、きみといえども、いまのボクには腕(わん)力(りよく)でも敵(かな)わないだろう」

　光夫は唇(くちびる)を嚙(か)みしめた。今の一撃は、本当に意識の外からやってきた。祥子がどう動いたのかもわからなかったし、ステッキがどの角度から叩(たた)きつけられたのかもわからなかった。気がつけばステッキが頰に命中していた、そんな感じだった。

　それは、常(じよう)人(じん)ではなしえないような素(す)早(ばや)さだった。

　まともにぶつかっては、勝てない……。

　このまま祥子を放ってはおけない。しかし、自分一人では、祥子を止めることはできない。

　苛(いら)立(だ)ちと無力さが募(つの)っていく。

　うなだれ、言葉のない光夫に、祥子は何かを言いかけた。だがその言葉は、いきなり割って入ってきた第三者によってかき消された。

「光夫？　光夫じゃないか？」

　ギクッとして顔を上げた先には、息を切らせた信一がいた。

「何をやってるんだ？　こんなところで」

「何って……、それはこっちの台詞(せりふ)だ！　なんでおまえがここにいるんだ!?」

「いや、俺は……」

　言いかけて、絶(ぜつ)句(く)する。恐怖と絶(ぜつ)望(ぼう)感(かん)に彩(いろど)られた目が、大きく見開かれる。その視(し)線(せん)は光夫ではなく、祥子を捉(とら)えていた。

「き、きみは……」

「あのときの、使(し)徒(と)か……」

　使徒？　

　光夫は耳を疑(うたが)った。

　祥子の口から「使徒」という言葉を聞くのは二度目だ。しかし、その言葉が向けられた先にいるのが信一というのは、どういうことだ？

「神の使徒は、アルジェスを知っているのか？」

「アルジェス……？　ああ、光夫のことか。もちろんだ。僕の、息子(むすこ)だからな。それより、きみ。僕が渡した魔(ま)法(ほう)石(せき)だが……」

「貴(き)様(さま)か」

　ドスの利(き)いた、地(じ)獄(ごく)の底から響(ひび)くような声が、信一の言葉を遮(さえぎ)る。

「貴様が八(や)坂(さか)を苦しめた、元(げん)凶(きよう)か……!!」

　祥子は憤(いきどお)りと憎(にく)しみの炎を燃やして、魔法のステッキを信一に向ける。

「貴様のせいで、八坂は傷ついた。苦しんだ。悲しんだ！」

「か、神林……？」

「ボクは許さない！　貴様を許さない！　八坂に代わって、ボクが貴様を始(し)末(まつ)する！」

　ステッキにはめられた魔法石が、太陽のように輝(かがや)く。

　これか。

　この光がクラスメイトたちを呑(の)み込(こ)み、消し去ったのか。

　信一が光に呑み込まれていく。

　まぶしさに目を細め、抵抗する素(そ)振(ぶ)りも見せず、光の奔(ほん)流(りゆう)を身に受ける。

「やはり、こうなる運命だったか……」

「なん、だって……？」

　信一は最後に、申し訳なさそうに、力なく笑った。

「すまん、光夫……。すべては俺たちの、責(せき)任(にん)だ……」

　光が爆発的に拡(かく)散(さん)し、こらえきれずに光夫は目を閉じた。

　気がついたときには光の奔流は跡(あと)形(かた)もなく流れ去り、信一の姿もまた、痕(こん)跡(せき)を残さずに消えていた。

「……な、なんだ？」

　声が震(ふる)える。体も震えている。

「なんだよ、これは……！」

　信一がこの世から消えることを望んでいたはずだ。なのに、悲しむべきなのか、喜ぶべきなのか、光夫は判断がつかなかった。それよりも大きな戸(と)惑(まど)いが、光夫の思考を混(こん)乱(らん)に陥(おとしい)れた。

「なんなんだよ、これは！」

　叫ぶ光夫をよそに、祥子は空を見上げ、誰に言うでもなく、一人、呟(つぶや)いた。

「これで、終わりじゃない」

　その呟きを、光夫は聞き逃さなかった。

「もう一人、制(せい)裁(さい)を下すべき人間がいるな」

　誰だ、それは。

　また誰かを、消そうというのか。

　問い質す間もなく、祥子の姿が忽(こつ)然(ぜん)とかき消えた。瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)のようなものを行ったのだと気づくまで時間がかかった。そして、祥子がどこへ行ったのか気づくまで、もう一呼吸が必要だった。

「ま、待て……」

　光夫は力の入らない体にむち打って、立ち上がる。

「待てよ、神林ぃ！」

　今から追っても間に合わない。わかってはいても、追わずにはいられなかった。

　確定された悲(ひ)劇(げき)に向かって、光夫は走り出した。




　全速力でアパートに戻った光夫は、力任せにドアを開き、土(ど)足(そく)のままで上がり込む。

　倒れ込むように居(い)間(ま)へ入ると、そこに母親の姿はなく、祥子が無(む)感(かん)情(じよう)な目で出迎えた。

「神林……」

「安心しろ。もう、済んだ」

「てめぇ、何てことを……！」

　祥子は不思議そうに首を傾(かし)げた。

「なぜ怒る？　これはアルジェスが望んだことではないか？」

「俺がいつ、こんなことを望んだ！」

「考えたことはないのか？」

　光夫から視線を逸(そ)らし、天(てん)井(じよう)を見上げる。その天井よりも、もっと遠くを見つめながら、祥子は言った。

「己(おのれ)の不幸は、両親に原因があるのではないか、と。両親がケンカをしなければ、父親が母親を殴りつけなければ、父親が家を出なければ、その父親を、母親が待ちこがれなければ。そうすれば、自分はもっと幸せに生きられたのではないか、と。そして行き着くはずだ。こんな両親さえいなければ、と。こんな両親さえいなくなれば、と。一度は思ったことがあるはずだ。こんな両親を消してしまいたい、と。僕は無力なアルジェスに代わり、アルジェスの願いを叶(かな)えたのだ。これでもう、アルジェスは何者にも縛(しば)られることなく、思うがままに生きることができるのだ」

　光夫は奥歯を嚙(か)みしめた。

　確かに、祥子の言うとおりだ。両親がいなければ、両親がいなくなれば、もっと違う生活が、いまよりもっと幸せな生活が送れたのではないかと考えたことはある。だが、考えるのと実際に行動に移すのとではまったく話が違う。

　なにより、自分は不幸だったわけではない。父親は憎かったし、母親には呆(あき)れてもいた。しかし、そのことで自分が不幸だと思ったことは一度もない。

　自分の好きな道を、自らが選んだ道を歩(あゆ)むことが許されていた。未来に目を向け、希望を抱(いだ)けるのに、どうして不幸に思う必要があるのか。

　そこで光夫は、やっと祥子のことがわかったような気がした。

　祥子は、未来になんの希望も抱いていないのだ。だから、世界を滅ぼすことを選んでしまった。

　光夫が一(いつ)緒(しよ)にいれば、少しはマシになるのかもしれない。けれど、「少しはマシになる」程度なのだ。未来に希望を抱くほど、強い光にはなり得ない。ならばどうする？

　自分一人では、祥子に敵わない。しかし光夫には仲間がいる。仲間たちと一緒に戦えば、きっと、道が開けるはずだ。希望の未来を、指し示すことができるはずだ。

「神林、おまえは満足なのか？」

「……なにがだ？」

「おまえの目的は世界を滅ぼすことだよな？　そのために力を与えられたと言っていたが、それでいいのか？　おまえに力を与えた奴(やつ)は、おまえとはまったく違う目的で世界を滅ぼそうとしているんだぞ？　おまえは利用されているにすぎない。いいのか、それで？　誰かに操(あやつ)られたまま目的を達して、おまえは満足なのか？」

「……なにが、言いたい」

「未来や夢は、自分で勝ち取るものだ。だからこそ意味があり、満足もできる。もしこのままおまえが世界を滅ぼしても、おまえはきっと、むなしさを覚えるだけだぜ？　なにしろ他人の尻(しり)馬(うま)に乗って果たした願いなんだからな。その程度で満足できるほど、人間は安っぽい生き物じゃない」

「ならば、どうするというのだ」

「俺が証明してみせる。己の手で摑(つか)み取(と)る未来こそが一番なんだと。自分の腕でたぐり寄せる夢こそが、最高の生きる糧(かて)なんだと。そのために神林、俺はおまえを倒す！　いや、救ってみせる！」

「愚(おろ)かな……」

　鼻で笑って、受け流す。だが光夫は負けなかった。

「肩(かた)書(が)きだけなら、おまえにも負けないぜ？　なにしろ俺は、世界を救うために神より任(にん)命(めい)された『選ばれし者たち』の一員なんだからな！」

　祥子は目を見開いて、驚きをあらわにした。

「世界を救う、だと？」

「ああ。世界を救う者と世界を滅ぼす者の対決。わかりやすい構(こう)図(ず)じゃねぇか。これでハッキリするだろ？　どちらが正しいか。細かいことはどうでもいい。勝ったほうが正義なんだ」

「ふ、ふふふ……。なるほどな」

　驚きの後に来たのは、出所のわからない可(お)笑(か)しさだったらしい。

　祥子は笑いながら、光夫の挑戦状を受け取った。

「よかろう。ならばボクの力を、ボクの正しさを、実力を持って証明して見せよう」

「決戦は今夜〇時、学校の裏山。これでどうだ？」

「かまわん。ボクらにとっては他にない、おそらく最高にして最上の舞台だろう」

「じゃあ、決まりだな。逃げるなよ？」

「逃げるものか。アルジェスのほうこそ覚(かく)悟(ご)するのだな。ボクは手(て)加(か)減(げん)はしない」

「それはこっちも同じだぜ。首を洗って待っていやがれ」

「この戦いで、ボクの正しさを証明してみせる。だからアルジェス、もしこの戦いにボクが勝ったら、ボクと共に……」

「歩むことはできないだろうな」

「そうか……」

　悲しげに、目を伏せる。

「ならば、そのときは……」

　祥子がステッキを振り上げ、魔法石が光を放つ。

「ボクの手で、八坂を葬(ほうむ)ってやろう……」

　光の奔流と共に、祥子の姿は消え去った。
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　祥子を見送ってから、光夫は一つ息をついて、気合いを入れ直した。

　あえて決戦までに時間を置いたのは、仲間たちとの合流や作戦会議の必要があったからだが、それ以上に、気にかかることがあったからだ。

　光夫は室内を一通り見渡してから、手当たり次第に家(や)捜(さが)しを始めた。

　祥子と光夫の父親である信一には接点があった。朝の様子からすると、頼子も事情を知っていたのかもしれない。

　その手がかりが、どこかにないかと思ったのだ。

　信一は、自分が消されることを知っていた。もしくは、わかっていた。すべては自分に責任があるとまで言っていた。「すべて」がどこからどこまでを指すのかはわからないが、光夫個人に向けられただけの話ではないような気がするのだ。

　消されることがわかっていたなら、消された後のことも考えて、何かを書き記していたかもしれない。ノートや手帳があれば、きっとそこに両親の抱える秘密が明らかにされているに違いない。

　そうしてどれくらい経っただろう。

　両親の部屋で、光夫はついに見つけたのだった。

　鏡(きよう)台(だい)の引き出しの中にあった、まだ新しいノートを。

　ノートは、どこにでも売っているようなＡ４サイズのものだった。表紙には何も書かれていない。慎(しん)重(ちよう)に手に取り、恐る恐る最初のページを開く。

　そこには、びっしりと書き込まれた文字が、所狭しと並んでいた。

　最初の一行を読んで、光夫は確信した。これにすべての秘密が記されているに違いない、と。

　最初の一行目には、こう書かれていた。




　――最(さい)愛(あい)の息子、光夫へ。父より。

　おまえがこの手紙を読んでいるということは、僕はもう、この世にいないのだろう。




　手紙じゃねぇよ、と突っ込みつつ、先を読み進める。父親らしからぬマジメな雰(ふん)囲(い)気(き)に、待ち構えているであろう事実を受け止めようと、身構える。




　――なんて硬(かた)い文章は、父さんには似合わないかな？　うん、やめたやめた。やっぱりいつも通りに行こう。わっはっは、すまんな、緊張感がなくて。




　光夫は鏡台の上に倒れ込みそうになった。

　なにが「わっはっは」だ。緊張感を返せ。




　――それはムリだ。父さん、空気を読むのが苦手だからな。




「手紙が返事するな！」




　――まあ、冗(じよう)談(だん)はこれくらいにして……。




「ホント、頼むぜ……」




　――少し長くなるが、最初から書くことにする。あれは十二年前、光夫が生まれたときのことだった……。




　書き置きは、光夫が生まれたときの喜びと感謝から始まり、日を追うごとに成長していく我が子の様子と、それを目の当たりにできる充(じゆう)実(じつ)感(かん)が延(えん)々(えん)と書(か)き綴(つづ)られている。

　初めて笑顔を見せたときの喜び。

　立ち歩きができるようになったときの達(たつ)成(せい)感(かん)。

　初めて「パパ、ママ」と口にしたときの驚き（このとき、両親のどちらが先に呼ばれたかでケンカになったそうだ）。

　高熱を出して寝込んだときに感じた、か弱さと愛(いと)おしさ。

　初めて両親に逆らったときでさえ、成長を嚙みしめることができた。

　この子のためならなんでもできる。この子のためなら、命も惜(お)しくない。

　両親はそんな会話を、何度もかわしたという。

　ここに書かれていることが本当なら、光夫は両親に、相当愛されて育ってきたことになる。いや、親ならば自分の子供にこれだけの愛情を注(そそ)ぐのは当然なのかもしれない。こんな時代もあったんだなと、どこか他(ひ)人(と)事(ごと)のように読み進める。




　――だが、こんなに可愛(かわい)い光夫は、これほど僕たちが愛している光夫は、厳(げん)密(みつ)に言えば、僕たちの子供ではないのだ。




　思ったよりも衝(しよう)撃(げき)は受けなかった。それよりも「厳密には」とはどういうことだろう。




　――僕たちは、子供ができない体だった。だから子供を作るには、文字通りの神頼みしかなかった。




　神……。

　ノートを持つ手に、力が入る。




　――光夫が厳密には僕たちの子供ではないと書いたけれど、僕たちもまた、普通の人間ではないんだ。いや、生物学的には、問題なく人間だ。けれど、ちょっと違うというか、特別な使命を帯びた人間なんだ。




　そこに出てきた、決定的な一文。




　――僕たちは神に代わり、神の意志を実行する「使徒」と呼ばれる存在なんだ。




「使徒」……。

　神に代わり、神の意志を実行する存在だと……？

　考えるまでもなかった。自分たちのことである。光夫たちもまた、神に代わり、神の意志を実行する存在ではないか。

　そこから先の文章は、いっそ淡(たん)々(たん)と綴られていた。

　両親は子供のできない体だった。だから神に祈り、願った。子供を授けてくれと。神はその願いを聞き入れた。ある条件と引き替えに、二人に子供を授けた。

　そうしていまから五年前に、信一はある依頼を受けたのだ。

　不意に、神の元から宅急便が届いた。中には赤く輝く宝(ほう)石(せき)と、手紙が収められていた。手紙には次のようなことが書かれていた。

　赤い宝石を、生まれた子供に与えろ。そして、いつか子供が望むなら、その宝石に二人の身を捧(ささ)げるのだ。

　赤い宝石には魔力が宿っており、魔法石と呼ぶらしい。その魔法石には、任(にん)意(い)の対象を消滅させる力があるのだという。

　この手紙を、信一は握(にぎ)りつぶした。魔法石を見て「綺(き)麗(れい)だ」と喜んでいた頼子には、絶対に見せられなかった。もちろん、光夫にも、だ。

　いつか、光夫が、信一と頼子を消滅させてしまうかもしれない……。

　とうてい受け入れられないことだった。そんなバカなことがあるものかと鼻で笑う一方、鈍く光る魔法石を取り出すたびに、不気味な不安に襲(おそ)われた。

　もし、本当に、そういうことになったら……。

　自分たちが消されることよりも、光夫が手を下すことに悲しみを覚えた。そんなことはさせない。絶対に、させてなるものか。

　固い決意の元に、信一は魔法石を処分するために奔(ほん)走(そう)した。

　川へ投げ込んだこともあったし、遠くのゴミ集(しゆう)積(せき)所(じよ)へ持ち込んだこともある。けれど、魔法石は必ず、信一たちの元へ帰ってきてしまった。

　神様の贈(おく)り物(もの)と思い込んでいる頼子は、魔法石を捨てようとする信一をなじった。しかし、信一にはなにも言い返すことができなかった。それが余(よ)計(けい)にカンに障(さわ)ったらしく、頼子は不信の目で信一を見るようになった。隠し事をしているのではないかと、疑うようになった。そこからはなし崩(くず)し的(てき)に、両親の中は険(けん)悪(あく)になっていった。

　そこから先の展開は、光夫も記憶しているところだった。

　だが、当時はまるで見えていなかった背景が鮮(せん)明(めい)に浮(う)き彫(ぼ)りになっている。

　信一が言っていたことは本当だったのだ。彼は、光夫のことを想っていた。大切にしていたからこそ、魔法石を危険だと判断して、遠ざけようとしたのだ。

　埒(らち)があかないと判断した信一は、魔法石を持って家を出た。

「これがお互(たが)いのためなんだ」

　綺麗事だと思っていた言葉は、本当に言葉通りだったのだ。あのまま信一が家に居続けたら、光夫の成長と同時に、もっと酷(ひど)い状況になっていただろう。

　そうして家を出た信一は、知人友人のツテを頼って、各地を放(ほう)浪(ろう)した。　

　ことあるごとに魔法石をどこかに捨てようかと考え、実際に行動に移しもした。

　しかし、どこに捨てても、どんな遠くに置き去りにしても、魔法石は必ず、彼の元へ帰ってきてしまうのだ。

　このままでは、自分が死んでも、魔法石は光夫の元に届いてしまうかもしれない。

　多くの挫(ざ)折(せつ)の末に、信一は諦(あきら)めにも似た境(きよう)地(ち)に達したようだ。彼は県(あがた)町(ちよう)に戻ってきた。

　そこで信一は、最後の抵抗をしてみた。

　魔法石を、望む者に与えたのだ。

　一週間ほど前、県に戻ってきた信一は、学校の裏山で一人うずくまり、泣きじゃくっている少女を目にした。

　見ず知らずということが功(こう)を奏(そう)したのだろう。涙(なみだ)と鼻(はな)水(みず)でぐちゃぐちゃになった顔で、憤りと虚(むな)しさとやるせなさをごちゃ混ぜにした瞳(ひとみ)を向け、彼女は泣きじゃくる理由をぶちまけるように語った。

　魔法少女の格好で、世界が滅ぶことを望みながら、叶わぬ願いに涙する少女に、いっときの気休めにでもなればと、信一は神の使徒を名乗り、魔法石を与えた。どうせ、すぐ自分の元に戻ってくる。そう思っていたからだ。

　そこで唐(とう)突(とつ)に、手紙は終わっていた。

　だが、続けて書きたいことはなんとなくわかった。

　魔法石は違う形で、光夫の元へとやってきたのだ。

　魔法少女と共に。そして、間接的に光夫が原因となって、両親は消されてしまった。

　父親が呟いた「運命」とは、そういうことだったのだ。

　読み終えて、光夫は天を仰いだ。

　染みの目立つ天井だが、見慣れた光景だ。けれど、まったく違う風にも見える。

　途中にあった一文が、光夫の視界を歪(ゆが)める。




　――自分を恨(うら)んでいるだろう光夫との関係の修(しゆう)復(ふく)は容(よう)易(い)ではないだろう。しかし、時間はたくさんあるんだ。いつか、本来の親子関係を取り戻せると、信じている。




「関係の、修復だと……？」

　独り呟き、父親に対して、改めて憤りが湧(わ)いてくる。ただ、胸がむかつくような、気分の悪い憤りではなかった。

「いまさらそんなこと言われても、困るだろうが……」

　だが、いくつか繋がった部分がある。

　神と、魔法石と、魔神と、世界の危機。そして、自分を含めた選ばれし者たち。

　なぜ、自分たちが神に選ばれたのか。

　その謎(なぞ)が、うっすらと見え始めていた。
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　昼過ぎには、富(ふ)士(じ)山(さん)の噴(ふん)火(か)警(けい)戒(かい)レベルは３へと移(い)行(こう)していた。

　それがレベル４――周辺住民の避(ひ)難(なん)準(じゆん)備(び)――に移行するのは時間の問題だろうというのが、専門家の意見だった。そこまでいけば、レベル５――居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切(せつ)迫(ぱく)している状態にある――への移行は確実だろうとも。

　真(しん)吾(ご)たちが推(すい)測(そく)したように、富士山の噴火が他の火山へ与える影(えい)響(きよう)を懸(け)念(ねん)する声や、地(じ)震(しん)や噴(ふん)煙(えん)による被害を心配する声も、いくつか聞こえてきた。

　いよいよ、事態は切迫しつつあった。

　光(みつ)夫(お)から決戦を言い渡された真吾たちは、覚(かく)悟(ご)を決めざるを得なかった。光夫が裏(うら)山(やま)を選んだ理由は、封(ふう)印(いん)されている魔(ま)神(じん)と祥(しよう)子(こ)の関係を見(み)越(こ)してのことだった。もし両者に関係があれば、何らかの動きがあるはずだった。

「魔神が出てくれば正解。魔神をぶっ倒して、神(かん)林(ばやし)を説(せつ)得(とく)すればいい。出てこなければ……、ぶん殴(なぐ)ってでもわからせてやればいい」

「単(たん)純(じゆん)すぎて涙(なみだ)が出てくる作戦だな」

　茶(ちや)化(か)すリーナに、光夫は笑って答えた。

「いつも、そんなようなもんじゃねぇか」

「確かにな」

　とはいえ、もう少し作戦らしい取り決めはしてある。戦いの肝(きも)となるのは、祥子が持つ魔法のステッキだ。それを奪(うば)うか、力の元である魔(ま)法(ほう)石(せき)を砕(くだ)けば、祥子には為(な)す術(すべ)がなくなるはずだった。

「みんな、準備はいいか？」

「はい……」

「う、うん……」

「まあ、な……」

　いまいち覇(は)気(き)がないのは、いまだに祥子と戦うことにためらいがあるからだろう。やる気を見せているのは、光夫とリーナだけだった。

「おいおい、そんなんでどうするんだよ！　だいたい、神林と戦うのは、あいつを救うためでもあるんだぞ？」

　頭ではわかっていても、魔神ではない普通の人間と戦うのは実(じつ)質(しつ)初めてなのだ。抵抗があるのは仕方がないのかもしれない。

「そろそろ時間だぞ」

　リーナが告げると、いやがうえにも緊(きん)張(ちよう)が高まる。

「よし、行くか」

　ムリヤリ、腹を括(くく)らせる。




　淳(じゆん)の瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)で裏山にやってきた光夫たちは、月明かりの下、夢の世界の住人のようにはかなく佇(たたず)む魔法少女を目にした。

　天を仰(あお)ぎ、両手を扇(おうぎ)のように広げて、月光を浴びている。目を閉じて月明かりに照らされた顔は、穢(けが)れなく無(む)垢(く)な表情で、光夫はいっとき状況を忘れて見入ってしまった。

　光夫たちの気(け)配(はい)に気づいたのか、祥子は目を開け、ゆっくりとこちらに向き直る。

「来たか」

　刺(さ)すような視(し)線(せん)が、光夫たちを貫(つらぬ)く。何か物理的な攻撃を受けたのではないかと思うほどの威(い)力(りよく)だった。

　明らかに、これまでの雰(ふん)囲(い)気(き)とは異(い)質(しつ)だった。見た目以上の強(きよう)烈(れつ)な存(そん)在(ざい)感(かん)が、光夫たちを圧(あつ)倒(とう)する。

「これでもまだ、あいつから世界の危機は感じないのか？」

「ええ、まったく感じません」

　首を振る穂香(ほのか)も信じられないようだった。これほどあからさまに人(じん)智(ち)を超えた存在が、世界の危機ではないというのだ。

「早いな、アルジェス」

「そっちこそ。よっぽど暇(ひま)みたいだな」

「もうすぐ世界は滅(ほろ)びる。暇をもてあますのは今日が最後だ」

　挨(あい)拶(さつ)代(が)わりの応(おう)酬(しゆう)をして、祥子は魔法のステッキを振り上げる。

「彼らがアルジェスの仲間か。たしか、河原や遊園地で顔を合わせたな」

　薙(な)ぎ払(はら)うように視線を走らせ、真吾たちを一(いち)瞥(べつ)する。

「いかにも、世界を救えると本気で思い込んでいる、甘そうな連中ではないか」

「思い込みってのは、意外に強い力を生み出したりするんだぜ？　身に覚えがあるんじゃないのか？」

　祥子はくつくつと嗤(わら)った。

「そうだな。だが……」

　風が吹く。秋を感じさせる涼(すず)やかな風が頰(ほお)を撫(な)でる。

「人間の力には、限界がある」

　風が止(や)んだ。次の瞬間には、祥子の姿は消えていた。

「どこだ!?」

「後ろだ！」

　真吾の声に、光夫は振り返った。だがそこに祥子の姿はなかった。光夫の後ろではなく、リーナの背後に瞬間移動していたのだ。

「ちぃ！」

　舌(した)打(う)ちしながらリーナは体を捻(ひね)り、同時に魔(ま)剣(けん)を振り払う。

　反撃を予想していたのか、祥子は大きく後ろに跳(と)んで、やりすごす。

「惜(お)しいな」

　振りかざした魔法のステッキから、稲(いな)妻(ずま)が走る。

「くっ！」

　リーナはそれを魔剣で受け止め、打ち消した。

「そんな技まで持っているか！」

　飛び道具があるのはやっかいだ。ここは速(そつ)攻(こう)で決着をつけるしかない。

「フォーメーションα(アルフア)！」

　早期決着は真吾も同じ思いだったらしい。すかさず、対祥子用決戦フォーメーションへの移行を宣言する。

　淳の瞬間移動で、光夫、真吾、清(きよ)美(み)が祥子の眼(がん)前(ぜん)に入れ替わり立ち替わり接近し、牽(けん)制(せい)する。祥子の意識が三人に向いたところで、一(いつ)拍(ぱく)遅(おく)れて移動したリーナが横合いに現れ、魔剣の柄(つか)で祥子の手(て)の甲(こう)をしたたかに打ち付けた。

「うっ」

　痛みと衝(しよう)撃(げき)に、魔法のステッキを取り落とす。それを、猫の姿になった美(み)也(や)が、素早い身のこなしで拾い上げ、祥子から距離を取る。

「うにゃぁぁぁぁ、やったのですよ、シンゴさまぁ！」

　人間の姿に戻った美也は、両手をあげて喜んだ。

「いいから早く、服を着ろ！」

　猫の姿になった時点で、美也の服は脱げている。彼女は全(ぜん)裸(ら)で飛(と)び跳(は)ねていた。

「あっけなく勝負はついたな」

　勝(か)ち誇(ほこ)る光夫に、祥子は信じられないといった表情で数歩後ずさり、立ちつくす。

　祥子の人間離れした力の源(みなもと)は魔法のステッキにはめられた魔法石だ。それさえ奪ってしまえば、無力化したも同然だった。

「どうだ？　こんな簡単に負けるとは思わなかっただろ？」

「……そうだな」

　観(かん)念(ねん)したように、呟(つぶや)く。

「こんな簡単に、ひっかかるとは」

　スッと膝(ひざ)を折り、祥子はすぐ脇(わき)の草むらの中に手を突(つ)っ込(こ)む。そこから取り出したのは……、なんと、魔法のステッキだった。

「なっ!?」

「どういうことだ!?」

「単純な仕(し)掛(か)けだ。アルジェスたちがこの魔法のステッキを狙(ねら)ってくるのは目に見えていた。だからボクは、偽(にせ)物(もの)を持って現れたのだ」

「じ、じゃあ……」

「美也が持っているのは、偽物なのか！」

　訳のわからない美也は、偽のステッキを持ったまま、小首を傾(かし)げている。

「さあ、行くぞ。今度はボクの番だ」

　ステッキを振り上げ、最初の獲(え)物(もの)を物(ぶつ)色(しよく)する。その視線が、淳のところで止まった。

「貴(き)様(さま)が一番、厄(やつ)介(かい)な能力を持っているようだ」

「あ、あぅぅぅ！」

「みんな、松(まつ)川(かわ)さんを守れ！　力を使わせるな！」

　真吾に言われるまでもない。

　光夫は淳をかばうように立ちはだかり、通用するかはわからないが、光夫の特(とく)殊(しゆ)能力であるバリアを展開する。

　だが。

「うにゃぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　突然、美也の悲鳴が響(ひび)き渡(わた)った。同時に、凄(すさ)まじい光の輝(かがや)きが視(し)界(かい)を白一色に染め上げる。

「な、なんだ!?」

「にゃぁぁぁぁぁん！　し、シンゴさまぁ！」

　美也の持つ魔法のステッキから、光が放たれていた。

「え……？」

「ど、どういうことだ!?」

　混乱する光夫たちの前で光は爆発的に拡(かく)散(さん)し、美也の姿もまた、消えていた。

「み、美也ぁぁぁぁぁ！」

「な、なんてことを……！」

　光夫は舌打ちした。

「あれは、偽物じゃなかったのかよ!?」

「戦いの最中によそ見をするとは、愚(ぐ)の骨(こつ)頂(ちよう)だな」

　指摘されたときには遅かった。いつの間に移動したのか、祥子は悠(ゆう)然(ぜん)とステッキを拾い上げる。

「最初に、こちらのステッキで力を使っただろう？　それが本物に決まっているではないか」

　そうだった。だからこそ、美也が奪ったステッキが偽物だと疑いもしなかったのだ。

「遊びはこれまでだ」

　祥子はステッキを地面に突き立てる。すると、低い唸(うな)りをあげて地面が鳴(めい)動(どう)し、激(はげ)しい揺(ゆ)れが光夫たちを襲(おそ)った。

「うわぁ!?」

「じ、地震か!?」

「こんなことまでできるのか!?」

　激しい揺れに、立っていることができない。バランスを崩(くず)し、うずくまったり尻(しり)餅(もち)をついたりして、やり過ごす。

　揺れが収まり、ホッと息をつく……、暇はなかった。

「消えろ」

　光が炸(さく)裂(れつ)する。

　見れば、光の中に淳が呑(の)み込(こ)まれていくところだった。

「淳！」

　叫(さけ)ぶが遅い。さらに祥子は、すぐ横にいた清美にも力を振るい、消し去った。

「祥子、やめろぉ！」

「やめる必(ひつ)然(ぜん)性(せい)は存在しない」

　祥子の魔の手は、リーナに向けられた。

「来るなら、来てみろ」

　魔剣を構え、応(おう)戦(せん)態勢に入る。

　だが祥子は、バカにしたように笑って、肩を揺らした。

「来いと言われて素直に行く愚(おろ)か者(もの)がいるか？」

　魔法石が輝く。と。

　祥子はいきなり反動をつけて、ステッキを振るう。すると、光がボールのようにリーナめがけて飛びだした。

　リーナは完全に対応が遅れた。逃げることはできない。かといって魔剣で受け止めようものなら、魔剣が消されてしまう。

　そんな躊(ちゆう)躇(ちよ)があったのだろう。リーナは身動きがとれず、立(た)ち尽(つ)くすだけだった。

「ちぃ！」

　光夫の体は勝手に動いていた。

　リーナの前に立ちはだかり、全身でかばう。

「ボケッとするな、王女！」

「なっ!?」

「おまえの力が必要なんだ。後は任せた」

　それと……。

　光夫は迫り来る光のせいでおぼろげな輪(りん)郭(かく)しか見えない祥子に向かって、謝った。

　――偉そうなこと言いながら、さっさと退場しちまって悪いな。けど……。




　きっと、俺(おれ)の仲間たちが、おまえの目を覚ましてくれるはずだから、覚悟しておけよ――。
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　リーナは呆(ぼう)然(ぜん)としたまま、体を震(ふる)わせた。

　消された。

　美也も、淳も、光夫も、この世界から消されてしまった。しかも光夫は、自分をかばって、だ。

「き、貴様ぁぁぁぁぁぁ！」

　リーナの慟(どう)哭(こく)に近い叫びも、祥子には届いていないようだった。

　祥子もさすがに動(どう)揺(よう)しているようだった。ステッキを構えた姿勢のまま、動かない。

「……残念だ」

　本当に残念そうな口(く)調(ちよう)で、祥子は呟いた。

「こんな愚かな結末を迎(むか)えるとは……。アルジェスも、地に落ちたものだ」

「光夫くんの行(こう)為(い)を愚かだなんて言わせません」

　穂香は決然とした口調で言いはなった。

「光夫くんの想いは、必ず力となって、あなたの野望を打ち砕きます。だから……」

　うるさいハエを叩(たた)きつぶすかのように、祥子はステッキを振り上げ、狙いを定める。

「その目と体で、私たちの想いの強さを、受け止めなさい」

　光が、穂香を包む。

「穂香ぁぁぁぁぁ！」

　真吾が駆けつけようとするが、遅かった。穂香の姿は跡(あと)形(かた)もなく消えていた。

「想いの強さ、か……。そんなものでどうにかなるようなら、ボクもこんなことはしていなかったさ」

　己(おのれ)の弱さと苦(く)悩(のう)を口にして、祥子は真吾とリーナに目を向けた。残されたのは、わずかにこの二人だけ。しかも真吾の能力は、実戦向きではない。実質、リーナと祥子の戦いとなるはずだった。

「じゃあ、始めようか。――これが最後の、戦いだ」

　祥子がステッキを地面に突き立てる。再び、地面が激しく揺れる。

　ひっくり返る真吾を横目に、リーナはよろめきながらもバランスを取り、走る。そうして祥子に的を絞(しぼ)らせない作戦だったが、その祥子が、奇妙な行動を取っていた。

　先ほどは平(へい)然(ぜん)としていた祥子が、揺れに足下を取られ、よろめいているのだ。

　自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)かと思ったが、そうではないようだ。

　驚(きよう)愕(がく)に見開かれた目が、この揺れが自分の意思とは関係なく引き起こされていることを物語っていた。

　揺れが収まる。リーナは魔剣を構えたまま、様子を窺(うかが)う。祥子は立っていられず、その場に座り込んでステッキを抱きしめていた。

「な、なに？　なんなの？　今のは、ボクじゃない……」

　やはりそうか。では今のは、祥子ではなく本当に起こった地震だったのだろうか。

　祥子は戦意を削(そ)がれている。叩くなら今のうちだった。

　魔剣を少し引いて、いつでも振り払える体勢を作る。だが、その動作に祥子は気づいた。慌(あわ)てたように、ステッキを振るう。

　リーナは左に飛んで、攻撃をかわそうとした。だが、かわすまでもなかった。

　ステッキから、光の玉は発射されなかったのだ。それどころか、魔法石は噓(うそ)のように沈(ちん)黙(もく)して、光を放たなかった。

「な、なんで!?　どうして!?」

　何度も振るい、何度も念(ねん)じるが、魔法石はまったく反応を示さなかった。

　今が、チャンスだった。

「ショウコ、覚悟してもらう……」

「り、リーナ!?」

　祥子に魔剣を向けるリーナの姿に、真吾は目を剝いた。

「よせ！　その子にはもう、なんの力もないんだ！」

「力はないかもしれん。だが、こいつはホノカたちを消したんだぞ」

　自分でも意外なほど、語気が強まった。膝をついて項(うな)垂(だ)れる祥子の首筋に切っ先を突きつける。

「あいつらはもう、帰ってこないんだぞ……！」

　ぎゅっと、拳(こぶし)を握(にぎ)りしめる。

　やはり、神の言葉は正しかった。もっと早く、もっと積(せつ)極(きよく)的(てき)に祥子を倒していれば……、穂香や光夫たちは、犠(ぎ)牲(せい)にならなくても済んだはずなのに。

　思いは真吾も同じはずだ。リーナの言葉に唇(くちびる)を嚙(か)みしめている。なのに。

「それでも、だ」

　真吾は絞り出すようにして、言った。

「それでも、俺たちの目的は、彼女を倒すんじゃなく、魔法石を砕くか、取り上げることなんだ」

「貴様……」

「それに、俺はまだ諦(あきら)めちゃいない」

「なんだと？」

「みんなは消されただけだ。殺されたと、死んだと決まったわけじゃない」

「なにを、バカなことを……」

　そんな可能性があるのだろうか。けれど、もしわずかでも生きている可能性があるのならば……。

　そのとき、洞(どう)窟(くつ)のほうから凄まじい轟(ごう)音(おん)が響いた。

　ハッとして振り向くが、特におかしな様子はない。しかし、禍(まが)々(まが)しい気配が洞窟の中からヒシヒシと伝わってくる。

「な、なんだ……？」

「まさか、魔神が復活したのか？」

　じりじりと洞窟に近寄り、中を覗(のぞ)いてみる。何かが出てくるような気配はない。

「どうする？」

「行くに決まってるだろ」

　即(そつ)決(けつ)だった。

「この先にいる魔神が祥子ちゃんを操(あやつ)っていたなら、みんなを救う鍵(かぎ)もそいつが握っているに違いない。祥子ちゃん、きみも来るんだ」

「えっ……？」

　呆然としていた祥子が顔を上げる。

「きみはこの件を最後まで見届ける義(ぎ)務(む)がある。光夫のためにも、みんなのためにも」

「…………」

「行くぞ」

　真吾に促(うなが)され、フラフラと立ち上がった。




　洞窟の最(さい)深(しん)部(ぶ)にたどり着くと、真吾は魔神が封印されている石を手に取った。

「もう復活してるんだろ？　さっさと姿を見せてくれないか？」

「やっと来てくれたか」

　鼻にかかったような、スカした声が聞こえてくる。

「少し時間がかかったが、すべては私の思い通りに進んでいるようだね」

　どこから声がするのか。

　出所を探っていたリーナは、祥子の背後に人影を見出して、咄(とつ)嗟(さ)に魔剣を構えた。

　そこにいたのは、時代がかったドレス風のワンピースに、黒いマントを羽(は)織(お)った少女だった。金色の髪を掻(か)き上(あ)げ、キザったらしく一礼してみせる。

「祥子くんには感謝しているよ。きみのおかげで、私は復活することができた」

「貴様がここに封じられていた魔神か！」

「魔神？　ああ、私たちはそう呼ばれていたっけ。呼(こ)称(しよう)には頓(とん)着(ちやく)していないんでね。私にも名前があったんだけど、もう忘れてしまったよ。それじゃあ呼びにくいということであれば、私のことはルフィアとでも呼んでくれたまえ」

　祥子は愕(がく)然(ぜん)としてルフィアと名乗った魔神を見つめた。

「ああ、この名前はきみが考えたんだっけ？　祥子なんていう平(へい)凡(ぼん)な名前がイヤで、この名前を作ったんだよね？　いやはや、きみの心の中を覗くのは楽しかったよ。世界を滅ぼすだなんて、気が合いそうだ」

　愉(ゆ)快(かい)そうに笑って、肩を揺する。祥子はすがるような視線を魔神に向けた。

「あなたが、神様なの？」

「あんな奴(やつ)と一(いつ)緒(しよ)にしないでくれ。私はね、私をこんな所に閉じこめた神と名乗る女に復(ふく)讐(しゆう)するために、機会を窺っていたんだ」

　魔法石は元々、ルフィアのものだった。ルフィアと一緒に洞窟に封印されていたのだが、それを何者かが持ち出し、奪われたのだという。

　奪われた際に、この機会を利用し、復活の手はずを整えるためにルフィアは力の一部を魔法石に同化させた。そうして機会を見計らい、祥子という格好の標(ひよう)的(てき)を見つけて神を名乗り、復活の準備を進めていったのだ。

「彼女は魔法石を使って人間を消していたけど、それは魔法石の中に取り込んでいただけなんだよ。その中で生命力を吸い上げ、私の復活の礎(いしずえ)になってもらったんだ」

「お、おい！　じゃあ魔法石に消された人たちは……！」

「ああ、みんな魔法石の中で生きているよ」

　リーナは魔剣を握り直した。なんということだ。真吾の言うとおり、まだみんなを救う可能性が残されていた。

「富士山の封印を解(と)いたのも、おまえの差し金か？」

「富士山？　さあ、どうだろうね。おや、この気配。あの山が活動しているのか。なるほど、そうか、もうそこまで進んでいるとは……」

　とぼけた物言いではぐらかすが、何かを知っているのは間違いないはずだ。

「いや、本当にいいタイミングで復活させてもらったよ。おかげでまだ私にも、この世界を滅ぼすチャンスが残っているわけだ。最後の最後で予想外の力を送り込んでくれたのが利(き)いたかな？　あの力は神から授(さず)かったものだろう？　おかげでほとんど力を取り戻すことができた。あと少しで、いつでも世界を滅ぼすことができるよ。あ、そうだ。その前に……」

　魔神は祥子の手から、ステッキを奪い取った。

「あっ……」

「ダメだね。これはきみにとって大切なものだろう？　こんな簡単に奪われちゃいけないよ。ああ、でもショックが大きすぎたかな？　自分が操られていただなんて、思いもしなかっただろうし」

　なにも言い返せないところを見ると、図(ず)星(ぼし)なのだろう。祥子は今にも倒れそうな青ざめた顔で、自分の手から離れるステッキを目で追っていた。

「だから、きみはもういらない。きみの役目は終わったんだ。きみはこの魔法石にたくさんの力を送り込んでくれた。その力が、私を復活させる糧(かて)となった。感謝はしているよ。だから……」

　奪ったステッキを、祥子に向ける。

「きみも、私の力の糧にしてあげる。そして魔法石の中で、きみが望んだ世界が滅びる姿を見ていたまえ」

　光が祥子を包(つつ)み、消し去る。

「ショウコ……！」

「焦(あせ)るな、リーナ！」

　突っ込みそうになるリーナを、真吾が止める。

「あいつを倒すのはもちろんだが、最終的には魔法石を奪うのが目的だからな。その辺を忘れるな！」

「う、わ、わかった……」

　ルフィアは魔法石をつるりと撫でて、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「ふん、この程度の力にしかならないか。まあ、普通の人間ならこんなものだろう……」

　そうして、期待に満ちた目を、リーナと真吾に向けてくる。

「だが、きみたちは違う。異世界の住人と神の使徒。私のいい糧となってくれそうだよ」

「戯(ざ)れ言(ごと)はそれだけか？」

　魔神の余(よ)裕(ゆう)の表情が硬(こう)直(ちよく)した。

　リーナは魔剣を振りかぶり、突進した。一瞬の隙(すき)をついて、懐(ふところ)に飛び込む。

　ルフィアはステッキを構えようとした。だが、もう遅い。

　魔剣がルフィアの胴(どう)を払う。まるで紙でも切るかのように軽(かる)々(がる)と、魔神の胴体は真(ま)っ二(ぷた)つになった。

「力が完全でないなら、今のうちに倒すまでだ。そうだろう？」

　地面に転がった魔神の体に問いかける。もちろん返事は期待していない。だが。

「そうだな、その考え自体は間違っていない」

　ルフィアは答えた。それどころか、上半身だけで体を起こし、切り離された下半身へと這(は)い寄(よ)る。

「しかし、今の段(だん)階(かい)でも、きみたちは私を倒すことはできない。なぜなら……」

　上半身だけでなく、下半身も動き出す。まるで互(たが)いを求め合うかのように、にじり寄り、重なり合い、あっと思った瞬間には、二つに分かれた体は一つになっていた。傷一つない体として、再生していた。

「なんてインチキだ！」

　叫ぶ真吾に、ルフィアは自(じ)慢(まん)げに笑った。

「私は不(ふ)死(じ)身(み)だからさ」

　ステッキを振り下ろし、光の玉が放たれる。

　リーナはそれをギリギリでかわして、再び攻撃を仕掛ける。

「不死身だと？　ふざけるな！」

　魔剣が今度はルフィアの肩口から入り、斜(なな)めに体を切(き)り裂(さ)く。だが、ルフィアは平然とした顔で斬(き)られた体を眺(なが)め、肩をすくめてみせる。

「ムダだよ」

　みるみるうちに、傷が塞(ふさ)がっていく。

「くっ！」

　負けじと、リーナは次々に攻撃を仕掛ける。斬って、突いて、薙いで、五体がバラバラになるまで手を休めない。それでも、ルフィアの息の根を止めることはできなかった。

「言っただろ？　ムダだって。きみではボクを倒すことはできない。そろそろ悪あがきはやめたまえ」

「うるさい！」

　焦りが広がっていく。

　こいつは本当に不死身なのか？　倒す手段はないのか？

　手の止まったリーナに、ルフィアはイヤらしい笑み浮かべた。

「終わりかい？　じゃあ……」

　魔神の本(ほん)性(しよう)が、残(ざん)忍(にん)な性格が、表情に表れる。

「今度は、私の番だ」
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　魔法石に取り込まれた人々は、魔法石の中で、身を寄せ合うようにして生きていた。

　その世界は間近にいる人間の顔がかろうじて判(はん)別(べつ)できるほどの暗(くら)闇(やみ)である。そして、何もない世界だった。

　無(む)限(げん)に広がる砂(さ)漠(ばく)のど真ん中のような荒(こう)涼(りよう)とした空間に、月や星が瞬(またた)かない夜空。かろうじて存在する光(こう)源(げん)は、真っ暗な空間に絵の具を適当にぶちまけてかき混ぜたかのように蠢(うごめ)くモヤだ。何もない世界だから当然、耳に聞こえるような音はなにもない。

　光夫は、この世界をどこかで見たことがあるとぼんやり思った。

　そう、昔の特(とく)撮(さつ)番組でヒーローが敵の怪(かい)人(じん)と戦う異空間がこんな雰囲気だったし、天(てん)体(たい)望(ぼう)遠(えん)鏡(きよう)で覗き込んだ銀(ぎん)河(が)だったか星(せい)雲(うん)だったかの写真が、この世界にそっくりだった。

　山(やま)中(なか)や足(あし)和(わ)田(だ)、富士山周辺で取り込まれた人たちは、意識がもうろうとした状態で、ずっと横たわっていた。クラスメイトたちも、ほとんどが眠っているような状態だ。

「まずいな、このままじゃ遠からずみんな死んじまうぞ」

　そういう光夫も、取り込まれたばかりだというのに、すでに体が重く、頭が痛い。

「なんとか、ここから抜け出す方法を考えねばな」

　二日前に囚(とら)われていたタロウは、声を出すのがやっとの状況だった。体が小さく幼(おさな)い美也も、すでにのびている。その横では、取り込まれたばかりの祥子が気を失って倒れていた。

「でも、どうやって……」

　抜け出す方法とはいうものの、出られるかどうかすらわからないのだ。穂香の不安は当然だった。それは光夫も同じだったが、顔に出すわけにはいかなかった。

　ここには、小(お)倉(ぐら)ひよりもいるのだから。

　彼女の前で弱(よわ)音(ね)は吐(は)けない。彼女を必ず助け出す。そんな想いが、光夫を支えていた。

　ところが、当のひよりは、疲(ひ)労(ろう)の滲(にじ)む表情ながら、にこやかに笑ってみせるのだった。

「大丈夫ですよ、きっと」

「先生？」

「なんとかなります。外にはまだ、八坂くんのお友達がいるんだよね？」

「ひより先生、状況がわかってるか？　外にいる奴らだって、どうすればいいのかわかってないんだぞ？」

「今はそうかもしれない。でも、ずっとこのままということはありえない。私たちは、私たちができることを頑(がん)張(ば)ればいいの。そうすれば必ず、道は開けるはず」

「できることって、俺たちにできることなんかあるのか？」

「私には、この状況を打開するだけの力がない。だから、歌うことくらいしかできないけど……」

「歌……？」

「ひより先生は、ここで歌を歌っていたんだよ」

　光夫の両親が、肩を寄せ合いながら言う。

「少しでもみんなの励(はげ)みになれば、生きるための力になれば、ってな」

「拙(せつ)者(しや)も、彼女の歌には助けられている。気のせいに過ぎなくとも、体が楽になった気がするからな」

　ひよりは恥ずかしそうに頰をかいた。

「あんまり、うまい歌じゃないけどね」

　大(だい)胆(たん)というか、度(ど)胸(きよう)が据(す)わっているというか、ひよりは普(ふ)段(だん)とまったく変わらなかった。この状況にうろたえることもなく、絶(ぜつ)望(ぼう)するでもない。人の言葉を喋(しやべ)る犬を前にしても動じるどころか面(おも)白(しろ)そうに会話を交わしているし、光夫たちがやってきても、「いらっしゃい」などと笑顔で出迎えたのだ。

　ひよりは強い。彼女を守ろうとしていた自分が恥ずかしくなるくらいに、強かった。

「だからね、八(や)坂(さか)くん」

　沈(しず)み込(こ)む光夫に向かって、ひよりは優しく、だが凜(りん)とした口調で呼びかける。

「あなたはあなたにできることをしなさい。事情はよくわからないけど、あなたたちは何か、大きな使命を帯びているのだけはわかる。私たちとは違うのだということもわかる。この状況はあなたたちにしか解決できない。なら、あなたたちがどうにかするしかない。迷ったり悩んだりうじうじしてる暇はないわ。一生懸命考えなさい。精いっぱい戦いなさい。最後の最後まで、納(なつ)得(とく)できるまであがきなさい！」

「先生……」

　光夫より感(かん)銘(めい)を受けたのは、穂香だった。さらに淳も、瞳(ひとみ)を潤(うる)ませて感(かん)激(げき)している。

「みなさん、やりましょう！　最後まで諦めずに、考えるんです！」

「そ、そうなんだな！　あ、諦めなければきっと、み、道は開けるんだな！　い、今までもそうやって、せ、世界を救ってきたんだな！」

　そのとおりだ。諦めなければなんでもできる。諦めの悪さでは一番の、真吾もまだ残っているのだ。あいつなら絶対諦めない。あいつもたぶん、ひよりと同じことを言って、自分たちを励ましたに違いない。

「よし、んじゃちょっくら悪あがきをしてみるか！」

　選ばれし者たちはタロウの周りに集まって、額をつきあわせた。

「まずは現状の確認だ。そもそも、ここはどこなんだ？」

「まず間違いなく、魔法石の中だろう」

　タロウが断言する。

「祥子殿によって消された人々が全員揃(そろ)っている。そして、彼らがこの中へ送られるたびに世界の危機は強まっていった。つまり、我々を栄(えい)養(よう)分(ぶん)として、魔神は復活を果たそうとしているとみるべきだろうな」

　その証(しよう)拠(こ)に、タロウより前に取り込まれた人たちは、まるで精(せい)気(き)を吸われたかのように衰(すい)弱(じやく)している。

「このままでは彼らの命も危(あや)ういな……」

「早く、なんとかしないといけませんね」

「お、思ったんだけど……」淳が手をあげる。「こ、ここが魔法石の中なら、ま、魔法石を壊せば、ぼ、僕たちは外へ出られるんじゃないんだか？」

「魔法石を壊すってことは、この世界も壊れるってことだぞ？　そうしたら俺たちも無(ぶ)事(じ)じゃない」

　それに、こう何もない空間では、どこをどうすれば破壊できるのかもわからない。そもそも光夫たちは、何かを破壊できるような武器も力も持っていない。おまけにこの世界はどんなに前へ進んでも、グルグルと一周するだけで、果てというものがないのだ。

「せめて、王女がいればな……」

　それは誰もが思うところだった。

「でも、真吾くんたちなら、なんとかしてくれるんじゃないですか？」

「ずいぶん楽(らつ)観(かん)的(てき)だな、穂香姉ちゃん」

「楽観的なんじゃありません。信じているんです」

　全員の視線が、穂香に集まる。

「外の世界にはまだ真吾くんとリーナさんがいます。あの二人がきっと、突(とつ)破(ぱ)口(こう)を見つけてくれるはずです！」

　力強く言い切る穂香に、光夫は奮(ふる)い立(た)たされる思いだった。

　真吾がいつも口にしている言葉だ。

　――最後まで諦めるな、仲間を信じろ。

　最後まで諦めなければ、必ず道は開ける。仲間を信じれば、どんな困(こん)難(なん)も乗り越えられる。

「待ってるだけってのは性に合わないからな。俺たちにできることは、できる限りやってやる」

　光夫の言葉にみんなが頷(うなず)くと、小さな呻(うめ)き声(ごえ)を上げて、祥子が目を覚ました。

「気がついたか？」

　光夫が声をかけると、祥子はビックリしたように目を見開き、周囲を見回す。

　ここがどこか、何が起きたのか思い至ったようで、上体を起こしかけた祥子は再び地面に突っ伏した。

「神林……」

　せめて起きあがらせてやろうと、光夫は肩に手を置いた。すると祥子はがばっと起きあがり、光夫の腕にすがりつくようにして抱きついた。

「お、おい、ちょっと待て、どうした」

「八坂、ボクは、ボクは……」

　祥子は泣いていた。周りをはばからず、声を上げて泣いた。涙を光夫の服の袖(そで)にこすりつけ、鼻をすすり、しゃくり上げながら、疑問を投げかける。

「ボクは間違ってたのかな……？　ボクがバカだったのかな……？　いいように操られて、借り物の力で偉(えら)くなったような気になって……。結局、こんな所に閉じこめられて……」

「…………」

　何とも言えずに光夫は仲間に目を向けた。声をかけられないのは、みんな同じのようだった。

「ねぇ、八坂……」

「……なんだ？」

「やっぱりボクは、ただの妄(もう)想(そう)女(おんな)だったのかな？」

「…………」

「妄想しかできないくせに、みんなに迷(めい)惑(わく)をかけちゃうような、ダメな人間なのかな……？」

「……そうだな」

　たまらずに、光夫は答えた。

「確かに今のままなら、おまえは最低の妄想女だ。けどな、神林。そこで終わっちゃダメなんだ。もっと強くなれ」

「……強く？」

「そうだ。おまえはこんな境(きよう)遇(ぐう)に生まれた世界を恨(うら)んでいるんだろ？　だから世界を滅ぼしたかったんだろ？　だったらまずは自分から動かなきゃダメだ。待ってるだけじゃ何も変わらない。辛(つら)い世の中に復讐したいなら、辛い世の中に自分の存在を認めさせなければ意味がない。辛い世の中で自分はこんな立派に生きてるぞバカ野郎！　って自慢できるぐらいになるんだ。滅ぼすっていうのは、復讐にはもってこいだけど、たぶん、虚(むな)しいだけだと思う。誰も認めてくれないし、誰も褒(ほ)めてくれない。誰も、自分の側(そば)にいないんだからな。それって寂(さび)しいだろ？　だから俺は、世界は滅ぼさずに、この世界に復讐しようと思う。辛いことも、悲しいことも、全部乗り越えていけるくらい強くなろうと思ってる」

「どうすれば、強くなれるの？」

　祥子は真(しん)摯(し)な瞳で見上げてきた。

　光夫は力強く笑って、言い切った。

「守りたいと思う、大切な人を作るんだ」

「……大切な、人？」

「ああ。そして、頼れる仲間を作るんだ。一人じゃダメでも、誰かのためになら、人は強くなれる。仲間と一緒なら、どんな困難も乗り越えられる。昔の俺になくて、今の俺にあるもの。それが、仲間だ」

　言っていて、突破口が開けたような気がした。

　そうだ。自分たちには、頼りになる仲間がいる。信じ合える仲間がいる。

「だから神林、見ていろ。俺たちがこの運命を切り開く。この困難を乗り越えて、新しい明日を、新しい可能性をおまえにみせてやる。約束だ。ここから生きて帰れたら神林、妄想の世界に逃げ込むのはやめろ。現実に生きて、強くなれ。俺で良ければ、いくらでも力になってやる」

　腕から祥子を引きはがし、立ち上がる。

「みんな、俺に命を預けてくれ」

　光夫の作戦は一種の賭(か)けだった。なにもしないよりはマシ、という程度のものだが、なにもしないよりは可能性は高い。

　仲間たちは頷き、命を光夫の作戦に預ける。ひよりは「それでダメなら諦めるわ」と言って首(しゆ)肯(こう)し、両親も反対しなかった。

「ああ、親父。帰ったらきっちり話を聞かせてもらうからな。お袋(ふくろ)は俺の好物でも作って、長話に備えててくれ」

「光夫、そういうのは死にフラグって言うんだぞ？」

　こんなときでも軽(かる)口(くち)を忘れない父親に、光夫はおかしくなった。

「だったらそんなフラグ、俺がへし折ってやる」

「ちなみにそれは負けフラグ……」

「うっさい！　黙(だま)ってろ！」

「ひ、酷(ひど)い……」

「……あー、それからな」

「うん？」

「ごめんな。ちゃんと話を聞かなくて」

「光夫……」

「だからといって家を出たことを許した訳じゃないからな！　許して欲しかったら、ちゃんと俺を説得してみせろよな！」

　言いたいことはいっぱいあったが、あとは無事に帰ってからだ。こんな会話が人生最後になってたまるかと、意地でも生きて帰る気力が湧(わ)いてきた。

「さあ、頼むぜ真吾。おまえならきっと、俺の信頼にこたえてくれるはずだ」

　意識を集中し、そのときに備える。

　全員の期待を一身に浴びながら、光夫は一つ、大きく息を吸い込んだ。




「行くよ！」

　ルフィアの声と共に、ステッキから稲妻が逬(ほとばし)る。だがその稲妻は真吾たちではなく、天(てん)井(じよう)に向かって放たれた。

　天井にぶつかった稲妻は岩(いわ)肌(はだ)を砕き、巨大な岩(がん)石(せき)となって真吾とリーナの頭上に降(ふ)り注(そそ)いだ。

　リーナは軽(かろ)やかな身のこなしでやり過ごそうとしたが、足を絡(から)ませて転びそうになる真吾を見て舌打ちした。

　真吾の頭に直撃しそうになった岩を、魔剣から放たれた衝(しよう)撃(げき)波(は)で砕く。それでも、後から後から降り注いでくるのだ。そのすべてをフォローはできない。

　リーナは真吾の元へ駆け寄り、腹を殴って姿勢を低くさせると、剣を思いきり振り上げて、頭上に落ちてくる岩石や土砂すべてを吹き飛ばした。

「ほう、やるではないか」

　感心しつつも、魔神の余裕の表情は崩れない。自分たちをいたぶって楽しんでいるらしい。

「くそっ、あいつを倒す手はないのか!?」

「ないことはない」

「なんだと!?」

「ただ、賭けに出る必要がある」

「賭け？」

「あいつは魔法石から生命力を得ているんだろ？　だったら単純な構造さ。あの魔法石のほうこそが、やつの生命線。魔法石を砕けば、やつは力のよりどころを失って、復活できなくなる。そうだろ？」

　ルフィアから余裕の笑みが消えていた。

「確かに、そのとおりだ。だが、きみたちはこの魔法石を砕くことができない」

「なんだと!?」

「砕けば閉じこめられた人間もタダでは済まない……。そういうことだろう？」

「そこまでわかっているのなら、話は早い」

　再び、魔神に余裕の表情が戻る。

「おい、シンゴ。まさかそれとわかっていながら、魔法石を砕こうっていうんじゃないだろうな？」

「他に方法はないだろ？」

　肯定されて、リーナは絶(ぜつ)句(く)した。

「みんなはちゃんと助ける。いや、助かる。みんなは俺たちがどうにかしてくれると、きっと信じている。だから俺たちも、みんなが助かると信じてやるんだ」

「簡単に言うな！　もし、失敗したら……」

「仲間を信じろ」

　静かだが、強い一言だった。

「もちろん、ただ博(ばく)打(ち)を打つわけじゃない。勝つ可能性があるから、賭けに出るんだ」

　真吾はリーナに作戦を伝えた。その内容を聞いて、疑いのまなざしで真吾の顔を見る。

「本当に、大丈夫なんだろうな？」

「俺と仲間を信じろ」

「それに、わたくしが魔神の元へたどり着けるかもわからんのだぞ？」

「そっちも俺がどうにかする。だからおまえは、まっすぐ魔神に向かって走ればいい」

　簡単に言ってくれるが、魔神は稲妻を操り、岩石を降らせ、瞬間移動もできるのだ。そう易(やす)々(やす)と、自分の生命線に触れさせてもらえるとは思えないが。

　だが、他に方法はない。覚悟を決めて、やるしかなかった。

「相談は終わったかい？」

　ルフィアは律(りち)儀(ぎ)に待っている。真吾とリーナがどんな抵抗をするのか興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)といった様子だ。

　リーナはまだ半信半疑ながらも、強がってみせた。

「納得はいかんが、わたくしたちは勝てるらしい」

「ほう。ならば、試してみよう」

　リーナは魔剣を握り直した。中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)はよくない。やるなら、全力だ。

　それでもし、真吾が賭けに勝ったなら……。

　そのときは自分も、覚悟を決めよう。だから……。

　――だから、本当に任せたからな、シンゴ！

　一直線に駆けだすリーナに、ルフィアは稲妻を浴びせかける。その稲妻に向かい、真吾は手に持っていた魔神の石を投げつけた。石は稲妻にぶつかり、粉々に砕け散る。その残(ざん)骸(がい)を振りのけるようにして、リーナはなおも突っ込む。

「むっ？」

　ルフィアは続いて稲妻を天井に向けて放ち、岩石を降り注がせる。頭上から迫る危機に、リーナの五感は危険を訴えるが無視をして走り続ける。

　そんなリーナの後ろで、凄まじい絶(ぜつ)叫(きよう)が、洞窟いっぱいに響き渡った。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!!!!!」
















　真吾のスカートをめくる力が発(はつ)揮(き)される。進化を続ける真吾の力は、もはやスカート以外のものをめくるのも、造(ぞう)作(さ)もないことだった。

　降り注ぐ岩石が空中で反転し、次々に天井に突き刺さっていく。

「なっ!?」

　さすがの魔神も目を剝いた。

　だが、すぐにリーナが接近していることに気づき、慌てて瞬間移動で距離を取る。だが、移動した先を真吾は見逃さなかった。

「うらぁぁぁぁぁ！　もういっちょめくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!!!!!!!」

「なんだと!?」

　落ちてくる岩石を押し戻しただけでも驚きなのに、これ以上、何をめくるというのか。

　答えは地面だった。地面がめくれあがり、ルフィアを空中へ放りあげる。

「くっ！」

　咄嗟に瞬間移動をして難(なん)を逃れる。常識外れの技を放つ真吾に、ルフィアは警戒の目を向けた。だからリーナの接近に気づくのが遅れた。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

「し、しまっ……！」

　魔剣の切っ先が、魔法石を貫き、砕く。

　凄まじい光が溢(あふ)れ出(だ)し、暗い洞窟内を真昼よりも明るく照らし出す。

「あぁぁぁぁぁぁ!!　ち、力が……！　私の力がぁ……！」

「ルフィアぁぁぁぁぁぁぁ！」

　魔法石から剣を引き抜き、魔神の胸に突き立てる。ズブリと肉に沈む感触がして、魔神は苦(く)悶(もん)の表情を浮かべた。

「あ、あぁぁぁぁ……！　こ、こんな……、こんなバカな！　私が、この私がぁぁぁぁぁ……！」

　絶叫と共に、魔神の体は崩れて消え去った。復活することもなく、永遠にも思える静(せい)寂(じやく)が、洞窟内を席(せつ)巻(けん)した。




　気づけば、光夫や穂香たちが地面に倒れていた。他にも、子供たちや、ひよりの姿もある。

「いてててて……」

　呻きながら、光夫が起きあがる。他の仲間たちも、意識を取り戻したようだ。

「なんとか、無事に帰ってこられたな」

「おい」

　リーナはおそるおそる光夫に確かめた。

「貴様は本当に、バリアを張って待ち構えていたのか？」

　光夫はニヤリと笑ってみせた。

「真吾なら俺がバリアを張ってるって気づくと信じてたのさ。実際、その通りになっただろ？　でなけりゃみんな、今頃おだぶつだ」

　呆(あき)れてものが言えなかった。

　魔法石を砕かせた真吾も真吾だが、バリアを張ってみんなを守っていた光夫も光夫だ。信じていたなどという曖(あい)昧(まい)な根拠で危ない橋を渡ったのである。もっとも、自分も真吾を信じて、魔神に向かっていったわけなのだが。

「それより、早くここから出ましょう」

　穂香が促す。

「私たちはともかく、光夫くんのクラスメイトや富士山周辺の行方不明者は、かなり衰弱しています」

　頷いて、みんな立ち上がる。動けない者や意識のない者は、淳の瞬間移動でひとまず洞窟の外まで運ぶことにした。

　ところが。

「あ、あれ？」

「どうした、淳。早くしろよ」

「あ、あ、ま、待つんだな。お、おかしいんだな」

「なにが」

「しゅ、瞬間移動ができないんだな！」

「はぁ!?」

　と声を上げたところで、大きな地震が襲ってきた。戦いの名(な)残(ごり)か、天井からいくつか岩が落ちてくる。

「みんな固まれ！」

　光夫は指示を飛ばし、バリアを張って全員を守ろうとする。だが。

　バリアに当たれば砕け散るはずの岩が、何物にも遮(さえぎ)られず、光夫の目の前に落ちた。それだけではない。小石や土砂が、容(よう)赦(しや)なく光夫の頭に降り注ぐ。

「ば、バリアも展開できないのか!?」

　愕然としている暇はなかった。岩や土砂の落下は収まったが、唯一の通路が、岩(がん)盤(ばん)の崩(ほう)落(らく)によって埋(う)まってしまったのだ。

　静けさを取り戻した洞窟内で、光夫たちは充(じゆう)満(まん)する砂(すな)埃(ぼこり)にむせながら出口が残っていないか懸命に探した。だが、通路は完全に塞がっており、人が通れるようなスペースもなかった。

「おいおい、この期に及んで生き埋めかよ！」

　冗談めかして叫んだものの、冗談では済まない状況だった。

　なぜか、光夫と淳の特殊能力が使えなくなっている。特に淳の瞬間移動が使えないのは致(ち)命(めい)的(てき)だった。生き埋めとなったこの状況から逃げ出す手段が、まったくないのだ。

「そんな、ここまで来て……」

　穂香が嘆(なげ)くと、祥子も肩を落としてうなだれた。

「やっぱり、ボクのせいで……」

「そんなこと言うな！　まだ終わったわけじゃない！」

　光夫の言うとおりだが、脱出する手段がないのも確かだった。

「おい、シンゴ」

「うん？」

「貴様ならこの状況も、どうにかできるんじゃないのか？」

「……どうしてそう思うんだ？」

「貴様の諦めの悪さは天下一品だからな。最後の最後まで、みっともなくてもあがくのだろう？」

　全員の視線が、真吾に注がれる。突然浴びた注目に、真吾は困ったように頰を掻いたが、意を決したように口元を引き締めた。

「そうだな、このままじゃ終われないもんな。あ、でも、みんなの力が使えないってことは、俺のもダメなんじゃないか？」

「やってみればわかることだ」

「そうだな。やってみなきゃわからないよな」

　塞がれた通路の前へ向かう。

　その背中を見つめながら、リーナは期待していた。

　真吾なら――、真吾の常識外れの力ならば、きっとこの状況もどうにかしてしまうのではないか。

　そんな期待になぜか胸が高鳴り、とまどう。

　真吾は流れ込んだ土砂の前に立ち、大きく息を吸い込み、絶叫と共に勢いよく腕を振り上げた。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　その後のことは、半分パニックになっていたせいで、誰もよく覚えていなかった。

　真吾の力は、通路を塞いでいた土砂だけでなく、山の上半分までめくりあげてしまったのだ。

　幸い、山の崩落は学校と反対側へ起こり、そちらには民家がなかったこともあり、怪(け)我(が)人(にん)は一人も出なかった。その代わり、めくれあがった土砂の一部が真吾自身やリーナたちを襲い、気がついたときにはみんな、半分ほど土に埋もれた状態になっていた。

　つい数秒前までは、山の中の洞窟にいたはずなのに。

　それが一瞬で、月明かりの下に出てきてしまったのだ。瞬間移動ではなく、山をめくりあげるという暴(ぼう)挙(きよ)によって、である。もはやなんでもアリの様(よう)相(そう)を呈(てい)してきたスカートをめくる能力だった。

「……さあ、帰ろうか」

　ムリヤリ爽(さわ)やかに促す真吾に、リーナたちは感心すればいいのか呆れればいいのか激しく迷った。




４




　午前四時。

　鉢(はち)伏(ふせ)山(やま)の崩落により、警察や消防隊などが出動し、現(げん)場(ば)検(けん)証(しよう)が行われる中、そこから少し外れた麓(ふもと)のほうで、土の中から這い出す人影があった。

「う……、くっ……、はぁ、はぁ、はぁ……」

　密(ひそ)かに、醜(みにく)く、はいつくばりながら蠢くそれは、往(おう)時(じ)の優(ゆう)雅(が)さを完全にかき消された魔神ルフィアだった。

「くっ……、私が、私がこんなところで、死んでたまるか！」

　自分を奮い立たせるように声を上げ、必死になって地面をまさぐり、何かを探す。

「くそっ、くそっ、くそっ！　なんで私がこんなところで、泥(どろ)にまみれて、捜し物をしなきゃならないんだ！」

　それはなにもかも、あいつらのせいだ。神に選ばれたあいつらのせいで、このざまだ。神はどうあっても、自分たちの邪魔をしたいらしい。

　ルフィアはやがて、目的のものを探り当てた。

　土砂の中からそれを拾い上げ、一層泥にまみれるのにもかまわず、胸に抱え込むようにして無事を確かめる。

　それは魔剣によって砕かれた魔法石だった。

　強大な力を秘めた魔法石には、自(じ)己(こ)修(しゆう)復(ふく)能力がある。まだ歪(いびつ)ではあるが、すでに元の姿を形作り始めていた。時間はかかるかもしれないが、いずれは本来の力を取り戻すだろう。そうすれば、自分もやがて、不死身の力を得ることができる。

「は、はは、はははは……」

　自然に、笑いがこみ上げてきた。

　これで負けない。今度は、あいつらに負けない。

「待っているんだな。次は、きみたちを絶対に殺してやる」

「そうもいかないのよねぇ」

　いきなり声をかけられて、ルフィアは悲鳴を上げそうになった。

　振り向くとそこには、見知らぬ少女が長い髪(かみ)を靡(なび)かせて立っていた。

「だ、誰だ、きみは！」

「はいはいはいはい、お疲れさまぁ～」

　少女は答えず、笑顔でルフィアを労(ねぎら)いながらやってくる。

「大変だねぇ、そんな泥だらけになっちゃって。よっぽど大切な物なんだねぇ」

「…………」

「ねぇねぇ、それ、ちょっと貸してもらえるかな？」

　遠慮ない物言いに、ルフィアは我を忘れてカッとなった。

「ふ、ふざけるな！　これは私の物だ！」

「ふーん、そうなんだ。でもね……」

　少女は興味深そうにルフィアの顔を覗き込んでから、不意に、目の色を変え、酷(こく)薄(はく)な笑みを浮かべて、頰をザラリと撫でた。

「残念だけど、それはあんたの物じゃないんだよ」

「な、なに……？」

　声が裏返る。得(え)体(たい)の知れない不気味さと、魔神である自分をも圧倒する存在感に、ルフィアは恐(きよう)慌(こう)状態に陥った。

「これはあんたには過ぎたおもちゃ。役に立つから貸しておいたけど、そろそろ返してもらうわ」

　この女はいったい、何を言っているのか。

　混乱する頭で考えようとしたが、それは果たせなかった。

　少女の腕が、ルフィアが抱える魔法石に伸びる。咄嗟に身をよじるが、気がついたときには激しい衝撃と共に、後頭部から地面に叩きつけられていた。

　押し倒されたと気づき、腕の中から魔法石がこぼれ落ちて、焦る。

　反射的に腕を伸ばそうとしたが、その腕を、少女が無造作に踏みつけてきた。

　ルフィアは悲鳴を上げた。人間技とは思えない、尋常でない力で踏みつけられ、魔神の腕は簡単に砕かれた。

「ごめんなさいね」

　痛みと衝撃で喘(あえ)ぐルフィアに頓着せず、少女はマイペースなまま続ける。

「あんたのこと、利用させてもらってたから。おかげで労せずに、また一つ封印を解くことができたわ」

　封印？

　なんのことだと口にしようとして、唐突に思い出す。

　あの連中も、富士山の封印がどうとか言っていなかったか？

　富士山の封印。それが、解けた。

「ま、まさか……！」

　ルフィアの目は、限界まで見開かれた。あまりの衝撃に、言葉を失った。

　アレの封印が解けたというのか……!?

　ハッとして、ルフィアは少女に目を向けた。少女は楽しそうに爛(らん)々(らん)と目を輝かせてこちらを見下ろしている。

　では、あの存在を知っているこの少女は……。

「か、かっ……」

「じゃあね、バイバイ――」




　魔法石を大切に胸に抱きながら、少女は県(あがた)町(ちよう)上空で、明け方の町を見下ろしていた。

「もうすぐ、もうすぐだから……」

　胸に抱いた魔法石を愛(いと)おしむように両手で包み込み、そっと口づける。

　少女は――武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)は、白(しら)み始めた東の空に目をやって、呟いた。

「だから、もう少しだけ、待っていてね……」







[image: ]










　こうして、今回の件は幕を閉じた。

　富(ふ)士(じ)山(さん)周辺で行(ゆく)方(え)不(ふ)明(めい)になった人たちと光(みつ)夫(お)のクラスメイトは、山の崩(ほう)落(らく)で駆(か)けつけた警察や消防隊に発見してもらった。

　全員意識不明か混(こん)濁(だく)状(じよう)態(たい)にあり、後日になっても、事件前後の記憶が曖(あい)昧(まい)になっており、何が起こったのかはよくわからないままになった。

　おそらく、魔(ま)法(ほう)石(せき)の中で生命力を吸われたときに、記憶の一部も消えてしまったのではないかというのが、穂香(ほのか)の見立てだった。

　この事件に関する世(せ)間(けん)一(いつ)般(ぱん)の認識は「神(かみ)隠(かく)し」に集約した。鉢(はち)伏(ふせ)山(やま)の原因不明の崩落と共に、やがて県(あがた)町(ちよう)の七不思議を形成していくのだが、それはまた、別な話である。




　使用できなくなっていた光夫や淳の特殊能力は、次の日から徐々にではあるが復活していった。真吾の力は問題なく使えていたこととあわせて、魔法石によって一時的に能力を吸い出されていたのかもしれないというのが、これも穂香の見立てだった。




　鉢伏山の危機は去ったものの、富士山の危機は変わらずに続いており、依(い)然(ぜん)、予断を許さない状態らしい。ルフィアの言葉を信じるならば、ルフィアと富士山は無関係である。しかし、真(しん)吾(ご)たちの仮(か)説(せつ)が正しければ、富士山はなんらかの封(ふう)印(いん)が解(と)けた状態にあるのだ。何かが復活したような気(け)配(はい)はないし、火山活動以外の動きはまったくない。とはいえ、目に見える形で危機が続いているのは確かなのだ。

　真吾たちは、一層の覚(かく)悟(ご)を決めなければならなかった。




　光夫の家庭は、ハッピーエンドとはいかなかった。

　光夫のためとはいえ、五年も父親は姿を消していたのだ。その辺のわだかまりは一(いつ)朝(ちよう)一(いつ)夕(せき)では解消できずにいたが、お互(たが)いに歩(あゆ)み寄(よ)ろうとする姿(し)勢(せい)はみせていたので、一歩下がって二歩進んだというところだろうか。

「話し合いと言えば河原(かわら)で大の字だよな、な！」

　光夫とちゃんと話せるのが嬉(うれ)しいのか、信(しん)一(いち)は大昔の学園漫画のノリを持ちだしてはしゃぎ、光夫を辟(へき)易(えき)させていた。

「神の使(し)徒(と)」についても話を聞き出さなければならないが、「たいした話にはならないと思う」と両親に一(いつ)蹴(しゆう)され、いまだに聞き出せていない。両親の態度から、本当にたいした話ではないのかもしれないが。




　何もかも乗り越えて強くあろうとする光夫は、さらに前を向くために、もう一つの壁(かべ)を乗り越えようとしていた。

　大切な話があるからとひよりを近くの河原に呼び出した。

「ひより先生、結婚おめでとう」

　出し抜けに言われて、ひよりは面(めん)食(く)らっていた。

「え……、え？　なんで？」

「なんでって、そうなんだろ？」

「う、うん、まあ、でも、どうして知ってるの？」

「わかるよ、ひより先生のことなら、なんでも」

「う、ぁ、えぇぇぇ？　先生、そんなにわかりやすかった？」

「いや、他の奴(やつ)らはまったく気がついてないと思う。たぶん、俺(おれ)だけだよ」

　うはぁぁぁぁぁ、と感(かん)嘆(たん)の息を漏(も)らして、ひよりは光夫の顔を覗(のぞ)き込(こ)んだ。

「よくわかったわねぇ」

「まぁ、な。だから、今日はお礼と一(いつ)緒(しよ)に、お祝いも言っておこうと思って」

「お礼？　私、なにかしたっけ？」

「先生」

　覗き込んできた顔を、逆に覗き込んでやる。

　至(し)近(きん)距(きよ)離(り)でぶつかった視(し)線(せん)に、ひよりはたじろいだが、目を離(はな)すことはなかった。

「なぁに、八(や)坂(さか)くん」

「俺、先生のことが好きでした」

「……うん」

　茶(ちや)化(か)すこともなく、遮(さえぎ)ることもなく、頷(うなず)いてくれる。

「先生だけが、俺を気にかけてくれました。先生だけが、俺のために必(ひつ)死(し)になってくれました。すげぇ嬉しかったです。どれだけ励(はげ)まされたかわかりません」

「……うん」

「先生から見たら生(なま)意(い)気(き)なガキかもしれないけど、本当に大切に想っていたし、守ってやりたいとも思ってました。けど、先生は強くて、俺じゃ太(た)刀(ち)打(う)ちできないくらい大人で、きっと、結婚する相手の人じゃないと、先生と釣(つ)り合(あ)わないんだと気づきました」

「……それで？」

「それで、その……」

　この期(ご)に及(およ)んで、気持ちが萎(な)えかける。

　己(おのれ)を鼓(こ)舞(ぶ)するために、光夫はムリヤリ言葉を紡(つむ)ぎ出(だ)した。

「く、悔(くや)しいから、先生を困らせてやろうと思って、告白したんだよ！」

　そんな台詞(せりふ)も、ひよりは笑顔で受け止めた。だから光夫の口は止まらなかった。

「いいか、俺はもっと成長するから！　もっと強くなって、もっといい男になって、いつか先生の前に現れてやる！　そのとき先生がどんな顔をするのか楽しみにしてるからな！　俺を選べなかったことを後(こう)悔(かい)させてやるからな！　だから！」

　最後に、想(おも)いの丈(たけ)以上の想いをぶつけるように、言い放つ。

「先生も、そのときを楽しみに待ってるんだな」

　耳元で囁(ささや)いて、光夫は立ち上がった。別れの言葉も言わず、逃げ出すようにその場を立ち去った。




「……ふぅ」

　光夫の姿が見えなくなった後、ひよりは一息ついて――、地面にバタリと倒れ込んだ。服が汚れるのもかまわず、頭を抱えて転げ回った。

「うきゃー、うきゃー、うきゃー！」

　懸(けん)命(めい)に声を押し殺して、悲鳴を上げる。

「なんてこと、なんてこと、なんてことぉぉぉぉぉ!?」

　頭に血が上っているのがわかる。耳元で囁かれた言葉がリフレインされる。その度に、自分の胸が高(たか)鳴(な)っていく。

「しょ、小学生に……、しかも自分の教え子に、ちょっぴりときめいてしまったわ……」

　ピタリと動きを止め、頰(ほお)に手をあてる。顔が熱い。

「……うわぁ、まいったなぁ。あの子、将来はとんでもない女たらしになるわ……」

　神(かん)林(ばやし)さんは大丈夫かなと、余(よ)計(けい)な心配をしてしまう。

「それにしてもあの子、あんな台詞を平(へい)然(ぜん)と吐(は)けるなんて、いったい誰(だれ)から影(えい)響(きよう)を受けたのかしら……」




「ふわぁックション！」

　勢いのいいくしゃみをして、真吾は一つ、鼻をすすった。

「汚(きたね)ぇなぁ、風(か)邪(ぜ)か？」

「いや、誰かが噂(うわさ)してるんだよ、きっと」

　真吾たちは、遠くからことの成(な)り行(ゆ)きを見守っていた。ひよりが結婚することは聞かされていたから、光夫が玉(ぎよく)砕(さい)覚(かく)悟(ご)の告白に挑(いど)んだことも承(しよう)知(ち)の上だった。

「それより、立派だったな」

　みんなで頷くが、光夫は明後日(あさつて)のほうを向いてしまう。

　ムリもない。いくら褒(ほ)められたところで、失(しつ)恋(れん)したことには変わりがないのだ。

　だがこれで、光夫はさらに一回り大きくなる。

　弟の成長を見守るようで、穂香は嬉しいやら寂(さび)しいやらで複(ふく)雑(ざつ)な心(しん)境(きよう)だった。

　前へ進むには前を向かなくてはならない。叶(かな)わぬ恋に時を費(つい)やすよりは、ちゃんと決着をつけるべきだった。気持ちに踏(ふ)ん切(ぎ)りをつけるために、告白はどうしても必要な儀(ぎ)式(しき)だったのだ。

　ふと人の気(け)配(はい)を感じて、穂香は目を向けた。

　見れば電柱の陰(かげ)から、祥(しよう)子(こ)がおずおずと顔を出していた。

「あ、祥子さん！」

　全員の視(し)線(せん)が一(いつ)斉(せい)に集まる。

　だが祥子は電柱に隠れてしまい、いくら声をかけても出てこなかった。

「おい、なにしてるんだよ」

「なにもしませんから、出てきてください」

　光夫と一緒に迎えに行って、二人は目を見張った。

　彼女はもう、魔法少女ではなかった。

　とりあえずあったものを着てきましたというような、ちょっと大きめのパーカーにジーンズ姿で、身を縮(ちぢ)こまらせていた。

　祥子も祥子なりに、一歩踏み出したのだ。

「や、八坂……」

　おびえた子(こ)猫(ねこ)のように、電柱に身を寄せながら、口を開く。

「ぼ、ボクも頑(がん)張(ば)るから。あ、新しい世界へ、歩み出すから。でも、ボクは弱いから……」

「あっ」と思って、穂香は光夫以外をそっと下がらせた。

「だ、だから、八坂。ボクと一緒に、新しい未来へ歩いてほしい。あ、歩いてくだ、さい」

　光夫は目を丸くし、穂香たちは顔を見合わせた。

　妄(もう)想(そう)に生きた自分との決(けつ)別(べつ)。そして、新しい人生の始まり。独(ひと)りでは険(けわ)しい道のりも、大切な人と一緒なら、きっと乗り越えていける。

　そんな決意を、穂香はしっかりと感じ、受け止めた。

「ああ、任せとけ」

　光夫も同じ心境なのだろう。ドンと胸を叩(たた)いて、頼りがいをアピールする。

「おまえはもう、俺たちの大切な仲間、友達だからな！」
















　一瞬キョトンとしたのち、祥子は複雑そうな笑(え)みを浮かべた。

「それがオチか……」

「ひ、ひどいんだな……」

　光夫もキョトンとして、呆(あき)れる仲間たちの顔を見回す。

「え、俺、変なこと言ったか？」

　選ばれし者たちの同情を一身に浴びる祥子に、穂香は思わず微笑(ほほえ)み、微笑みながらも――。

　自分に言い聞かせるように、ある言葉を繰り返し、心の中で呟(つぶや)く。




　――待ってるだけじゃ何も変わらない。世界を変えたいと思うのなら、まずは自分から動かなきゃダメだ。




　待っているだけでは、自分が望む世界は手に入らない。

　状況を変えたいと思うなら、まずは自分が動かなくてはダメなんだ。

　ダラダラと先(さき)延(の)ばしにしてきた決断を下す。

　いよいよ、決行に移すときが来たようだ。

　穂香はチラリと、真吾の横顔を盗み見た。

　そう。

　自分の想いを、真吾に伝えるときが……。




　そして。

　負けるわけにはいかなかった。

　今度はリーナの横顔を盗み見て、ますます決意を固める。

　リーナもまた、何かしらの決意を滲(にじ)ませた瞳(ひとみ)で、真吾の姿を見つめているのだ。

　負けられない。負けたくない。




　本当の戦いの火ぶたは、ここに切っておとされようとしていた。




世界の危機はめくるめく！５　完







あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。

　今回は「妄(もう)想(そう)」というのが重要なポイントになっていますが、同じような言葉に「想(そう)像(ぞう)」というのがあります。妄想力のたくましい人と、想像力のたくましい人。どちらも頭の中で行われるものなに、これほどイメージに落差が生まれるのはなぜでしょうか。

　思うに、「妄想」は自分の頭の中だけで完結するのに対し、「想像」は頭の中から現実に引き出せるものだと言えるのではないでしょうか。「想像」の同(どう)音(おん)異(い)義(ぎ)語(ご)には「創(そう)造(ぞう)」があります。つまり、想像には生産的な可能性が秘(ひ)められているのに対し、妄想はなにも生み出さないというわけです。

　今回はまさにそんなお話で、妄想に走って内にこもる少女と、仲間を信じて勝利を模(も)索(さく)する（想像する）真(しん)吾(ご)たちの対立を描いているわけです。萌(も)えと燃(も)えの両立だけでなく、こういう対比も、ちゃんと考えているわけです。いま思いついたわけじゃありませんよ？　ねぇ、Ｋ笠さん？　って、ちょっと、どうしてそこで目を逸(そ)らすんですか。

　えぇーっと……。

　というわけで、今回も担当のＫ笠さんには大変お世話になりました。年末に呼び出すようなことはなかったものの、年明けからずっと苦労をかけてしまいました。本当にありがとうございます。

　イラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん、ちっちゃな女の子からおっきな男の子にまで夢を与える魔法少女、楽しみにしていました。おっきな男の子である自分は大満足です（笑）。それと今回はなぜか、ちびキャラのリーナにもノックダウンされました。

　恩師のＨ先生、先月デビューした大(おお)橋(はし)先生ともども頑(がん)張(ば)ります。大橋先生、デビューおめでとう！

　そのほか、この本の出版に携(たずさ)わってくださった方々、本当にありがとうございます。

　そして、読者の皆さんにはこれ以上ない感謝を。




　さて、次回はいよいよ、真吾を取り巻く恋(れん)愛(あい)模(も)様(よう)に動きがあります。さらに、さんざん引っ張ってきた「県(あがた)」に関する秘密にも迫ります。ようするに、物語の核(かく)心(しん)に踏(ふ)み込(こ)んでいく話になるわけです。いつものようにまだなんにも決まってないですけどね！

　それでは、この辺で。六巻でまたお会いしましょう。




二〇一〇年二月　佐藤 了
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佐藤 了

Ryo Sato




１９８０年、信州は「国際親善文化観光都市」に生まれる。

大学卒業後、東放学園専門学校へ入学。在学中に第６回「えんため大賞」東放学園特別賞を受賞し２００６年受賞作でデビュー。

特殊能力を一つだけもらえるとしたら「瞬間移動能力」が欲しい。当然、女の子に使うと下着が脱げるやつ。これがあれば、そろそろ作者の人格が疑われそうなので自主規制（もう遅い）。







イラスト

藤真拓哉

Takuya Fujima




漫画家／イラストレーター。

代表作は『ネギま!?ｎｅｏ』（講談社）、『アイドルマスター ブレイク！』（講談社）、『魔法少女リリカルなのは Ｖｉｖｉｄ』（角川書店）など。

欲しい特殊能力は、どんなに食べても太らない体。これがあれば好きなものを死ぬ程食べられる！

http://www.geocities.jp/fujima040
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